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01　夏期特別学級





　公立閏うるう高等学校。

　今日も輝かんばかりの美少女ぶりで、白しら鳥とり陀だ衣いは可愛かわいらしく小首を傾かしげる。

（しかし……）

　広い体育館の壇上。

　スタンドマイクを片手に生徒会長――紫し舞ぶ沢さわ遊ゆう菊ぎくが、邪悪な笑顔を振りまいている。

（どうして、生徒会長さんは水着なんでしょうか……？）

　陀衣の疑問のとおりに、遊菊はなぜか水着姿だった。

　下着と同じぐらいの布地面積の、高校生離れした彼女に似合う大人おとなっぽい水着である。

　人形じみた凹おう凸とつのある体たい躯くを惜しげもなく晒さらし、浮き輪を抱き寄せて満面の笑みだ。

　全校集会で生徒会長がそんな格好していて大丈夫なのかと心配になるが、もはや遊菊の奇行にはみんな慣れてるので誰だれもつっこまなかった。

『いいか、てめぇら！　よく聞けよ!!』

　あらゆる疑問を無視して、遊菊は独特の甘ったるい声で喚わめきはじめる。



『今日から夏期特別学級――略して「夏学」が始まる!!』



　本日の日付は八月一日。

　通常授業は昨日で終了し、遊ゆう菊ぎくの言葉どおり、本日から『夏期特別学級』が始まる。

『八月一日から八月三十一日までの一ヶ月――すべての生徒が高校に泊まりこみ、共同生活をしながら授業を受ける！　これがいわゆる「夏学」だ！』

　遊菊は無駄にハイテンションにまくしたてる。

『この学校の「夏学」ではいつもやってるような授業はほとんどなくて、炊事洗濯に掃除、「恋の病」や「兄妹」についての講義、あとみんな大好き性教育とか！　「大人おとながいなくても生きていくための方法」みたいなのを教えてもらえることになってる！』

　馬ば鹿か笑いをしながら。

『とにかく！　いろんなイベントも盛りだくさんで楽しい「夏学」の一ヶ月――怪け我がにだけは気をつけて、存分に楽しもうぜ！　ひとりも欠けることなく九月からの新学期を迎えられることを、あたしは祈ってるぜ☆☆』

　早口で言い捨てると、遊菊は浮き輪を装着し、大急ぎで壇上を降りようとする。

「それじゃ、あたしの出番は終わりだよな!?　もう遊びにいってもいいよな!?　海と白い砂浜があたしを呼んでんだよ!!」

　そうして走りだそうとした遊菊の首根っこを――。

　ぐわしっ。



    

  
    
      



    

  
    
      　と引っ掴つかんで。



「せめて集会が終わるまで待てないの、お姉ちゃん……？」



　黄金の翼を舞い踊らせ、金かね城しろあひるが登場する。



＃　＃　＃



　閏うるう高校には、誰だれが決めたのか――『三大美少女』と渾あだ名なされる存在がいる。

　魅惑の女王、生徒会長――紫し舞ぶ沢さわ遊ゆう菊ぎく。

　心優しき天使、風紀委員長――金城あひる。

　そして神秘の妖よう精せい、閏高校のマスコットキャラ――白しら鳥とり陀だ衣いである。

　なんで陀衣が名前を連ねているのか謎なぞだが、この三人は閏高校の人気者だ。

　とくに誰にでも優しく真ま面じ目めなあひるは奇行の多い遊菊や玄人くろうと趣味すぎる（男だし）陀衣に比べて、飛び抜けてみんなの評価が高い。

　そんな彼女の優美な姿に、ざわめく体育館のなか――。

　あひるは呆あきれ顔で、水着姿の生徒会長を冷ややかに眺めている。

「水着姿で壇上にあがるとか、やめてよね……見てるこっちが恥ずかしいわよ」

「おいおい、空気読めよ、あひるぅ――」

　遊菊は駄々をこねている。

「ようやく遊泳禁止が解除されたんだぞ！　このへんの砂浜は『夏学』期間中は閏高校の貸し切りだから、今なら誰もいない砂浜に足跡をつけ放題なんだよ！　雪と砂浜にはいちばんに足をつけないとあたしは気持ちが収まらないんだよ！」

「海は逃げないから、おとなしく座ってなさいよ」

　壇のそばに並べられたパイプ椅い子すのひとつに、遊菊を導き、強引に座らせるあひる。

　しゅんとして、遊菊は水着姿のまま胡座あぐらをかき、拗すねてそっぽを向く。

「おぉ……さすが鬼、あ、いや、天使の風紀委員長……」

「うちの学校で生徒会長に文句言えるのあひるちゃんだけだよな……」

（あひるさん……かっこいい……）

　ひそひそ話のなか、陀衣はあひるに尊敬の眼まな差ざしを向ける。

　あひるはスタンドマイクの前に立ち、『風紀』の腕章も勇ましく、しばし緊張して「ん、ん」と喉のどを鳴らしていたが。

　最前列にいる陀衣に気づくと、目を丸くした。

（あひるさん……☆☆）

　思わず陀衣がちいさく手をふると、あひるは真っ赤になって。

　――白鳥くん……☆☆

　口元だけでそうつぶやくと、手をふりかえしてくれた。

　そんな陀だ衣いとあひるに周囲が気づく前に、あひるは呼吸を整えると、堂々と語り始めた。

『風紀委員長の金かね城しろあひるです。「夏学」についての詳細は、さっきアホが語ってくれたから、あたしからは注意事項とか「夏学」における基本的なルールとか、ちょっと面倒くさい話題をさせてもらうわね』

　アホと名指しされた生徒会長は、ぶんむくれてパイプ椅い子すをぎったんばったん。

　子供みたいな遊ゆう菊ぎくを無視し、あひるは嫌われ役を買ってでる。

『この「夏学」はお遊びではなく、あくまで教育の一環です。滅めつ多たにない共同生活だからこそ、それぞれが節度と自覚をもって行動してください。間違ってもそこの生徒会長みたいに、はしゃぎすぎて周囲に迷惑をかけないように』

「さっきから何だてめぇは、こら！　あたしに怨うらみでもあんのか!!」

　悪い見本にされて怒る遊菊と、軽口に笑う生徒たち。

　和やかな雰囲気だ。

　これでこそ、平和で呑のん気きな閏うるう高校である。

『授業は基本的に午前中だけ。午後は掃除や食事の準備などの当番以外は、自由行動でＯＫ。海で泳いだり、「夏学」が定めた近所のお店とかでのアルバイトをしたりとか――積極的に活動してください』

　そんな感じで真ま面じ目めに説明してから、あひるはふと思いだしたように。

『あぁそうそう……「夏学」の期間中は、男女別で教室などに布団を敷いて泊まることになるわけだけど――「兄」や「妹」、または「姉」や「弟」がそばにいないからといって、羽目を外して恋愛なんかしないように』

　言わなくてもいいくらいの、この時代には当たり前の、恋愛への忌避。

　けれどいちおう忠告しておかないと、『夏学』という非日常にあてられて不純異性交遊をしたがる馬ば鹿か者がたくさんいるのだ。海辺でナンパしたりとか……。

『あくまでも「夏学」は非日常だから、今後ずっと一緒に暮らす『兄妹きようだい』を裏切るようなことはせずに、むしろ一時的に離れるからこそ絆きずなを噛かみしめて……うん？』

　あひるは不意に顔をあげて、戸惑いながら。

『何か質問？』

　一年生の列だろうか――陀衣の位置からは並んだ生徒が邪魔でよく見えないが、誰だれかがぴょんぴょん跳ねつつ手を挙げている。

『質問は後でまとめてしてほしいけど……まぁ、いいか。誰かマイクを』

　あひるの指示に従って、手を挙げる誰かのもとまで放送委員がマイクを運んでいく。

　ガギョ、とマイクのスイッチをＯＮにする不気味な音が響いて。

『あ、あのう……』

　男子らしい、まだ声変わりをしていない独特の声音で。

『恋愛はしないようにって、風紀委員長さんは仰おつしやいますが――えぇっと、それ、おかしくないですか？　こないだから噂うわさになってますけど……』

　そして爆弾が投下される。



『風紀委員長と白しら鳥とり陀だ衣いくん、付きあってるんでしょう？』



　………………。

　………。

『……はい？』

　あひるは硬直し、意味がわからない――という表情で当惑していた。

　そうしてあひるがフリーズしているうちに、恋愛に興味津しん々しんな生徒たちは騒ぎ始める。

「あ！　それ俺おれも聞いたことがある！」

「ぼ、僕こないだ金かね城しろさんに告白したんですけど、『白鳥くんと付きあってるから』って断られました！」

「あたし風紀委員ですけど！　昼休みに風紀委員の根城――図書室の倉庫で、あひる様が白鳥くんとふたりっきりでいるのを見たことがあります！」

「前から疑問だったんだけど、何で風紀委員はあひるちゃんに『様』づけなんだ……？　それよりもさ！　同じクラスのやつはたいてい知ってるだろうけど、こないだのあれ……」

「あぁ！　両親に無理やり引っ越しさせられそうだったあひるちゃんを、白鳥くんが強引に横からかっさらったんだよね！」

「車を華麗に運転し、あひるちゃんの手をとって『俺と一緒にこいよ！』って！」

「きゃーっ！　昔の映画みたいーっ！」

　盛りあがる生徒たちの正面で、あひるは青ざめている。

「ちょっ……ちょっと……えっ？　えええ？」

　どういう状況なのか、まったく理解できないのだろう。

　それは陀衣も同じである。あひると陀衣はべつに付きあっていない。

　むしろ「嫌いだ」と事あるごとに言われているので、他人以下かもしれない。

　どうも先日の騒動が噂うわさ話ばなしになって、変な尾ひれがついてしまったようだが……。

　きょとんとしている陀衣に、マイクを片手に放送委員が駆けつけてくる。

『どど、どうなんですかそのへん、白鳥くん！　あひるちゃんのこと……すすす、すっ、好きなんですか!?』

　聞きかたが悪かった。

『はぁ……』

　陀衣はその質問を額面どおりに受け取って。

　目の前にかざされたマイクに、首を傾かしげながら。



『ぼくは――あひるさんのこと、好きですよ？』



　第二の爆弾が投下された。

　もはや収拾がつかないぐらい生徒たちは灼しやく熱ねつし、興奮しながら大騒ぎしている。

『馬ば鹿か……』

　あひるは陀だ衣いを殺しそうな視線で睨にらみつけると、大声で叫んだ。

『ちょっ、ちょっと！　静かにしなさい！　べ、べつにあたしと白しら鳥とりくんはそんな……恋人とかじゃないんだから!!　……あ、あれ？』

　真っ赤になっているあひるに、いつのまにか遊ゆう菊ぎくが歩み寄ってきていた。

『ど、どうしたの、お姉ちゃん？』

　相変わらず行動が読めない生徒会長は、いつになく精せい悍かんな表情で――もはや泣きそうなあひるからマイクを借り受けると、すうう……と息を吸って。

　怒鳴った。

『てめぇらうるせぇえええ!!』

　爆撃である。

　騒いでいた生徒たちも巨大な音波を食らって耳を押さえ悶もん絶ぜつし、蹲うずくまるだけ。

　しー……ん。

　と強引に与えられた静寂のなか、遊菊は満足げに生徒たちを睥へい睨げいする。

「お、お姉ちゃん……？」

　間近で爆音を食らって、身を竦すくませているあひるに、遊菊は片目を瞑つむった。

　任せとけ、というように。

「……安心しろ、あひる。お姉ちゃんが、うまく誤ご魔ま化かしてやる。あたしのほうが、そういうのは得意だからな――おまえも、面白おかしく騒がれるのは不本意だろ？」

「お、お姉ちゃん……ありがとう……」

　じんわり涙目になるあひるのそばで、遊菊は胸を張って言い放った。

『ごちゃごちゃと、くだらねぇことで騒ぎやがって……』

　生いけ贄にえを捜す魔王のごとく、舌なめずりしながら生徒たちを眺めまわして。

　閏うるう高校の女王は、異様なほど圧力のある声音で。

『ぴいちくぱあちく噂うわさ話ばなしして、盛りあがって、おまえらはそれで楽しいかもしれねぇけど――ちったぁあひるの気持ちも考えやがれ！』

　歌か舞ぶ伎き役者のように、おおきく足踏みをして、啖たん呵かを切る。

『あたしはこいつを子供のころから知ってるが――むかしからくそ真面目まじめでつまらない、頭のかたいガキだったよ。そんなこいつが恋愛だと？　たしかに笑えるけどよぉ……笑っちゃいけねぇだろ、おい！　げらげら笑われて、噂話の種にされて、どんだけこいつが傷つくと思ってんだ……何も悪いことしてねぇのによ！』

　その感情のこもった言葉に、さっきまで騒いでいた生徒たちも俯うつむいてしまう。

　反省したように押し黙る生徒たちに、遊ゆう菊ぎくは満足そうに頷うなずいて。

『よし、わかったようだな、おまえら？　そうだ、今――あたしたちにできることは、あひるをネタにして陰湿に大笑いすることじゃねぇんだ。そんなの、酷ひでぇよ……同じ学校の仲間じゃねぇか！』

　胸に手を当てて、切々と訴える。

『盛りあがって、話のネタにして、それでお終しまいってのはあんまりだ。ここはさぁ、みんなの気持ちをひとつにして――あひると、白しら鳥とり陀だ衣いを……』

　第三の爆弾は、奇襲っぽく投下された。



『みんなが憧あこがれる理想の公認カップルとして、全力で応援してやろうじゃねぇか……』



　えー。



    

  
    
      
02　恋の諸症状





「お姉ちゃんを信じたあたしが馬ば鹿かだったわ！」

　むっつりと怒りながら、あひるが足音も荒く歩いていく。

　真夏の陽光が降り注ぐなか、陀衣はそんな彼女の制服を着た後ろ姿を追いかける。

　女の子より歩幅がちいさい自分がどうかと思いつつ、がんばって早足になって、陀衣は学生鞄かばんを両手でちょこんと持ったままあひるの隣に並ぶ。

「そうだった……お姉ちゃんは『自由恋愛』を応援してるんだった――あたしのことは例外かと思ってたけど、どうやら方針を変えたみたいね！　恋愛を諫いさめる風紀委員長のあたしを『理想の公認カップル』としてまつりあげることで、みんなの恋愛への抵抗感みたいなのをゆるめようとする魂こん胆たんなんだわ！」

　陀衣にぐいっと鞄を押しつけて、あひるは苛いら々いらと爪つめを噛かむ。

「思いどおりになるもんですか……お姉ちゃんなんかの……ギャフンと言わせてやるわ……余計なお世話なのよ……」

　ぶつぶつ言っているあひるを眺めながら、ふたりぶんの鞄をがんばって運びつつ。

（生徒会長さんが、あひるさんを利用して、何かを企たくらんでいる……？）

　陀衣はちいさく、小首を傾かしげる。

（そうでしょうか？　生徒会長さんは、とってもあひるさんを大切にしてると思います――ほんとうに、可愛かわいくて仕方がないのだと思います）

　陀だ衣いは先日の一件で、遊ゆう菊ぎくへの信頼度みたいなのを高めている。

（あひるさんが遠くへ隔離されそうになったら、自分の生活を捨ててでも助けようとした……あのひとが、面白半分にあひるさんに意地悪して遊んだりするでしょうか？　今日の全校集会での発言にも、何か意図というか、思惑があるのではないでしょうか？）

　そんなことを考えつつ、陀衣はあひるの前に回りこむと、上目遣いに問うた。

「あのう、あひるさん」

「あによ。無駄に可愛い動きしないでよ」

「ひい！　ごめんなさい！」

　あひるが真っ赤になって怒った（？）ので、陀衣はびくっと身を竦すくませて。

「……それより、あひるさん――どこへ向かっているのでしょう？　一緒にこいと言うからお供していますが、目的地がわからないのはちょっと不安です」

「どこって……あたしん家ち」

　あひるは前方を指さした。

　たしかにそこには、陀衣も行ったことがあるあひるの居候先――。

　閏うるう高校の生徒御ご用よう達たしの喫茶店『腹ぺこ喫茶　食ベリアル』の建物があった。

「『夏学』の期間中はうちの店、お休みなのよ。ほら、ウエイトレスやってるあたしもお姉ちゃんも学校で寝泊まりすることになるからお店の準備とかするの不便だし、夏休みみたいなもんなんだから、他ほかのことをして見聞を広げなさいっておじさんおばさんが……」

　あひる、遊菊の両親をそう呼んでるらしい。

「全校集会でよからぬ噂うわさが広まっちゃったからね、学校でふたりでいると冷やかされるかもしれないでしょ？　あのお店には誰だれもこないから、腰を据えて作戦会議をするには打ってつけなのよ」

「さくせんかいぎですか？」

　聞き慣れない単語に陀衣が首を傾かしげると、あひるは腰に手を当てて言い放った。

「そうよ。あんたねー、ちっとは危機感もちなさいよね！　よりにもよって全校集会でアホが爆弾落としやがったから、閏高校の全員にあたしとあんたは『恋人』だと思われちゃったのよ？」

「ぼくと、あひるさんが……『恋人』ですか？」

　察しの悪い陀衣は、全校集会の内容も意味不明だったのだが――そうか、と納得した。

　あひると自分は『恋人』になってしまったのか。

　それなら陀衣にできることは、ひとつしかない。

　陀衣はあひるの手のひらをそっと抱き寄せると、真しん摯しに告白した。

「わかりました。あひるさんのこと、がんばって幸せにしますね」

「う、うん、信じてる……じゃないわよ、馬ば鹿か！」

　あひるノリツッコミ。

「なに現状を受けいれてんのよ!?　あんた悩んだり怒ったりする精神の部分が欠落してんじゃないでしょうね!?　わかってんの――このままじゃ夏学の期間中ずっと、下へ手たすればそれ以降もずっと噂うわさの的になって、おちょくられて、最悪よ！」

　なにげに手を繋つないだまま、喫茶店の前まで移動して。

　あひるは天を仰ぐ。

「……せっかく、白しら鳥とりくんやお姉ちゃんや、みんながあたしを助けてくれたのに――ここにいてもいいんだって、勇気づけてくれたのに。馬ば鹿かにされて、もてあそばれるだけなんて、認めないわ！　あたしは絶対に充実した高校生活を送るんだから！　後悔しないように……天国で神様の野郎をぶん殴るときに『幸せな人生だったわよ！』と言ってやるために、毎日楽しむつもりなんだから！　一分一秒も無駄にせずにね！」

（あひるさん……）

　怒っているときが、いちばん魅力的な彼女に、陀だ衣いは見とれる。

　激げつ昂こうしているあひるは、生命力に満ちあふれていて、光り輝くようだ。

「あひるさんが、幸せな毎日を望むなら――ぼくも、お手伝いしたいです」

「『お手伝い』とかじゃないのよ、今回に関してはあんたも当事者なのよ、自覚しなさいよね！　あぁもう、あんたと喋しやべってると気が抜ける!!」

　出入り口を開くために取りだした鍵かぎを、あひるは陀衣の頭部にぐりぐり押しつける。

「このまま何の釈明もしなきゃ、あたしとあんたは『恋人』なんだっていうのが公認の事実になるわ。そりゃ、いつかは……と思ってるけど、こんな無理やりみたいなのは好みじゃないのよ！　もう強引に与えられるわけのわかんない運命みたいなのは御ご免めんなの！」

　あひるはそこでややクールダウンして、神妙に告げてきた。

「それに、あんた『妹』がいるでしょうが。当然、全校集会にも参加してただろうし――修羅場になるのは、覚悟しときなさいよね」

「そうですね……」

　陀衣も、もちろん忘れていたわけではない。

　茜あかね子こに嫌われることを想像もできないせいで、危機感が薄いだけである。

「茜子さんには、怒られてしまうでしょうね」

「怒られるっていうか刺されるわよあんた。いや、あたしか――嫌だからねあたしは昼ドラみたいなの！　あぁいうタイプはこじれると怖いんだからね！」

　ようやく扉を開くと、あひるはそのまま土足であがりこむ。

　珈コー琲ヒーの匂においのなか、『関係者以外立ち入り禁止』の扉の向こうへ。

　そこに玄関と階段があって、その先が生活空間になっているようだった。

「とにかく、いろいろ考えなきゃいけないじゃない――流されるままだと、確実に駄目な方向に行く気がするわ。だから作戦会議をするのよ、いいわね、白鳥くん！　あんたも他ひ人と事ごとみたいな顔してないで、ちゃんと意見を言うんだからね！」

「はぁ……」

　陀だ衣いは浮かない表情で、ぽてんと腰かけて玄関で靴を脱ぐ。

（そうですね――なるべく誰だれも不幸にならない未来を、考えていきましょう。もしかしたら、すごく厄介な事態なのかもしれませんけど……こうしてあひるさんと一緒にいられるのは、とても嬉うれしいです）

「靴脱いだらこっちきて！　もう、何を笑ってるの？　あんた頭のネジゆるんでるんじゃないでしょうね？　きびきび行動しなさい、のんびり屋の白しら鳥とりくん！」

　あひるはもう階段を登り始めている。
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「こっちよ。階段狭いから、足下には気をつけてね」

「へぇ……喫茶店って、こういう構造になってるんですね」

「いや余よ所そは知らないけど。うちの店はふつうの民家を改造したものらしいのよ」

「そうなんですかー……」

「あ！　上を見るな！　あたしスカートだから！」

　慌ててスカートの裾すそを手で押さえつけると、あひるはどんどん先へ進んでしまう。

　階段が終わると短い廊下があって、踊り場みたいな場所にでた。

　建物は古びていて、温かみというか、素朴な雰囲気があった。

「ここ」

　あひるが指さした扉には、『遊ゆう菊ぎく＆あひる』というプレートが嵌はめこまれていた。

「入って」

　あひるがどんどん先へ行ってしまうので、陀衣はおっかなびっくりついていく。

　深々と頭をさげて。

「失礼します――ふわぁ」

　思わず感嘆の吐息を漏らした。

「可愛かわいらしい部屋ですね☆」

　まるで御お伽とぎ噺ばなしのようだった。

　あるいは保育園のようだ。

　床に座りこむことが前提とされているのか、全体的に家具の背が低い。

　本棚には絵本ばかりがあって、その上にはふわふわのぬいぐるみが並んでいる。

　何も知らない純情な青少年が「女の子の部屋！」と聞いて思い浮かべそうな、愛らしくもこぢんまりとした、らぶりーわーるどであった。

「あ、いやここ、お姉ちゃんの部屋だから」

　やたら感心している陀衣に、あひるが呆あつ気けなく言った。

「ほら、あたし転がりこむみたいに、お姉ちゃんの家に居候することになったから――部屋が足りなくてさ、ひとつの部屋を二分割して片方をもらったの」

　見るとたしかに部屋の一辺は屏びよ風うぶのような仕切りになっていて、あひるはその端っこに手をやると、がらがら……とわずかに開いた。

「あたしの部屋はこっちよ。お姉ちゃんのと比べると、『女の子の部屋』って感じじゃないけどね……」

「というか、生徒会長さんは毎日こんなに可愛かわいらしいもののなかで生活して、どうしてあんな男前な性格に……？」

「さぁ……。でも怖い顔のひとほど、意外と可愛いものが好きってことない？」

「あぁ、そうかもしれませんね。逆にうちの茜あかね子こさんは、とても可愛らしい女の子ですけど、映画とかけっこうグロいものが好きみたいです」

「ふぅん……」

　何が気に食わないのか腕組みし、そっぽを向くとあひるはまた部屋の出入り口へ。

「てきとうにどっか座って待ってて。お茶いれてくるから。……白しら鳥とりくんなら大丈夫だとは思うけど、あちこち触ったりしないでね？」

「もちろんです。ぼくは、あひるさんの嫌がることは絶対にしません！」

「悪いけど、あんたのその言葉はもう信用しないことにしてるから」

　言い捨てると、あひるは足早に去っていった。

　陀だ衣いは苦笑しつつ、ちょっと開いた仕切りから、あひるの部屋へ向かおうとして。

（けれど……）

　手近にあった、遊ゆう菊ぎくの部屋のぬいぐるみに、ぽんと手を置いて。

（女の子はほんとうに、可愛らしいものが好きなんですね。ぼくには、よくわからないというか――たぶん『可愛い』の概念が、男女ではちょっとちがうのでしょうけど）

　陀衣はほのかに気き鬱うつになる。

（生徒会長さんは、すこし特殊なのかもしれませんけど――きっと、『可愛い』ものが嫌いな女の子は、あまりいないのでしょうね。茜子さんだって、ぬいぐるみぐらい持ってますし……だからこそ、『可愛いものが嫌い』なあひるさんが、希け有うなのですけど）

　怒ったり悩んだりは、他ほかのひとよりわずかだが、それでも欠落しているわけではない。

（『可愛い』というのは、女の子にとっては得え難がたい価値なのかもしれません。ぼくが『男らしく』なっても、誰だれも喜ばないのかもしれないけど……）

　知らず、指先にちからがこもった。

（ぼくは、ぬいぐるみじゃない）

　その拍子に熊くまさんが床に転がってしまって、陀衣は慌てて拾いあげる。

（いけない、いけない……）

　他人の部屋のものを勝手に動かしたら怒られる。

　陀衣はぬいぐるみを元の場所に置こうとして、ふと気づいた。

（これは……？）

　ひとつの棚のなかに、いくつかの写真立てが置かれている。

　遊ゆう菊ぎくの家族や友人との記念写真が、思い出が、並べられている。

　その真ん中に。

　印象的な写真があった。

「これは……」

　真ん中にいるのは、遊菊だろう。

　今より若い――というか、幼い。

　ちょっと毒っぽい現在の遊菊に比べて、無邪気で奔ほん放ぽうで、前向きに見える。

　中学校の文化祭か何かなのか、なぜかメイド服である。

「こちらは、あひるさんですね」

　そんな遊菊に片腕で抱き寄せられているのは、在りし日のあひるだった。

　たぶん小学生のころだろうか――お姫様のように可愛かわいらしいが、ものすごい仏頂面だ。

　まなじりを吊つりあげ、敵意たっぷりに何かを睨にらみつけている。

「ということは、このひとは……」

　あひると同じくらい不機嫌そうな顔をした、背の高い男性がいた。

　高校生ぐらいだろうか。

　遊菊に無理やり腕を掴つかまれて、嫌そうにしている。

　年齢に似合わない大人おとなびた雰囲気で、優しそうに見える眼鏡めがねをかけているが、それで誤ご魔ま化かせないぐらいに目つきが悪い。

　どうも遊菊があひるとこの男性を無理やり引っぱって、記念写真を撮とった感じらしい。

　他人に慣れない動物みたいなあひると男性には、どこか雰囲気に共通のものがあった。

　写真には遊菊のものらしい色とりどりの文字で。

『中学文化祭メイド喫茶。侵入者を確保。ユーギク☆アヒル☆トキ』

　と書かれている。

（トキ……さん？　そっか、このひとが――）

　たぶん『恋の病』で亡くなったという、あひるの『兄』なのだろう。

　遊菊の『恋人』でもあったという……。

（背が高くて、頼もしそうで、かっこいいひとですね）

　陀だ衣いは何となくもやもやして、その写真を注視していたが。

「ふわっ？」

　足音が聞こえたので、慌ててあひるの部屋へと飛びこんだ。
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「お待たせ～」

　お盆を両手で支えて、あひるがぴょこんと顔を覗のぞかせた。

　陀だ衣いは身の置きどころを見つけられず、中途半端な位置で棒立ちになっていた。

「ど、どうしたの？」

　あひるは怪け訝げんそうに、珈コー琲ヒーとお菓子なんかが並んだお盆をそのまま学習机の上に置く。

　彼女の部屋は機能的で、つまり殺風景だったが、寂しい印象はない。

　小物の雰囲気や全体的な色彩がやわらかいので、居心地がよかった。

　ひとつだけ目立つのは……。

　パソコンデスクの、マウスパッドの上。

　不自然に置かれた、ちいさな白い小包み。

　そこには病院の名前と、薬の名称らしいラテン語が走り書きにされていた。

　メモ用紙がそばに置いてあって、そこには可愛かわいらしい文字で。

『知りあいが送ってくれた薬。治療薬じゃなくて、発作を抑えるもの。常用はせずに、苦しくなったときだけ服用すること。水といっしょに飲め。日に二度は飲むな。　遊ゆう菊ぎく』

　と書かれていた。

（薬……？）

　興味をおぼえて陀衣は手を伸ばしたが、それを遮さえぎるように、あひるが駆け寄ってきて――びっくりするような動きで小包みを引っ掴つかむと、急いでメモに目をとおす。

　余計なことが書かれていないのを確認したみたいに、安あん堵どすると、あひるはその薬を無造作に自分の学生鞄かばんにつっこんだ。

「お薬とか……やっぱり、飲んでるんですね」

　学習机の椅い子すを勧められて、腰かけながら、陀衣はつぶやいた。

「あひるさんは昔から、お身体からだが弱いという話でしたもんね……」

　あひるは疲れたように、制服のままベッドへ寝ころぶ。

「え？　あぁ……まぁ、ね」

　言い淀よどんでから、歯がゆそうに。

「心配性なのよ、お姉ちゃんは。たまぁに、こうやって薬を黙って置いていくのよね。直接渡すのは恥ずかしいみたいだけど。『夏学』があることを忘れてたんだろうなぁ……今日こうして家にこなければ、見つけられなかったわよ」

　枕まくらに顔を埋めて、あひるはちいさく語った。

「症状としてはね、心臓病に似てるの。『ある感情』を原因にして、脳内から分泌された化学物質が、血管をとおって心臓を打撃する。軽い症状だと動どう悸き、息切れ、貧血……最悪だと、心停止。症状が恒常化すると、心臓を中心に悪い物質が全身の血管をかけめぐって、内臓、脳、身体のすべてを病ませていく」

　淡々と、何度も聞かされたことを、反はん芻すうするように。

「まぁ要するに、そこまで末期になるほど『ある感情』をださなきゃいいのよ――食事制限、投薬、心理療法……あと心臓に負担をかけないようにするのもたいせつ。過度な運動や、お酒や煙草たばこ、刺激の強い映画なんかはＮＧ。そこらへんは心臓病と同じね」

　それから顔をあげると、あらためて座り直す。

「まぁ、こないだは『初めて』の発作だったから大騒ぎになっちゃったけど……あれこれ対策は立ててるし、気をつけてるから、あんまり心配しないでね。お姉ちゃんもそうだけど、すぐ死んじゃうもんじゃないんだから……みんなが暗い顔して、右往左往してるのを見てるのも、申し訳ないから」

　何も言えない陀だ衣いに、あひるは無理につくったような笑顔で。

「それよりね、白しら鳥とりくん。あたしに気を遣ってくれるよりも、してくれると、ありがたいことがあるんだけど――聞いてくれる？」

「はい」

　陀衣はきゅっと胸に手を押し当てて、真しん摯しに告げた。

「あひるさんのためなら、何でもします」

「気軽に『何でもする』とか言わない。変なこと要求しちゃうわよ。でもまぁ、簡単なことなの――あたしの抱えた症状は心臓病と似てるけど、ちょっと異なるところがあるの」

　あひるは前向きに。

「心臓病は、おおきな感情を嫌う。心臓の負担になるからね。だけどあたしの抱えた症状は――『ある感情』以外の感情は、多ければ多いほどいい。心臓にはつらいけど、怒りとか哀かなしみとか、喜びとかが、『ある感情』を中和して、あるいは分解して、消してくれる」

　脳の働きって不思議よね、とあひるは囁ささやきながら。

「人間の脳がだせる化学物質には限界やバランスがあるから、他ほかの感情が爆発的に増えれば、ちょっとぐらいの『ある感情』は押し潰つぶされて消えてしまう。だから『ある感情』を忘れるぐらいに、怒ったり泣いたり笑ったりすることが、対症療法になるの」

「そうなんですか――」

　陀衣は、力強く断言した。

「だったら、ぼく、がんばってあひるさんを怒らせますね！」

「いや、なぜ『怒らせる』を選ぶの……？　楽しませてよ、幸せにしてよ！」

「ぼくは、怒ってるあひるさんが、大好きなんです」

「え？　そ、そうなの……？　じゃ、じゃあ怒る……」

「それに、烏お滸こがましいですけれど、ぼくには責任があると思いますから」

　あんまり噛かみあってない会話をしながら、陀衣はつぶやいた。

「あひるさんが、遠くへ行ってしまいそうだったあのとき――あひるさんに協力するって、何でもするって、一緒に幸せな未来を考えていこうって……言いましたからね。もちろん責任だけじゃなくて、ぼくのすなおな気持ちです。あひるさんには、健康になって、ちゃんと歳としをとって、三百年くらい生きてほしいです」

「いや三百年は無理」

「そう考えると――全校集会でのことも、都合がいいかもしれません」

　混乱しているあひるに、陀衣はいつものように無む垢くに告げた。

「ただのクラスメイトではできないことが、『恋人』なら可能です。お昼休みにあひるさんのお仕事を手伝ったり、動くのがつらいときは背負って運んだり、いつも一緒にいてあれこれしても不自然じゃないですからね」

「あ、あれこれ……？」

「茜あかね子こさんには、きちんと事情を説明しますよ」

　何やら変な想像をしたのか挙動不審なあひるに、陀だ衣いは素直に語った。

「あひるさんの補佐をするために、表向き『恋人』と名乗っているだけだって。ちゃんと説明すれば、茜子さんもわかってくれるはずです。あ、もちろん、あひるさんがぼくと『恋人』なんて嫌だっていうなら――」

「え？　あ！　そんな全然……」

　あひるは手を振ると、ぐっと拳こぶしを握った。

「お、ＯＫっす」

「そうですか。では、そうしましょう」

「じゃあ今日から『恋人』っていうことにするけど……勘違いしないでよね！　あくまで表向きで、ごっこ遊びなんだからね！　ほんとはあんたみたいなのとそういう関係だなんて、周りに思われるだけで不愉快なんだからね！　あんたが鬱うつ陶とうしいことばかりして役立たずだったら、容赦なく捨ててやるんだからね！」

「もちろんです☆」



    

  
    
      



    

  
    
      　めげない陀だ衣いに通じる言葉がないのか、あひるはしばらく無駄に騒いでいたが――。

　不意におとなしくなると、「白しら鳥とりくんと『恋人』かぁ」とつぶやいて。

「楽しいこと、たくさんしようね」

「はい！　たくさん怒らせます！」

「だからっ……」

　いつもの会話をしようとした、その直後だった。



「～♪」



　甘ったるい蜂はち蜜みつみたいな声が、ちいさく響いた。
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　あひるはぎょっとして、周囲をきょろきょろすると、青ざめる。

「この声は……お姉ちゃん!?　嘘うそ、海に遊びに行ってるはずなのに!!　いけない――誰だれもいない部屋でふたりっきりなんて状況、あのひとに見つかったら何を言われるか……！」

　急いで夏布団を引っ掴つかむと、あひるは陀衣に覆いかぶせる。

　そのままあひるも布団に潜もぐりこんできたので、陀衣の呼吸がとまる。

「お姉ちゃんはがさつだから、玄関の靴とかには気づいてないはず……」

　リモコンを操作し、部屋の照明を消して――あひるは小声で耳打ちしてくる。

「声をださないで、じっとしてて。やり過ごすわよ……」

　あぁ、だから布団をかぶって隠れたのか。

　これなら遊ゆう菊ぎくが気まぐれにあひるの部屋を一いち瞥べつしたぐらいなら、誤ご魔ま化かせるはずだ。

　さすがに灯あかりを点つけて見回されたらお終しまいだが、用事がなければそこまですまい。

　それよりも、陀衣は困っていた。

　ぎゅう……。

（あ、あひるさん……）

　ぎゅう。ぎゅう。ぎゅう。

（く、苦し――というか、うう……）

　陀衣が声をださないようにか、あひるは必死に陀衣の顔を自分の胸元に押しつける。

　柔らかくて温かくて、心臓の鼓動が伝わってきて。

　心地よすぎて、眠くなる……。

（あったかい……）

　陀衣が母に甘えるように、微睡まどろんでいると。

「～♪」

　なぜか演歌を熱唱しながら、遊菊は自分の部屋でごそごそしていた。

　掃除でもしているのか、あちこちを引っかき回しているような感じである。

「ふふふ……全校集会であんなに遊びたそうにしていたあたしが、まさかこっそり家に戻ってこんなことをしているとは、誰だれも思わねぇだろ……」

　いかにも怪あやしい。

「えぇっと、これと、これと……あとは、懐中電灯と、非常食に、トランシーバー……あんまり荷物が増えても動きにくいな――重そうなのはボブのやつに持たせよう……」

（ボブ？　ボブって……ぼくのことでしたよね？）

　遊ゆう菊ぎくは他人に変な渾あだ名なをつける趣味がある。

（それより生徒会長さんは、いったい何をしてるんでしょう？）

　どうも荷造りをしているようだが……。

　♪♪♪♪♪

　不意に着メロがして、陀だ衣いはどきりとする。

「お、電話か」

　だけどそれは遊菊の携帯電話のものだったらしく、彼女は上機嫌に通話を始める。

「もしもし～ちょうどよかった、今ちょうど準備してるところだったんだ――あぁ、うん、そんな感じ。いや、あひるのやつはまだ誘ってねぇけど……」

　自分の名前に、あひるがびくっと反応した。

「へぇ、そりゃ良かった。そっちのほうは任せたからな――バカヤロォ……あたしとおまえの仲じゃねぇか。うんうん、わかってる。え？　そんなんでいいの？　エッチなことでもいいぞ？　あたしおまえ相手だと何も感じないから……いいの？　ふぅん」

　何かわからんが、いかがわしい会話をしてる気がする。

「ありがとよ。優秀な下僕がいると助かるよ、音おん忠ちゆう」

「………え？」

　あひるが、その名前におおきく反応した。

「音忠……くん？　帰ってきたの？」

「あひるさん……？」

　何だか不安になって、陀衣は身じろぎする。

　そんなふたりの声などを聞きつけたのか。

「うん？　物音がしたような……？」

　通話を終えたらしい遊菊の足音が、こちらに近づいてくる。

（やばいっ……）

　陀衣は動揺する。

　あひるは『音忠くん』とやらの名前に反応して、もっとよく聞こうとしたのか身を乗りだしていて、ベッドから落ちそうだ。

（あひるさん――動かないでっ！）

「きゃんっ……？」

　陀だ衣いは必死で手を伸ばすとあひるをぎゅっと抱き寄せる。

　さっきと逆で、あひるの顔を自分の胸元に押しつける。

　体温がとけて混じりあって、燃えるようだ。

　炎を抱いたような不思議な感触に、陀衣はびっくりする。

「し、白しら鳥とりくん……？」

　あひるは、生まれたての子供みたいに喘あえいだ。

　どきどき。

　ふたりの鼓動が重なって、すぐそばで、あひるの吐息が。

「白鳥くん……」

　あひるの全身から、不意に、ちからが抜けた。

「白鳥……くぅん……」

　そのまま動かない。

　あひるは目を閉じ、骨がないようにとろけて、陀衣の胸のなかで脱力している。

（あ、あれ……あひるさん……？）

　陀衣は血の気を失う。最悪の事態を想像していた。

　思いだすのは、あの日の図書室で、失神し動かなくなったあひる。

「あひるさん!?　大丈夫ですか!?」

　隠れている場合じゃないと思い、陀衣は布団を撥はねあげると、あひるを眺める。

　彼女は陀衣にしがみついたまま、「むにゃ……」と平和そうな寝言をつぶやいた。

　寝言？

　眠って――いる？
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「誰だれだーっ!!」



　爆発するみたいに仕切りが開いて、鬼のような形相の遊ゆう菊ぎくが姿を見せた。

　全校集会では水着だったが、現在はヘソだしノーネクタイのいつもの制服姿である。

　高貴なアゲハチョウの髪飾りも勇ましく、両手で鋏はさみを握りしめて威い嚇かくしている。

　陀衣は泣きそうになりながら、そんな彼女に助けを求めた。

「あ！　生徒会長さん――大変です！　あひるさんが！」

「んお、何で当たり前のようにあたしの家にいるんだよボブこの野郎！　どっから入りやがった！　あ、あれ……あひる!?　どうした!?」

　遊菊は鋏を放ほうり捨てると、大急ぎでこちらに駆け寄ってくる。

　陀衣は邪魔しないようにどこうとしたが、あひるが抱きついていて動けない。

　あひるの呼吸や脈拍を、遊菊が確かめていた。

「そっか、あひるのやつが、おまえを家にいれたのか……学校の友達だろうと、部屋にはいれない、警戒心の強いこいつにしては珍しい――信頼されてやがるな、ボブのくせに」

　そんなことを言ってから、深々と吐息を漏らした。

「安心しろ。発作じゃない。ある薬の効能だよ」

　気持ちよさそうに眠るあひるの頬ほおをつまんで、遊ゆう菊ぎくは語る。

「リミッターみたいなもんだな。あるいはブレーカーか……深刻な状態になる前に、意識を強制的にシャットダウンする――つまり眠らせる、そんな薬だ。こいつの病気は感情っていうか意識が原因だからな、気絶すればとりあえずエンジンを切った車みたいに、症状の進行は休止する。ガソリンが消滅したわけじゃねぇけどな」

　説明してから、微笑ほほえんでみせる。

「しばらく放ほうっておけば起きるよ。念のため、あとで医者にはつれてくけど……もう滅めつ多たなことじゃ、こないだみたいに酷ひどい状況にはならんから、そんな顔すんな」

　今度は陀だ衣いの頬をつねってから、遊菊は遠くを見つめて。

「でも、これはその場しのぎでしかない――根本的な治療にはならないし、病は徐々に身体からだを蝕むしばんでいく。あひるが堪こらえているうちに、どうにか治療法を見つけないとな……」

「治療法――」

　その何か心当たりがありそうな口ぶりに、陀衣は希望を見て、問いかける。

　あひるが、どんな病気だかは、本人も語りたがらないようで――わからないが。

「あひるさんは、治るんですか？　元気に、暮らせるようになるんですか？」

「わからん。だが、絶対にこいつを助ける方法を見つけてみせる。ひとつ、可能性があるとしたら……音おん忠ちゆうが見つけたっていう、あの――」

　音忠。またその名前だ。

　戸惑う陀衣に、遊菊はふざけた様子もなく。

「おい、白しら鳥とり陀衣……『人魚の肉』って知ってるか？」



    

  
    
      
03　美女と野獣





　そのころ。

（うにー……っ）

　花か々が見み茜あかね子こは餌えさを与えられなかった動物のように、不機嫌だった。

　八重歯が目立つ口元を「へ」の字にして、ノートパソコンを前に苛いら々いらしている。

　映画研究会では『夏学』が半日授業なのを良いことに、放課後はみんなで視聴覚室に集まって映画を制作することになっていた。

『夏学』のあとには文化祭があるので、そこに出展するためである。

（うににー……っ）

　意外に思われることが多いが、映研での茜子の役割は『脚本』だ。

　茜子はけっこう小器用に何でもこなせるが、そのため『できる人物』だと思われたらしく、面倒なうえに責任が大きくて誰だれもやりたがらない脚本を押しつけられたのである。

（あぁもう、わけわかんない！）

　それでも映画が好きなので、張りきって脚本を書くつもりだったが、今朝の全校集会ですべてがご破算になった。

　茜子の最愛の『兄』である陀だ衣いと、あの金かね城しろあひるが『付きあっている』。

　ふたりを『公認カップル』として、みんなで応援する。

　意味がわからない。

（どういうことか説明してもらおうと思って、にいちゃんを捜したのにどこにもいないし――電話してもメールしても反応がないし、どういうこと!?　どういうこと!?　わかんない!!　わかんない!!　わかんない!!）

　頭がぐるぐるして、さっぱり集中できない。

（『付きあう』……『公認カップル』……にいちゃんが、『恋愛』……？？？）

『自由恋愛』は、茜子の心を支えている、『兄妹きようだい』という風習の敵だ。

　何も知らない『他人』を相手に好きだの嫌いだの、ありえない。馬ば鹿か馬鹿しい。

『ぼくは――あひるさんのこと、好きですよ』

　不意にフラッシュバックのように、全校集会で聞いた『兄』の言葉を思いだした。

　茜子の頭が真っ白になる。

　喉のどの奥が引きつって、鼻がつんとして、目元に熱いものがこみあげてくる。

　わけがわからなくなって、茜子は机をばんばん叩たたいた。

（わかんない!!　わかんない!!　わかんない!!）

　手が痛んでも、骨が軋きしんでも、感じない、どうでもいい。

　悲鳴のような泣き声をあげて、茜子はぼろぼろと涙を零こぼす。

（みんなみんな馬鹿ばっか馬鹿馬鹿馬鹿ばっかりだよもうっ!!　誰かに騙だまされてるんだ!!　にいちゃんもだ!!　悪いやつがみんなを洗脳してわけのわからないことを信じさせてるんだ!!　でなきゃ納得できないよ!!　馬ば鹿か馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿みんな馬鹿馬鹿馬鹿……!!）



　不意に、ぎゅうっと抱きしめられた。



　腕を振り回す茜あかね子このそばに、いつのまにか炉ろ端ばた吟ぎんが寄り添っていた。

　気づかなくて、茜子の手が吟の眼鏡めがねを弾はじき飛ばす。

　まるで気にせずに、吟は、何度か肩や胸のあたりを茜子にぶたれながら。

「よーしよし、落ちつけ茜子。暴れるな」

「うにっ、うにーっ!!」

　今の茜子には吟すら嫌で怖くて、遠ざけたくて、藻も掻がいたが。

　吟は気にせずに、茜子の爪つめが口元に血の線を描いても、表情を変えなかった。

「大丈夫だ。そうやって攻撃して、ぜんぶ遠ざけなくても、誰だれもおまえを傷つけないぞ」

「う、うに……」

　野獣と化していた茜子は、やや落ちついて――火が消えるようにおとなしくなった。

　周りで見ていた役立たずの映研部員たちが、小声で囁ささやきあう。

「おぉ……さすが吟さん……」

「映研が誇る猛獣使い……」

「誰が猛獣使いだ」

　吟は冷ややかにそちらを一いち瞥べつして。

「泣いてる女の子を慰めることもできんのか」

　ぼやいてから、落ちた眼鏡を拾うこともなく、静かに茜子へと告げる。

「冷静になれ、茜子。暴れて騒いで、自分も周りも傷つけて、どうなる？　まだ不安になるような段階ではない――あんなのは、ただの噂うわさ話ばなしだ」

　吟もさすがに、茜子が不安定になっている理由はわかっているようだ。

「陀だ衣いは優しい。誰にでも、残酷なぐらいに。そして、その優しさで誰かが傷つくことを想像もできない。善意ばかりで、嫉しつ妬として、苦しむこちらのほうが申し訳なく思うぐらいだ。だけどな、おまえの怒りは正当で、おまえには陀衣にことの次第を問う権利がある」

『妹』だからな、と吟は断言した。

「わたしが兄さんと喧けん嘩かしたとき、陀衣が言ってくれた。信じてあげてくださいと。茜子も、まずは信じろ。そして話しあえ。間違っても怒ったり責めたりするな。おまえが動揺して、悪意の塊になっても、何の意味もない。そのときこそ、絆きずなが傷ついてしまう」

『兄』と喧嘩して、成長した吟が、自分自身にも言い聞かせていることなのだろう。

「『妹』こそが本妻なのだから、何事にもどっしり構えていればいい。馬鹿な男が心を乱すことがあっても、最後にはわたしたちのところに帰ってくるように、アホどもの帰る場所になってやればいい。動じず、騒がずに、自分を磨き――魅力的になって、陀だ衣いが金かね城しろなんちゃらに見向きもしないぐらい、可愛かわいい女の子になってやれ」

　淡々と、でも心をこめて。

「そうして陀衣が道を踏み外しそうになったとき、目を覚まさせてやればいい。茜あかね子こがいちばん素敵だって、思いださせてやればいい」

「でも、あのひと『三大美少女』で……」

　ようやく声をあげて、茜子は、自分で驚いた。

『三大美少女』なんて看板に、自分が劣等感を抱いていたなんて、無自覚だった。

　でもそれは、確かに心のなかにあった。

　いつだって、『兄』はうつくしくて。

　茜子は、出来の悪いほうの、叱しかられるほうの、『妹』だった。

　こんなに心のなかに、嫉しつ妬とと不安と、劣等感があったなんて。

　そんなみにくい気持ちが自分のなかにあるわけがないと、無視して封じこめて、でもそれは実在して、目を逸そらしても拡大して、今、爆発してしまったのだ。

　吟ぎんの言葉で、茜子はそれを理解する。

「『三大美少女』だろうと何だろうと、関係ない」

　吟は、真顔で言いはなった。

「茜子は可愛い。とても可愛い。わたしはそれを知っているぞ。自信をもて――茜子は、とても魅力的な女の子だ」

　誰だれかにそう言ってほしかった。

　できることなら、『兄』に。

　自分がその賞賛に足りないなら、努力しよう。

　齟そ齬ごを埋めながら――不安も嫉妬も劣等感も、ひとつひとつ片付けていこう。

「うにー……」

　茜子は頷うなずいて、たまらなくなって、吟に抱きつくとほっぺたにチュウをする。

「うにーっ――ありがと～吟ちゃん～好き好きっ☆☆」

「わたしも茜子が大好きだぞ」
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　いちゃいちゃしていると、ようやく周りの状況が見えてきた。

　映研は個人主義者の集まりなので、それぞれ勝手なことをしている。

　心配そうにこちらを見ているものもいたが、一段落したのがわかったのか、安あん堵どしてそれぞれの作業や趣味に戻った。

　そんな、たくさんいる映研部員のなかで。

　本棚の前に座りこみ、邪悪な波動を放っている男どもがいた。

　その本棚は映研の負の遺産である。

　現在は規制があまりにも厳しくてどこでも手に入らない、いわゆる男性向けのえろい本とか映像媒体があれこれ保存されているのである。

　ふつうに見つかったら即処分、悪ければ罰金か逮捕なのだが――「これは映研の先輩たちが残してくれた貴重な資料」と言いはってアホな男子どもが死ぬ気で保存している。

　ふむ、と茜あかね子こは思案する。

　あのへんにある本とかには、男の子たちを熱中させる何かがあるらしい。

　敵を知り己を知れば百戦危うからず。

　男の子の嗜し好こうを知れば、それにあわせて自分を演出し、あるいは成長させ、『兄』をとりこにすることができるのでは？

（それだ！）

　茜子は目を輝かせると、立ちあがって、罪のない男の子たちを蹴け散ちらす。

「邪魔！　どいて！　エッチな本はおうちで読みなさい!!」

「ひいぃっ!?　ごめんなさい!!」

「花か々が見みちゃん怖ぇええ……!!」

　蜘く蛛もの子を散らすように逃げていった連中を見もせずに、茜子は腕組みをする。

「あ、茜子？　どうした？　そ、その本棚は……いけないぞ！　逮捕されるぞ！」

　吟ぎんが心配そうにそわそわしている。

　茜子はそんな彼女を安心させるように、強く頷うなずくと、さっきの男の子たちが慌てて置き去りにした本を拾いあげる。

　漫画のようだ。

　少女漫画みたいな絵柄なので、たぶん大丈夫だろう……と楽観したのだが。

　開いた。

「…………」

　閉じた。

　あぁ、ふだんから男の子というのは意味もなくえろいものだが、あれはまだ本気じゃなかったんだなぁ……。

　ふだん隠している生々しい欲望の塊というのは、うつくしいものではなかった。

　漫画というのもよくなかったかもしれない。

　現実ではありえない強調や創作が、不快というほどでもないが、かなり痛々しい。

　だが、だからこそ――男の子の本音がここには克明に描かれている。

（どこを見てもおっぱいおっぱい……）

　茜子は目線を下にして、自分の畑を眺めてみたが。

（…………）

『絶望』という単語の意味を理解するだけだった。

　それよりも気になったのは、漫画のなかで描かれる女の子のポーズである。

　いろんな姿勢になって、新手の体操のようだ。

　媚こびを売るようだが、男性を誘惑する『決めポーズ』は、学習する価値があるはず。

　茜あかね子こはとりあえず本を閉じると、表紙に描かれた女の子を真ま似ねすることにした。

「えぇっと、こうして……」

　床に座って、制服のまま、足を広げていく。

「あ、茜子！　こら！　何してる！」

　吟ぎんが万引きしてる我が子を見るように、血の気を失っておろおろした。

　興味深そうに見てくる映研部員から、彼女は自らの身体からだで必死になって親友をかばう。

「だ、男子は見るな！　馬ば鹿か！　あ、茜子――落ちつけ！　おまえはたぶん混乱しているんだ！　深呼吸しろ！　冷静になれ！　おまえはすごくアホなことをしている！」

「とめないで、吟ちゃん……！　茜子、がんばるから……！」

　自分の足を掴つかむと、ぐぎぎぎ、と思いっきり持ちあげる。

「こ、こ、こんなに足開くわけないよ――痛たたたたっ、こ、股こ関かん節せつが!?」

　人体の構造を無視した姿勢をとろうとして、茜子の骨格が悲鳴をあげる。

（でも……がんばるんだから……！）

　痛みを堪こらえて、茜子は決意を燃やす。

（ぜったいに……負けないんだから……！）

　痛みと羞しゆう恥ち心しんと、何でこんなことしてるんだっけ？　という疑問のなか――最後に残ったのは、大好きな『兄』への果てしない愛情だった。

「にっ、にいっ……にいちゃぁぁあん……」



「はい？　呼びましたか、茜子さん？」



　当たり前のように陀だ衣いが登場する。

「すみません、何度かメールと電話してくれましたよね？　でも、こういうのは直接話したほうがいいと思って……全校集会のこととか、ぜんぶ、説明しようと……」

　映研部室の出入り口扉を開いて、ぴょこっと顔を見せた陀衣は――居たたまれないような表情の映研部員たちと、混乱しきって両手を広げたまま泣きじゃくる吟と……。

　見たことのない姿勢で硬直している、茜子を眺めて。

「………？　ヨガか何かですか？」

　不思議そうに首を傾かしげるので、茜子は見る見る真っ赤になって。

「にっ、にににっ、にいちゃんのエッチー～～～っ!!」

「ええええええ!?」



　そんなドタバタがあったせいで、茜子は陀衣の『説明』をその日、受けられなかった。



    

  
    
      
04　もしも『妹』じゃなかったら





　翌日の早朝。

「ふわぁ……」

　可愛かわいらしくあくびをして、陀だ衣いはむにゃむにゃと目元を擦こする。

　閏うるう高校の敷地内にある、講堂の玄関前である。

「おはよう、陀衣きゅん！」「何その髪型、可愛い～☆」とか声をかけてくれる生徒たちに会釈をしながら、陀衣はぎこちなく携帯電話を操作している。

『講堂に到着しました。茜あかね子こさんは今どのへんにいますか？』

　メールも電話も苦手である。

（機械とかは、茜子さんが好きで、ちっちゃいころから何でもお任せしちゃってましたからね……ぼくが料理を独り占めしてるせいで、茜子さんがそっち方面に不器用なのと、同じですね――）

　自分と茜子は、互いに足りないところを補って、支えあって生きてきた。

　早くに亡くなった両親のいないこの世界で、ふたりでひとつの生き物のように。

　夏学で、茜子がいない部屋で目覚めて、陀衣はその事実を強く実感していた。

　茜子がいないと、たぶん自分は片翼のもげた鳥のようになるだろう。

「おぉい」

　茜子が恋しくなって、携帯電話を眺めていた陀衣の肩が、不意に力強く叩たたかれた。

　慣れない男の子的なコミュニケーションに、びくっとなる。

　慌てて顔をあげると、そこに翠みどり風ふう太たが立っていた。

　翡ひ翠すいの瞳ひとみに稚ち気きを浮かべて、風太はちいさな子供みたいに笑っている。

「陀衣くんだったよな？　俺おれのこと覚えてる？」

「もちろんです」

　陀衣は深々とお辞儀する。

「おはようございます、吟ぎんさんのお兄さん」

「おう。今日も暑あっちいなぁ――ていうか、敬語でなくていいよ？」

「ちいさいころからこの喋しやべりかたなので、こっちのほうが落ちつくんです」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな感じで、あまり好ましくないだろうとは思うが。

　子供らしさを武器にできるほど快活ではない陀衣は、礼儀正しくあることで社会に順応しようとしたのだ。

「ふぅん」

　風太は変な生き物でも見るように陀衣を眺めて。

「おまえも『妹』を待ってんだろ？　俺もだよ――どうせ吟とおまえんとこの『妹』、茜子ちゃんだっけ？　一緒にくるだろうし、俺もここで待ってていい？」

「どうぞどうぞ」

　夏学二日目。

　最初の授業は昨日の全校集会で遊ゆう菊ぎくが煽あおっていたとおりに、性教育である。

『恋の病』の存在によって恋愛や性にちょっと気遣いが必要な時代なので、内容は秘密にされているし、受講するためには手続きや『兄妹きようだい』単位での参加が不可欠になる。

　やや面倒だが、何であれ茜あかね子こと会えるのは嬉うれしい。

「楽しみだよなぁ……」

　風ふう太たは腕組みし、げっへっへと下品に笑った。

「どうする実技とかあったら？　『では、今説明したことを実際にやってみましょう☆　まずは服を脱いで……』みたいな！　吟ぎんも真ま面じ目めだからたぶん授業だから仕方なくという具合に俺おれにえろいことをしてくれるに違いない！　あっはっは！　夏学なんてかったるいだけだと思ってたけど最高じゃねぇか！　エロス万歳!!」

「お、お兄さん、あまり大きな声でそういうことは……」

　男の子が呼吸のようにするエロ話に免めん疫えきのない陀だ衣いは、真っ赤になって。

「ほら、周りのかたが、こちらを見ていますよ」

「いや、この視線は俺じゃなく、陀衣くんのほうを注目してるんだと思うぞ」

「ぼくですか？」

　びっくりして、講堂に集まってくる生徒たちを見ると、ほぼ確実に目があってしまう。

　みんな自分を見ているようだ。

　陀衣は不安になって、制服が乱れていないか確かめる。

「あぁ、目立つぞその髪型……」

　そんな陀衣を呆あきれたように眺めて、風太はぼやいた。

「何でツインテイルにしてるんだよ――異様に可愛かわいくて、男子の制服を着てるのに女の子にしか見えねぇぞ？」

「え？　これ、女の子っぽいですか？」

　陀衣は愕がく然ぜんとする。

　今朝、ちょっと寝坊してしまって（同じ教室で就寝した男の子たちが、なぜか起こしてくれなかったのだ。「だって寝顔が天使みたいだったから……」とか言ってた）身み繕づくろいをしている時間があまりなかったのである。

　なので髪の毛は、手て櫛ぐしで左右に引っぱって、ふたつに結わえているのだ。

　急に恥ずかしくなって、陀衣は身を縮ませる。

　かっこいいあひると同じ髪型だから、かっこよくなってるはずだったのに……。

「いや、似合ってるとは思うんだけどな」

　真っ赤になっている陀衣を、風太はあまり救いにならない言葉でフォロー（？）して。

「だけどさぁ、そんな長くて鬱うつ陶とうしくねぇの？　俺ぐらいの長さでもこの季節はクソ暑くて切りたいのに。でも俺、短くすると『さらに頭が悪そうに見えるぞ、兄さん。猿と見分けがつかない』とか吟ぎんにすげえ不評なんだよなぁ……」

「吟さんは、何でそんなにお兄さんに厳しいんでしょうね」

　愛情の裏返しだとは思うが。

「ぼく、白髪でしょう？　これ、髪質が弱いせいなんです――すごく丁寧に扱わないと、抜け毛したりしちゃうので。いちど切ったら二度と伸びてこない気がして、怖くて散髪できないんですよ」

「あー、男にはあるよなー、櫛くしつかってるとき妙に抜け毛したりするとすげぇドキッとするもんなー。男へのいちばん効果的な罵ば倒とう語ごは『ハゲ！』だと思う。女だったら『デブ！』な。前に吟に言ったら半殺しにされたもん」

「女の子には、わかりにくい悩みですよね」

　陀だ衣いは男の子らしい会話ができている気がして、嬉うれしく思いながら。

「それに、長いと色んな髪型にできて便利ですし、楽しいですよね☆」

「あー……悪いけど、その感覚は共有できんな」

　難しい。男の子の会話。

「今日は、時間がなかったのもあるんですけど……」

　陀衣は自分の髪の房をつまんで、ぴこぴこ動かした。

「いつも三つ編みは、茜あかね子こさんがやってくれるんです。自分のと、ぼくのを。茜子さん、そういう細かい作業が好きなんです。それが儀式っていうか、習慣になっちゃって……」

「あぁ、夏学で茜子ちゃんと朝会えないから、その儀式ができんかったのか」

「ええ。自分でやるにはすこし面倒な髪型ですし、結わえたんですが……女の子っぽかったですか？　それなら結わえないほうが――でも、髪おろすと暑苦しいんですよね」

「あ、じゃあ俺おれがやってやろうか、三つ編み？」

「いいんですか？」

「あぁ、吟がちっちゃいころは俺がやってたもん、あいつの髪。あいつ昔からすげぇ不器用でなぁ――いちど櫛がなぜか頭に刺さって抜けなくなったことがあって、おかげで今でも髪の毛整えたりするの苦手みたいだぞ。あっはっは！　馬ば鹿かすぎる！」

「吟さんにも、そういう時代があったんですね……」

「そのくらい抜けてたほうが可愛かわいいんだけどな。最近はもうガッチガチでつまんねぇもん。何かやるごとに失敗して『ふぇえん、兄さん～』って泣きついてきたころが懐かしいよ。今じゃもう冗談が通じねぇし、口を開けば小言を垂れるし、何か俺が呼吸をしているだけで気に食わないみたいだ」

　陀衣の髪の毛を手にとって、風ふう太たは「あれ、どうやるんだっけな？」とかつぶやきながら、それでも器用に三つ編みにしてくれる。

　そんな彼の武骨な指先と、痛いぐらいの力強さに、男の子だなぁ、と陀衣は感動する。

「それだけ、吟さんはお兄さんのことをよく見て、気にかけているということですよ」

「そんな可愛いもんじゃねぇよ。つーか、毎日毎日朝昼晩と何かするたびに汚物を見るような目で睨にらまれて、頭ごなしに喧やかましく叱しかられてみろよ、百年の恋も冷めるっつーの。あーやだやだ。このままあいつと結婚して一生あぁしてガミガミ言われるかと思うと頭痛いてぇよ」

　ぶつくさ言っているが、『結婚相手』としてちゃんと吟ぎんを見ていて、否、吟以外は考えられないというような風ふう太たの物言いは――陀だ衣いには、好ましかった。

　たぶん、これが当たり前なのだろう。

　相手の嫌なところ、気に食わないところも受けとめて――。

　それでも世界でいちばんたいせつなひとと、添い遂げる。

　陀衣と茜あかね子こみたいに、喧けん嘩かも不満もほとんどないほうが、不健全にすら思える。

「ちょっとは見返りがあれば、我慢できるんだけどなぁ」

　風太は陀衣のふたつに結わえた髪の毛を、そのまま三つ編みに変換しているらしい。

　このままいくと、茜子と同じようにふたつの三つ編みになる。

　さっそくひとつを編み終えて、結わえるのに用いていた髪留めでまとめてくれる。

　ほんとに手慣れている。

「あいつ一方的に俺おれをぼろくそにするだけで、つまり飴あめと鞭むちの鞭だけなんだよなぁ……俺がちょっと尻しりを撫なでただけで殺しにくるし、ふざけてキスしようとしたら唇を噛かみちぎられそうになったし――あれ？　俺ってもしかして吟に嫌われてる？」

「いえ、きっと照れちゃったんだと思いますよ」

　風太がこの世の終わりみたいな顔をするので、陀衣はくすくす笑いながら。



    

  
    
      



    

  
    
      「そういうことは、冗談めかしてやっちゃ、だめでしょう」

「でもさー、今さらおまえ素面しらふで『妹』とキスとかできる？　もうなんかお互いに緊張感がなくてさー、馴な染じみすぎっつうか、当たり前の日常のなかでどうやって雰囲気つくればいいわけ？　今さらどっか遊びにいってもデートって感じでもねぇし、あんまベタベタするのも鬱うつ陶とうしいし、たまにムラムラきても吟ぎんがその気じゃなかったりとか……」

　風ふう太たは溜ため息いきをつきながら、手早くもうひとつの三つ編みを仕上げてくれる。

「噛かみあってないというか、浪漫ろまんちっくな雰囲気にならんのよ。互いに好きなんだろうけど、安定しちまって、何も面白みがないというか――」

　そもそも『兄妹きようだい』という風習そのものが、そういった人間の順応性や、家族への親愛と恋愛の差異やずれを利用したものなのだが。

「陀だ衣いくんのところは、どうよ？　どうやって『妹』とコミュニケーションしてんの？」

「うーん……」

　風太の話を興味深く聞きながら、陀衣は我が身を振りかえる。

「どうでしょう？　茜あかね子こさんは寂しがり屋さんですので、定期的に甘えんぼさんになるんですよ。そのときには、ぼくもできるかぎりで優しくして、休日だったら朝から晩までごろごろいちゃいちゃして……ずーっと何もせずにキスしてたりとか」

「あー、あんまりこういうこと言いたくないけど、陀衣くんとこはちょっと特殊だから」

「そうですか？」

　陀衣はこれまで他ほかの『兄妹』と自分たちを比べたりしたことがあまりなかったので、当たり前につづけてきた茜子との関係が、変なのかどうかわからない。

「『兄妹』は『家族』で『恋人』です。互いに世界でいちばんたいせつなひとなんですから、愛しあっているのですから、ごく自然に求めあって幸せな感じになりませんか？」

「あー……たしかに陀衣くんとこは『愛』って感じだなぁ――俺おれはあれか、性欲で行動してるからだめなんか？　下心が見抜かれてるのか？　俺は自分のえろい衝動を優先するあまりに、吟の気持ちを蔑ないがしろにしていたのかもしれん……！」

　真ま面じ目めなのか何なのかわからない感じに、風太は一生懸命に問うてくる。

「教えてくれ、どうやれば『妹』に拒まれずに、えろいことができるんだ……!?　どういうとき、『妹』は嫌がらずに、俺たちのえろい気持ちを受けとめてくれるんだ……!?」

「えぇっと……」

　陀衣は勢いに負けて、首を傾かしげながら。

「『いちゃいちゃしたくなったので、しましょう茜子さん！』『うん、するーっ☆』っていう感じになりませんか……？」

「ねーよ。そんな会話を吟としてる俺が想像できんよ」

「『キスしましょう、茜子さん！』『しようしよう！』ってなりませんか？」

「やっぱりおまえら変だよ……」

　風太が怪物にでも遭遇したみたいに、じゃっかん青ざめながら。

「キスかぁ……しばらくしてねぇな――あいつ眼鏡めがねかけてんじゃん？　邪魔なんだよな、あれ……眼鏡をはずしてロックオンしようとしてるうちに、あいつは俺おれの鳩みぞ尾おちにボディブロウをねじこんでくるんだ。なんか触ったら殴られる……」

「そうですか？　吟ぎんさん、そんな気難しい女の子でしたっけ？」

　陀だ衣いは戸惑うしかない。

　そのうちに風ふう太たが三つ編みを仕上げてくれたので、頭をさげてお礼をする。

　親切な風太のために、何かアドバイスをしてあげたい……。

「こないだ、吟さんとふたりでお店に入ったときも――ぼくが相手でも、吟さんはべつに嫌がったりはしませんでしたよ？」

「おい、何の話だ？　詳しく聞かせろ！」

「そんな殴ったり拒絶したりっていうのは、なかったですし……ちょっと怖がっているようでしたので優しく言葉をかけて、ベッドに寝かせてあげて、ゆっくりと眼鏡をとって――怯おびえさせないように、喋しやべりかけながら服を脱がして……」

「俺の『妹』に何してやがる!?」

　急に風太が胸ぐらを掴つかんできたので、陀衣はぎょっとする。

「うわ!?　びっくりしました!!　え？　あ、ちがいます!!　誤解されたかもしれませんが、べつに変なことはしてません――ほら、こないだ吟さんとお兄さんが喧けん嘩かしたとき、ぼく吟さんの相談にのって、お店で着ぐるみを……!!」

　制服のまま着ぐるみになると皺しわになっちゃうかもしれなかったので、服を脱がして店が用意してくれたＴシャツなどに着替えさせたのだ。

　そのことを説明して、ちゃんと優しくすれば吟も暴力を振るったりせずに、受けいれてくれるのでは――みたいなことを語ろうとしたのだが。



「こら、兄さん。陀衣に何してる」



　良いのか悪いのかわからないタイミングで、噂うわさの吟が姿を現した。

　相変わらずの無表情で、自分の『兄』を冷ややかに睨にらみつけている。

「何かわからんが、喧嘩はいかんぞ」

「け、喧嘩なんかしてねぇって……」

　風太は慌てると、陀衣を引き寄せて、そのまま小声で語りかけてきた。

「まぁ、陀衣くんだったら変なことはしてないだろうし、何かあったなら吟も言うだろうから最後の一線は越えてないと信じてるけど……大目に見てやるから、その代わりさくっと教えてくれよ！　女の子に嫌われずにえろいことをする秘ひ訣けつとかを……！」

「目的が『えろいこと』だからいけないのでは……」

「そんなことない！　俺は自分に正直なだけ！　正直な人間はかっこいいはずだ！」

（たしかに、かっこいいです……）

　うんうん頷うなずいている陀だ衣いに弾はじける笑みを見せてから、風ふう太たは自分の『妹』に向き直る。

「よぉし、俺おれも陀衣くんの真ま似ねをして幸せな毎日を送るぜ！　えぇっと――そうだ、これで勝てる！　『キスしましょう、吟ぎんさん』!!」

「朝から発情するなウジ虫」

「……あっれぇ？」

　風太と吟がいつもの会話をしている横で、陀衣は苦笑しながら。

　吟に遅れて自分の『妹』――茜あかね子こが姿を見せたので、手をふって挨あい拶さつする。

「おはようございます、茜子さん……？」

　そして小首を傾かしげた。

　茜子の様子がおかしい。

　いつもなら陀衣に飛びついてきてほっぺにチュウぐらいはしそうな彼女が――暗い表情で、じっとこちらを凝視している。

　視線の先にあるものは。

「三つ編み……」

　茜子のつぶやきに、陀衣は悪気もなく。

「あぁ、待っている間、手持ちぶさただったので――お兄さんがやってくれたんです。器用ですよね……ほら、今日は三つ編みふたつなので、茜子さんとお揃そろいで――」



「三つ編みは、茜子がやるのに！」



　いきなりだった。

　茜子は爆発するように――怒鳴った。

「いつも、茜子がやってるのに！　にいちゃんの三つ編み、茜子がやってるのに！」

　それだけ叫ぶと、茜子は身を翻ひるがえし、ひとりで講堂のなかへ駆け去ってしまった。

「あ、茜子さん？　どうしたんですか？」

　陀衣は呆ぼう然ぜんとしつつも、そんな『妹』の背中を追いかける。

「そういや三つ編みって、あのふたりの習慣とか、儀式とか……」

　そんなふたりを眺めて、風太が血の気を失っていた。

「あ、あれ、もしかして俺――やらかしちゃった……？」

「……アホめ……」

　吟が汚い生き物でも見るように、『兄』を睨にらみつけている。



＃　＃　＃



　自分の身体からだじゃないみたいだ。

　茜子は三つ編みを揺らし、走る。

　講堂のなかには、すでにたくさんの生徒たちが着席している。

　談笑し、幸せそうにしている『兄妹きようだい』たち。

　独りぼっちなのは自分だけだ。

（うう……）

　茜あかね子こは周りに怪け訝げんな目を向けられながらも、いちばん隅っこの座席に腰を落ちつけて、猫耳のような帽子で顔を隠すみたいにした。

　突っ伏して、自己嫌悪する。

（だめだ……変だ――昨日から、ずっと吟ぎんちゃんに心配かけて。励まされて、元気がでて、大丈夫だったはずなのに……いつもみたいに、にいちゃんの顔が見られなかった。ちょっとしたことで、怒っちゃった。変だ、変だよ……）

　衝動に支配され、何もかもを傷つけそうな自分が、怖い。

　どうしてこんなに余裕がないのだろう？

　何でもないことですぐに苛いら立だって、最愛の『兄』を怒鳴ったりして――以前の茜子では、ありえないことだった。

（そうだよね……）

　わかっている。

　おおらかな態度で、すべて受けいれて純粋に愛せばいい。

　それは理解しているのに、許せない、自分は狭きよう隘あいなのだろうか？

（三つ編みなんか、茜子じゃなくてもできるもんね――抱きしめることも、キスすることも、何でも……他ほかのひとでもできるんだよね）

　当たり前のことだ。

　けれど茜子には、ショックだった。

（にいちゃんから見て、『茜子だけが特別』ってこと、何かあるのかな？）

　大好きなにいちゃん。

　茜子だけのにいちゃん。

　そう胸を張って言える時代は、いつしか終わりを迎える。

　まさか監禁するわけにもいかないし、陀だ衣いには彼の人生がある。

　外にでて、学校へ行って、いろんなひとたちと触れあって――これまで茜子だけが独占してきた諸もろ々もろのことを、陀衣は他人にも許していく。

　それは当たり前のことだし、茜子には、陀衣の行動や気持ちを縛りつける権利はない。

『妹』は『家族』で『恋人』で、だけど『重荷』にはなってはいけないのだ。

　茜子はそう思う。思うから、歯がゆい。

　当たり散らしたい気持ちになる。

（やだよ……）

　ひたすらに寂しかった。

（遠くへ行っちゃ、やだよ――にいちゃん……）

　わがままなのはわかってる。

　だけど茜あかね子このことだけ見てほしい。

　茜子の声だけ聞いてほしい。

　茜子のことだけ考えてほしい。

　しかし、それを強制するような魅力は、自分にはないのかもしれない。

　劣等感に溺おぼれて、茜子は身を震わせる。

「茜子さん」

　隣の席に、いつのまにか陀だ衣いが座っている。

「ごめんなさい……。茜子さんの気持ちを、考えてあげられなくて」

（謝らないで、にいちゃん）

　謝られたら、許してしまう。

　飛びついて抱きしめて、癒いやされて愛しあって、また甘えてしまう。

（だけど、そうやって甘えてばかりじゃ、もうだめだ、だめなんだ……）

　突っ伏したままの茜子に、陀衣はそっと触れてくる。

　猫を相手にするみたいに、髪の毛の流れにそって頭を撫なでられて。

　心が落ちついてくる。

　やっぱり茜子は陀衣が好きだ。

　だからこそ、身体からだがちぎれるほどに恐ろしい。

「ねぇ、にいちゃん」

　顔をあげられなかった。そんな勇気はなかった。

「もしも、茜子がさ――」

　そこで、声が途切れる。無自覚に。

　それは、決して口にはできない質問だった。

　万が一にでも肯定されたら、茜子は砕け散ってしまう。

（もしも茜子がさ、『妹』じゃなくてさ――金かね城しろあひるさんみたいに、『他人』だったらさ。『他人』として、出会っていたらさ……）

　怖い。



（にいちゃんは、茜子のこと好きになってくれた？）



　聞けるわけがなかった。

　これまでは、あらためて尋ねようと、考えるまでもないことだった。

『妹』は『家族』で『恋人』で、絶対に分かちがたい肉体のいちぶのような、愛情と絆きずなで結ばれた関係だった。

　それは茜子の信仰だった。唯一のよりどころだった。

『妹』という立場に安住し、甘えるだけだった。

　けれど金かね城しろあひるという『他人』と『兄』が関かかわって、ふたりの仲が深まるにつれて、その前提は崩れてきている。

　陀だ衣いは他人を差別せず、誰だれをも平等に愛する。

　そんな『兄』だからこそ、不安だった。

（『妹』であるだけじゃ、だめなの……？）

　そうだった。陀衣はそんなひとだった。

『妹』という絆きずなが役立たずならば、後に残るのはちっぽけな茜あかね子こだ。

『妹』という自分の立場がハンデにならないなら、自分はあひるに、否、他ほかの女の子に差をつけて――陀衣にとってのいちばんになれるのだろうか？

　そういうことを考え始めると、死ぬほど恐ろしくなってしまって。

　茜子は何も言えなくなる。

「ごめんね、何でもないの――」

「………？」

　陀衣は戸惑っているようだったが、居心地の悪い沈黙に耐えられなかったのか。

　世間話のように、語り始めた。

「茜子さん、そういえば昨日――言いそびれていたのですけど」

　茜子の心臓が飛び跳ねる。

　嫌だ聞きたくない。

「ほら、全校集会で……ぼくとあひるさんが、『恋人』だっていう話をしていたでしょう？　それは誤解なんですけど、えぇっと、あひるさんって身体からだが弱いじゃないですか。なので、いつでもそばにいて、介護というか、何かあったときにフォローできるようにしておきたいと思って――」

「…………」

「だから、都合がいいので、しばらくあひるさんの『恋人』をやります。あ、もちろんごっこ遊びですよ？　こないだ吟ぎんさんとしたようなの――それだけは、茜子さんに言っておかなくちゃって。勘違いさせて不安にさせたら、申し訳ないですからね」

　…………。

「あひるさん、可哀かわい想そうですもんね。でも、体調を安定させる方法はそれとなくわかってきましたので――ぼくでも協力ができるかなって。あひるさんを助けるために努力するって、宣言しちゃいましたからね……できることは何でもするつもりです」

　あぁ、と茜子は思った。

　悪意ではなく善意によって、人間がこんなに傷つくなんて。

　陀衣はきっと、想像もしないのだろう。

「今日も、午後からあひるさんと一緒に、ある場所へ遊びに行くんです。茜子さんもご一緒にと思ったんですが、映研の活動があるんでしょう？　『夏学』の間はお互いの時間があわなくて、ちょっと寂しいですけど、それも仕方な――」



「にいちゃんっ……」



　茜あかね子こは猛然と顔をあげて、陀だ衣いを睨にらみつけて――わけのわからない衝動のままに、みにくい気持ちを吐きだそうとした。

　苛いら々いらする。腹が立つ。頭が変になりそうだ。

　何がどうむかついて自分がどんな言葉を口にしようとしているのか、わからなかったけれど、とにかく我慢ができなかった。

　けれど。

　茜子は刹せつ那な、見た。

　陀衣の隣に腰かけている、吟ぎんの表情を。

　哀かなしそうなその顔には、茜子が昨日つけた、疵きず痕あとを隠す絆ばん創そう膏こう。

　そうだ。吟がとめてくれたのに。

　茜子が悪意に染まりそうだったとき、抱きしめて励ましてくれたのに。

　ここで全部ぶちまけて、みにくい言葉を『兄』に叩たたきつけたら、そこでお終しまいだ。

　築きあげてきた貴いものに、取りかえしのつかない傷が刻まれる気がする。

　茜子は親友の視線に居い竦すくむようになって、深呼吸すると、かろうじて激げつ昂こうを堪こらえた。

「……あのね、にいちゃん」

　ここで暴れて、どうなる？　怒って、陀衣を罵ののしって、どうなるのだ？

　陀衣には善意しかない。彼は悪くないのだ。責めることはできない。

　だけど。

　だからといって。

「わかった。にいちゃんの、好きにすればいいよ。どうせ、茜子が何を言っても聞かないんでしょ――でもね、覚えていて。たぶん、にいちゃんには、意味がわからないだろうけど……それでも言うよ？」

　真正面から『兄』を見据えて、茜子はつぶやいた。

「にいちゃんが、『他人』を、あひるさんを助けるぶん――」

　陀衣は、善意で、すべての人々が幸せになることを望んでいるのかもしれないけど。

　そんな聖者みたいな、うつくしい人間は、陀衣の他ほかにはいないから。



「茜子が傷ついてること、知っててほしいの……」



　幸福とは、多くの場合、他人の不幸を原料にして生産される。



    

  
    
      
05　砂浜の天使





『夏学』の授業を終えて、午後。

「ふわぁ――」

　陀だ衣いは閏うるう高校のすぐそばにある、海辺を歩いていた。

「すごい人ひと混ごみですね」

　肌を焼くような日差しのなか、水着姿の子供たちが全力で遊びまわっている。

　どれも閏高校の生徒である。

「あ、陀衣くんだ！　一緒に遊ばない？」

「ちっ……陀衣くんＴシャツを着てやがる――海パン一丁で現れたら伝説になったのに」

「いや待て、噂うわさでは昨日の夜に陀衣くんと一緒にお風ふ呂ろに入った連中が大変なことになったらしいから。陀衣くんが水着になったらたぶんパニックになるよ？」

　楽しそうに騒ぎながら、声をかけてくる生徒たちに、陀衣は微笑ほほえむ。

（みんなが幸せそうだと、ぼくも嬉うれしいですー……）

　せつないぐらいに幸福な光景のなか、陀衣はひっそりと溜ため息いきをつく。

（茜あかね子こさん……）

　結局、変な雰囲気のまま彼女とは別れてしまって、その後も『夏学』では顔をあわせることもなく――放課後も当然、茜子は映研へ向かってしまったし、夜にも会えない。

　すれちがっている、と自覚する。

　こんなことは初めてなので、陀衣は戸惑うしかない。

（ううん、そういう意味では――近ごろは、初めてのことばかりです）

　最近の茜子はおかしい。

　彼女はちょっと屈折しているところはあるが、基本的に無邪気で甘えんぼで、寂しがり屋の、すこし幼いけれど純情な女の子だ。

　これまでの彼女は、落ちこんだ顔をすることはあったけれど、陀衣に怒ったり、見苦しく泣いたり、つらい言葉をぶつけてくることはあまりなかった。

　それが最近は、胸の痛みをおぼえるようなやりとりが増えて、困惑する。

　でも彼女の変化は、きっと自分のせいなのだ――とは、理解できている。

（茜子さんとぎくしゃくし始めたのは、あひるさんと出会ってから）

　それは明白である。

　あひると仲良くするごとに、茜子との距離が遠ざかるのが、実感できる。

（どうして？　などと考えるのは、酷ひどい話ですよね――たぶん、わかっています。茜子さんが不安定な理由は）

　砂浜をビーチサンダルで噛かみしめながら、陀衣は深く黙考する。

（逆の立場ならどうでしょう？　茜子さんが、他ほかの男のひとと仲良くしていたら……）

　うまく想像できないけれど。

（そして、もしもそのひとが、とても悪いひとだったら――やはり心配するでしょうし、もしかしたら仲良くするのを邪魔しようとするかもしれません。たぶん、そういうこと……なんですよね？）

　陀だ衣いは、そう考えてしまう。

　劣等感や不安、嫉しつ妬と、そんな『みにくい』気持ちを、まだ知らなかった。

　これまで、愛されて生きてきた陀衣には、茜あかね子この心を慮おもんぱかることができなかった。

（それでは、あひるさんが尊敬できる、素晴らしいひとだと――茜子さんにも知ってもらえたら、心配をかけることもなくなるかも。ふたりが互いをきちんと理解してくれたら、たぶん仲良くなってくれるでしょうし、みんな幸せに……）

　何かが引っかかっていたが、陀衣にはわからない。

『みんな仲良く』なんて理想が、現実ではとても難しいことを、想像もできない。



　――にいちゃんが、『他人』を、あひるさんを助けるぶん。

　――茜子が傷ついてること、知っててほしいの……。



　茜子の言葉が、不意に胸の奥にずどんと響いた。

（わからない……）

　陀衣は哀かなしくなった。

（茜子さんの言ってることが、わかりません……すごく、理不尽な物言いだと思ってしまう、ぼくはたぶん酷ひどい人間だ……）

　あひるには呆あきれられたし、茜子には劣等感すら抱かせているし、周りのものたちには聖者のように思われているが――陀衣にも歪ゆがみはあり、悩みもあり、いつも穏やかな気持ちでいられるわけもない。

『みにくい』ものを抱えて、どうにもならないときもある。

（『わがままばかり言わないでください』なんて、茜子さんに告げられるわけがない。だけど、自分の気持ちを潰つぶして、茜子さんの思うどおりになるのも、ちがう。ぼくはあひるさんと関かかわりたい、だけど茜子さんも大切にしたいのに……）

　夏なのに、冷たい風が背筋を這はうようだった。

（弱いからだ……ぼくが弱くて、未熟だから、周りのひとが傷つくんです。成長しなくちゃ、強くならなくちゃ――）

　そのために、『男らしく』生まれかわるために、あひるに関わり始めたのに。

　強くなって、周りの誰だれも哀しませない、立派な人間になれるはずだったのに。

（…………）

　崩れかけの地面に立っているような、寄る辺のなさをおぼえて、陀衣は血の気を失う。

　深く呼吸し、顔をあげた。

　鬱うつ々うつとした思考をやめて、前方を見据える。

　待ちあわせ場所の、砂浜のそばにある自動販売機の横――植えこみが陰をつくっている花壇に、水着姿のあひるが座っている。
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（あひるさん……）

　クラスメイトの普段とちがう姿に、陀だ衣いはどきりとする。

　おおきく露出したあひるの肌は白く、黄金色の髪の毛が陽光に煌きらめいている。

（いちばん最初にきてるなんて、あひるさんは真ま面じ目めなひとですね）

　陀衣は微笑ほほえましくなって、ほんのちょっと気持ちの重さを忘れられた。

　今日の午後は、遊ゆう菊ぎくに誘われ、陀衣は彼女とあひると三人で行動する予定なのだった。

（おや……？）

　不意に気づいた。

　茂みが邪魔でよく見えなかったが、あひるの様子がおかしい。

　彼女のそばに二人組の日焼けした男の子がいて、あひるの腕を引っぱっている。

（喧けん嘩か？　いや、もしかして――）

　陀衣はぞっとして、早足でその場に近づいていく。

　あひるの嫌がるような声が、その推測を肯定する。

「だからっ、待ちあわせしてるんだって――」

「待ってる間だけでいいからさ、ほら、まだ時間あるんでしょ？」

「ていうかあひるちゃん誰だれを待ってんの？　女の子？　みんなで一緒に遊ぼうよ？」

　馴なれ馴なれしい口調で語る男の子が、腰の低い、けれど妙な熱のある態度で笑った。

「ねぇ、いいでしょ、あひるちゃん――俺おれらとも『恋愛』しようよ？　いや、意外だったよ……風紀委員長のあひるちゃんも、男の子と付きあったりしてるなんて――じゃあ俺らとも遊んでくれていいじゃん～」

　陀衣は、頭を殴られるような衝撃を感じた。

　たぶん、『夏学』で問題視されている、いわゆるナンパというやつなのだろう。

　注意はされるし、教師に見つかれば叱しかられるが――明確な罰則はない。

　夏の陽気に浮かれて羽目をはずしたひとが、『恋愛』を楽しもうとするのは珍しくない。

　これまではお堅いイメージだったあひるには、近づきがたくて、こういう輩やからが声をかけることはあまりなかったのだろうが。

　昨日の全校集会で、その前提は崩れたのだ。

　あひるには『恋人』がいる。

『恋愛』をしている。

　風紀委員長なのに、自らルールを破っている。

　そういう女の子だと、誤解されてしまったのだ。

（ちがうのに……）

　陀だ衣いは悔いた。

『恋人』だなんて浮かれて、その負の側面を想像もしていなかった。

　それは、これまでのあひるの周りからの評価すら覆す、決定的な亀き裂れつだったのだ。

（お兄さんが亡くなったことで、あひるさんは『恋愛』を怖がってるのに……ぼくは馬ば鹿かだ、そんなあひるさんを『恋愛』に近づけてしまった――あひるさんと『恋人』だって周りに思われると、そういうこともあるはずだって、気づいておくべきでした……）

　何もかもが裏目にでている。

　誰だれもが幸せになれる未来を選ぼうとして、周りのすべてを傷つけている――。

（と、とにかく、あひるさんは嫌がってるようですし、助けないと）

『助ける』という単語に、茜あかね子この言葉を思いだしたが、ぐっと堪こらえた。

　他ほかにできることはないし、見ないふりなんてできない。

「あのう」

　近づいて声をかけると、あひると男の子たちの視線がこちらに向いた。

　男の子たちは敵てき愾がい心しんたっぷりの表情だったが、あひるは涙目で、縋すがるように見てくる。

「い、嫌がってるじゃないですか――やめてあげてくださぁい」

　懇こん願がんするような口調になってしまったのが、我ながら不ふ甲が斐いない。

　当然、男の子たちは不愉快さを隠そうともせずに言葉をぶつけてくる。

「あぁん？」

「関係ねぇだろ、引っこんでろ！」

　陀衣は有名人とはいえ、顔を知らない生徒は多いし、もちろん嫌っているものもいる。

　この男の子たちは、どうやら陀衣を快く思っていない連中らしい。

　あるいは、あひるの『恋人』と名指しされた陀衣のことを、憎々しく感じているのか。

「か、関係なく、ありません」

　その恫どう喝かつするような男の子たちの態度に、陀衣は怯ひるみそうになりながら。

（えぇっと、えぇっと……）

　こういう体験は初めてなので、混乱しながらも、ただあひるを助けたい一心で。

　思いついたことを叫んだ。



「そ、その子はぼくの……娘です！」



　みんなまとめてズッコけた。

　緊迫していた空気が霧消する。

　あひるが掴つかまれていた男の子の手を振り払い、真っ赤な顔を陀衣に向けてきた。

「だだだ誰があんたの娘よ!?」

「え、あ！　そうですね、ぼくのほうが、あひるさんより背が低いですからね――『お父さん』は無理がありましたね」

　親がでてきたら、男の子たちは怯ひるんで逃げてくれると思ったのだが……。

「では、どうしましょう……えぇっと、あ、そうだ！」

　陀だ衣いの奇行（？）に当惑し、反応できない男の子たちを無視するように、うんうん唸うなって考えた陀衣は――嬉うれしそうに手をあわせて微笑ほほえんだ。

　良いことを思いついたのだ。

　これなら不自然であるまい。

「ママ～☆」

　陀衣は可愛かわいらしい声をあげると、あひるにきゅっと縋すがりついて、上目遣いに告げる。

「お父さんがあっちで待ってるよ☆　だから、あっちへ行こうよ――ママぁ☆」

「きゅん」

　きゅんとなって、あひるは目をぐるぐるさせた。

「う、うん。ごめんね心配かけて、陀衣きゅん☆　ママと一緒にあっちへ行きましょうね――って誰だれがあんたのお母さんか!!」

　立ちあがり、陀衣に手を引かれて歩こうとして、その勢いのままあひるは陀衣を思いっきり砂浜に叩たたきつけた。

　そして何か期待を裏切られた顔で、陀衣の背中をその裸足はだしでスタンプする。



    

  
    
      



    

  
    
      「そ、そこは『そいつは俺おれの女だよ』的なことを言いなさいよ、馬ば鹿か！　『恋人』なんでしょうが、このアホ!!　ていうかっ、あたしはあんたみたいな子供がいる年齢に見えるのか、えぇ、見えるのか……このボケなすび！　死ね、死んじゃえ!!」

「や、やめてあげて！　やめてあげて！」

「陀だ衣いくんにも悪気はなかったんだろうし！」

　なぜかナンパしていたはずの男の子ふたりが止めてくれるまで、あひるの怒りの踏みつけ行為は終わらなかったとか。
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（なぁにやってんだか、あいつらは……）

　そのアホな状況を遠くから眺めて、遊ゆう菊ぎくは溜ため息いきをつく。

　周りの男の子たちが思わず見とれるほどの、麗うるわしい水着姿である。

　高校生離れした肢し体たいを惜しげもなく晒さらし、馬め手てに旅行鞄かばん、弓ゆん手でにはそのへんで売ってたパックづめの焼きそばをたくさんもって、威風堂々と歩いている。

（使えねぇなぁ、どいつもこいつもよぉ……）

　自分がけしかけたナンパ男たちが、呆あつ気けなく何もできずに蹴け散ちらされた（？）のを確認して、そのお人形みたいな顔がん貌ぼうを歪ゆがませる。

（『ナンパ男たちから可愛かわいい彼女を助ける！』っていう王道っぽいことをやってみようと思ったんだが、だめだな、ボブの野郎は行動が読めん……つーか、みんな恋愛は下へ手ただからなぁ――真っ当にラブコメっぽくしようとしても、無理があるか）

「す、すんません遊菊さん！」

「失敗しちゃいました……」

　男の子たちがこちらに駆け寄ってきて、頭をさげてくる。

　陀衣とあひるは気づかずに、花壇に腰かけてぎゃんぎゃん騒いでいる。

　ちなみにこの男の子たちは、遊菊の生徒会に恋愛相談をしてきた生徒のふたりである。

　何となく軽薄そうな見た目がナンパ男っぽいかと思い、あひるに声をかけさせたのだが――ほんとは純情な、閏うるう高校の生徒らしいふつうの良い子なのである。

「おう、ご苦労さん」

　男の子たちがかなり接近してきたので、遊菊は「びくっ」と肩を震わせる。

　遊菊は男嫌いなのだ。

　否、男性恐怖症に近いかもしれない。

　男と関かかわるのが――怖い。

「謝らんでもいいよ、あれは相手が悪かった……ごめんな、妙な頼みごとして。ほれ、これ取っとけ。手間賃に」

　男の子たちに焼きそばをくれてやる。

　そのとき彼らの指が触れそうになって、遊ゆう菊ぎくは身を竦すくませる。

（うう、情けねぇ……）

　そんな自分が嫌で、遊菊は俯うつむいてしまう。

　けれど遊菊の態度を不審には思わずに、むしろ、どこかしおらしい態度が新鮮だったのか――男の子たちは頬ほおを染めて、やや上擦った声で言ってくれた。

「いや、俺おれらは楽しかったからいいですよ！」

「また何かあったら言ってください、遊菊さんのためなら何でもするっすから！」

「そっか、ありがとよ。あ、言い忘れてたけどほんとにナンパはするなよ？　見回りにきた教師にでも見つかると面倒だしな――健全に遊びやがれ」

「わかってますよ！」

「あひるちゃんには『駄目で元々』って感じでむしろ逆に気楽に声かけられましたけど、ふつうに顔も知らない女の子を遊びに誘うのは無理っす」

　はにかむように笑いながら、男の子たちは楽しそうに去っていった。

　やっぱり良い子たちだ、と思いながら、遊菊は空を見あげる。

　ダイヤモンドみたいな太陽。

（あたしも何やってんだかな……どうにも空回りしてるよな、ほんと面倒な連中だよ――あひると、ボブのやつは……）

　けれど、遊菊は彼らを信頼することに決めたのだ。

　自分ひとりでは助けられなかった、あひるの心を救ってくれたのは、陀だ衣いだ。

　あひるが初めて発作を起こしたとき、ぜんぶ棄すてて逃げるしかなかった遊菊を、止めてくれたのは――他ほかの未来を示してくれたのは、陀衣なのだ。

　彼を信じる。

　そして、あひると陀衣を応援する。

（幻滅させんじゃねぇぞ、ボぉブ？　しばらくは、あたしが時間を稼いでやるし、協力してやるから……あひるのこと、どうか助けてやってくれ）

　あひるは『恋の病』だ。

　恋をすると死ぬ。

　だからあひるの恋を応援することは、彼女を死へと向かわせることになるのだが……。

　あひるが自分で選んだのだ、その殉じゆん教きよう者しやのような道を。

　ならば遊菊は彼女の願いを肯定しつつ、その命を救う方法を考えればいい。

（音おん忠ちゆうのやつは言っていた、難病『恋の病』にも治療の成功例はある。たった二種類の、治療方法……ひとつは完全に不明だし、治療に成功する確率はかなり低いみたいだが。もうひとつ――特効薬『人魚の肉』は、すさまじい効果を発揮するらしい）

　音忠の情報は信頼できる。

　彼は絶対に、死んでも、遊菊にだけは嘘うそをつかない。

　遊菊はそれを理解している。

　彼が裏切るなら、世界にはもう信じられるものなど誰だれもいない。

（『人魚の肉』が具体的にどんな薬なのかは、わからない――だけど、絶対に手にいれて、それであひるを治してみせる。あひるは恋をしながら、青春を楽しみながら、健康な身体からだを取り戻すんだ）

　それは夢見がちな、現実的ではない、ありえない理想だったかもしれない。

　だけど遊ゆう菊ぎくは、それを目指す。

　あひるは死なせない。不幸にもしない。

（何をしてでも、怨うらまれても――お姉ちゃんが、おまえを助けてやるよ）

　天国が乗っていそうな白い雲を、静かに眺めて。

（見守っていてね、刻ときくん）

　むかしの口調で、愛いとしいひとの名前を。

「あ、お姉ちゃん！　遅いわよ、いつまで待たせるのよ！」

　仲良く並んで腰かけていた陀だ衣いとあひるが、同時にこちらを見てくる。

「ひとを呼びつけておいて、自分は遅刻するなんて、信じらんない！」

「うるせぇなぁ……」

　遊菊は口くち喧やかましいあひるに、辟へき易えきしつつ、ふたりに焼きそばを手渡してやる。

「ほれ、昼ご飯。たらふく食ってちからをつけたら出発すんぞ」

　不幸などないかのように。

　世界に、悲劇など存在しないみたいに。

　遊菊は今だけは、馬ば鹿かみたいに笑う。

「楽しみしてろよ、てめぇら！　目指すは不老不死の伝説が眠る『人魚島』!!　あたしたちは今日、伝説の目撃者となるのだ!!　わはははは!!」

「お姉ちゃんって、悩みなさそうでいいわよね……」

　あひるが割わり箸ばしをわる。



    

  
    
      
06　黒とオレンジ





　海の上にいる。

　遊ゆう菊ぎくがどこかから借りてきた、ボートの上である。

　先ほどまでいた砂浜は、すでに見えない。

　ボートの進路と逆向きに腰かけたあひるの左手側には、遠くに陸地が見えるが、切り立った崖がけになっていて着岸できない。

　この町には山が多く、海辺のほとんどは鬱うつ蒼そうとした樹木に覆われた小高い傾斜や起伏になっており、近づきにくい。

　陸地側からも山々が邪魔で海にはでられないので、見渡すかぎり誰だれもいない。

　さっきの砂浜は、昔のひとが苦労して山を切り崩し、整えた人工的な場所なのである。

　ほんのわずかしかない例外だ。

　町からは、基本的に海にはでられない。

　それが常識だったので、あひるはボートに乗ったことがなく、新鮮な気持ちで波に揺られていた。

　周りのほとんどが海、というのが不思議な感じである。

「日差しが気持ちいい……」

　さんさんと降りしきる陽光を浴びて、あひるはおおきく伸びをする。

　二人から三人乗りの、ごく当たり前の手て漕こぎボートである。

　進路側からあひる、遊菊、陀だ衣いの順番で乗っている。

　あひるは後ろ向きに、陀衣は前向きに座っており、真ん中の遊菊はスノコに足をかけ、身体からだを前後に揺らしながらがんばってオールを漕いでいる。

「生徒会長さん」

　ぽてんと腰かけている陀衣が、心配そうに声をかける。

「漕ぐの代わりましょうか？　さっきからまったく進まなくなりましたけど――」

　ちなみに遊菊は最初「力仕事は男の役目だ！」と陀衣に漕がせていたのだが、楽しそうに見えたのか「あたしもやる！　おまえだけずるいぞ！」とすごい理不尽なことを言って代わったのだった。

　だが遊菊は意外と運動が苦手なので、すぐに疲れてしまったらしい。

　陀衣が手持ちぶさたに、海水を手のひらにすくったりしながら。

「向かい風が吹いてきましたからね……ちょっと、進むのが大変になりましたね。あ、その荷物あひるさんのほうに置きましょう。重心を前のほうにして、ややボートを前傾にすれば、ちょっとはマシかも――」

「うーるーせーっ！」

　遊菊が急にキレた。

「進め、進め！　ちくしょう、腹立つ！　もっと飛ぶように進ませたいのに!!　あぁもう、海の上は渋滞がないから車よりストレスなく進めそうだと思ったのに！　海うぜえ！　ていうか偉そうにしてんじゃねぇぞボブのくせに！」

「うわわっ、めちゃくちゃに漕こがないでください!!」

　遊ゆう菊ぎくがでたらめにオールを動かしたので、ボートが回転しそうになる。

「ちょっと、やめなさいよ――お姉ちゃん」

　揺れまくって気分が悪くなり、あひるが眉まゆをひそめて口元に手を当てる。

「無理しないで、白しら鳥とりくんに代わってもらえば？　行く先はお姉ちゃんしか知らないんだし、お姉ちゃんが地図を見て針路を教えてくれなくちゃ……」

「むう、仕方ねぇな」

　顔色が悪くなったあひるを気遣ってか、遊菊が意外とおとなしく交代する。

　狭いボートの上で、立ちあがらないようにしながら（ボートの上で立つと落下や転覆の危険がある）密着するようにして、陀だ衣いと遊菊が位置を交代する。

　ぶんむくれた遊菊は、横向きに座って寝ころび、足をボートの外にだしながら。

「おい、あひる。あたしの鞄かばんから地図だして」

「うん……ていうか何よこの大荷物は？　ものすごい邪魔なんだけど――」

　先ほど重心を変えるために、前のほうに移動させた遊菊の鞄を、あひるはまさぐる。

　昨日、遊菊が自宅で荷造りをしていたものだろう。

　懐中電灯やら何やらがごちゃごちゃと入っている。

　地図を見つけて遊菊に手渡すと、彼女は楽しそうに笑った。

「いろいろ準備しとくに越したことはねぇからな！　何せ目的地は怪しげな伝説が渦巻く幻の秘境、人魚島なんだぞ！」

「このあたりに島なんかあった？」

　あひるは戸惑う。

　どうもどっかの無人島か何かが目的地らしいが、こんなボートで辿たどりつける範囲に、そんな怪しげな島があるという話は聞いたことがない。

　周りを見回してみたが、それらしい島影もない。

　明日も『夏学』はあるわけだし、大冒険をする時間も元気もないのだが。

「まぁ安心しろ、あたしに任せておけば何も心配はいらねぇよ」

　遊菊は偉そうに言い放ったが、すごく胡う散さん臭くさい。

　じとって目つきで見ると、彼女はきちんと座り直し、真ま面じ目めに宣言した。

「ともかく――いちから話そう。まずは、あたしたちの目的をはっきりさせておくぞ」

　そこは生徒会長らしく、リーダーシップを発揮する。

「あたしたちが目指すのは、当然、あひるの治療だ。こいつに健康になってむちゃくちゃ幸せになってもらうのが、あたしの望みだ。ボブもそれは同じだって考えていいよな？」

「当然です」

　素直に頷うなずいてから、陀だ衣いは申し訳なさそうな顔をしたあひるに視線を向ける。

「でも、その……あひるさんは、そんなにお身体からだが悪いんですか？」

　陀衣はあひるの身体を蝕むしばむ病について、正確なところを知らないのだ。

　陀衣にとって、あひるは『生まれつき身体が悪い』のであり、こないだ倒れたのも『風か邪ぜをこじらせただけ』――というものである。

　何となく『それだけ』ではないのではないか、という不安もあるけれど……。

　早急な治療をしないと、命に関かかわるようなものなのかもしれない。

「あぁ、あひるが詳しいことを喋しやべりたがらないみたいだから、あたしも黙ってるけど――すぐ死ぬようなものじゃないとはいえ、決して油断はできねぇ。あひるが罹り患かんしてるのは、間違いなく人間を殺す種類の病気なんだからな」

　遊ゆう菊ぎくは起きあがると、豪快に胡座あぐらをかく。

「とはいえ、いつ死ぬかわかんねぇのは普通の人間も同じだ。寿命、癌がん、交通事故……だからって、『明日にでも死ぬんじゃないか』ってびくびく怯おびえながら暮らすのは我慢ならねぇ、生まれてきた意味すらねぇ――だから、あたしたちが協力して、あひるの『病』をぶちのめしてやるのよ」

　握り拳こぶしをつくっている。相変わらず男らしい。

「あひるには、すっきり健康になってもらう。意地でもな。てめぇも協力するんだぜ、白しら鳥とり陀衣――あの日、あたしの進む道を通せんぼして、邪魔をして、自分もちからを貸すって言いやがったのは他ほかの誰だれでもねぇ、てめぇなんだぜ」

「わかっています」

　あひるを助けるごとに、茜あかね子こが傷つくのかもしれない。

　その事実は、陀衣の心に後ろめたさを生じさせたが。

　あひるを支えたいし、守りたい。

　それに、茜子は死ぬわけではない――。

　だからあひるを優先してもいいだなんて、たぶん残酷なことなのだろうけど。

　陀衣は、他にどうすればいいのだろう？

　どうして、すべてのひとが幸せになれる、うつくしい未来に辿たどりつけないのだろう？

「白鳥くん？」

　俯うつむいている陀衣に気づいて、あひるが不安そうに瞳ひとみを揺らめかせた。

「あの、いいのよ――嫌なら、無理しなくても。あ、あなたは『他人』なんだからね」

「いいえ」

　今は、この道を進むしかない。

「『他人』じゃないです。ぼくは、あひるさんの『恋人』になったんです」

「白鳥くん……」

「痛たたた!?　どうして急にぼくの三つ編みを引っぱるんですか!?」

「だって……白鳥くん――かっこいい……☆」

「え!?　かっこよかったですか!?　わぁい!!　でも痛いです引っこ抜けちゃいます!!」

「おぉい、隙すきあらばいちゃつくんじゃねぇよ」

　放ほうっておかれている遊ゆう菊ぎくが、ちょっと寂しそうにつぶやいた。

「とにかくだ！」

　自分が会話の主導権を握ってないと我慢できないのか、彼女は無意味に大声で。

「『病』なんかぶっとばして、夏と青春を満喫しながら幸せになるぞ!!」

「うん！」

「もちろんです！」

　そんなに簡単なものではないのだろうけど。

　うつくしいその結論に至れるように、陀だ衣いは努力する。

　誰だれも傷つきたくないし、不幸にもなりたくないし、他人を憎みたくもないのだ――。

　綺き麗れい事ごとかもしれないけど、みんなが笑顔でいられる結論を、陀衣は目指す。

　遊菊と協力し、あひるを助けて、茜あかね子ことも帰ったらきちんと向きあおう。

　手を取りあって歩いていけるはずなのだ。

『恋の病』に直撃されて、孤独ばかりが溢あふれたこの世界だからこそ。

　誰も憎まずに『病』という共通の敵を睨にらみつけて、ともに戦うことができるはずなのだ。

　陀衣はそれを信じている。



＃　＃　＃



「目的地は『人魚島』」

　遊菊がガサガサと地図を広げる。

「見てみろ、これが『人魚島』だ」

　かなり旧ふるい地図のようだ。

　昔の地図を、さらに複写したような印象である。

　画像が荒くて見にくいが、陀衣たちの暮らす町の端っこ――今、ボートが進んでいる海のそばに、たしかに『人魚島』と記された小島が存在していた。

　思っていたより、陸地に近い。

　この距離なら、ふつうに陸から目視できそうだが。

「んで、こっちが現代の地図」

　遊菊がコンビニでも買えるような、最新の地図をボートに置いてくれる。

　陀衣はオールを漕こぐのを休まずに、じっとそれを注視する。

　あひるが「え、どれどれ？」と身を乗りだして、背後から陀衣にのしかかってくる。

　あひるは水着なので、密着されるとさすがに陀衣は慌てるしかない。

　頭が真っ白になる。

「あれぇ？」

　意外とちょっと幼いところがあるあひるは、陀衣があたふたしているのに気づかずに、お気に入りのぬいぐるみを抱きしめるように陀だ衣いを撫なで撫でしながら地図を見る。

「これ、『人魚島』……消えてない？」

　あひるの言葉どおりである。

　旧ふるい地図には記載されていた小島が、地図上から忽こつ然ぜんと消滅しているのだ。

　現代の地図にも島はいくつかあるが、どれも陸地からは遠い。

　すぐそばにあったはずの人魚島の姿はなく、名前も残っていない。

「もしかして沈んじゃったの？　ムー大陸みたいに？」

「何であひるさんムー大陸なんて知ってるんですか？」

　あひる、意外と知識が偏かたよってる気がする。

　インターネットばかりやってるからだ。

「理屈は簡単だ！」

　遊ゆう菊ぎくがクイズ番組の出題者みたいに、偉そうに告げた。

「長い年月が地形を変えて、『人魚島』はわずかに陸地へ向かって移動し――さらに近くの山が土砂崩れなんかを起こして、陸と『人魚島』の間にある浅瀬になだれこんだ。結果として、人魚島と陸地は繋がっちまったんだ」

「沈んだんじゃなくて、島が陸の一部になったんですね」

　人工的な埋め立て地みたいに、土砂が海を埋めてしまったのだ。

　人魚島は陸から近すぎたせいで、それに巻きこまれ、陸地に取りこまれた……。



    

  
    
      



    

  
    
      「そうだ！　だから地図から『人魚島』の地名は消えて、『閏うるう町』の一部となった。島が陸と合体してからけっこう年月が経たっちまって、土地名の整理なんかもされたからな。誰だれもその何もない山の向こうの低い土地が、かつて島だったことを覚えちゃいない」

　たしかに旧ふるい地図と現代の地図を見比べると、一いち目もく瞭りよう然ぜんではあるのだ。

　人魚島がそもそもちいさいので、移動し、また埋め立てられて陸の一部になっても――ほとんど気づかないが。

　地図上では点でしかないのだ、誤差にしか思えない。

「つまり『島』と便べん宜ぎ的てきに呼んでるけど、どっちかというと『半島』だな。陸からだと険しい山々が邪魔してとても辿たどりつけねぇから、海からぐるっと廻まわりこんでるけど」

「なるほど。さほど遠くないですし、ボートでもどうにか到着できそうですもんね」

　遠い無人島へ向かうには、やや貧弱な乗り物だったが、そういう事情だったらしい。

　それに、このあたりの山は素人しろうとがそう簡単に踏みこめるものではない。

「『人魚島』には名前のとおり『人魚』の伝説がある……」

　遊ゆう菊ぎくがとても楽しそうに身を震わせた。

「あたしたちの目的は、『人魚島』最大の秘宝『人魚の肉』を入手することだ！　今回は大冒険アクションものでいくぞ!!　『ドキッ！　神秘の秘島で伝説の人魚を見た！　果たして勇敢な冒険者たちは困難を乗りこえ、歴史の謎なぞを解き明かせるのか！』――というノリだ！　あたしたちは今日だけ冒険者！　あたし隊長な！　あひるはカメラマンをやれ、たいていカメラマンは怪物にも狙ねらわれないから！　ボブは……」

「ぼくも隊長がやりたいです！」

「あっれぇ？　そこに食いつくの？　男の子の好みはわからん……！　じゃあいいよおまえ隊長やれよ、あたし『正体不明の依頼人の美女』やるから！　もちろん強引に冒険に同行して、最後は裏切る！　『これは復ふく讐しゆうなのよ……あたしの計画は完かん璧ぺきだったわ……ただひとつ誤算があったとしたら、あなたを愛してしまった……』！」

「『馬ば鹿かな女だ……いや、馬鹿なのは、そんなおまえを愛しちまった俺おれなのかもな……』！」

「……？　……？」

　置いていかれたあひるが、ちょっと寂しそうだった。

「ともあれ」

　こほん、と予想外に盛りあがってしまって照れた遊菊が、話を戻した。

「一般的な伝説として、人魚の肉を食べると不老不死になる……というものがある。八や百お比び丘く尼にの伝説なんかが有名だな。不老不死になれば、怪け我がを負ってもすぐ治る、病気にもならないで、永遠に生きていられる……あひるの『病』なんかかんたんに消え去るってもんだ！」

「胡う散さんくさい……まさかそんなの信じてるの、お姉ちゃん？」

　あひるにとって、自分の『病』は笑い話ではない。

　人魚の肉だとか不老不死だとか、与よ太た話ばなしを聞かされて、苛いら立だつのも気持ちはわかる。

「まぁ、もうちょっと話を聞け」

　あひるに睨にらまれながらも、遊ゆう菊ぎくはぴらぴら手を振った。

「『人魚島』には、その名前がつけられる由来となった、古来から伝わる伝説がある。不治の病の患者や、大おお怪け我がを負った旅人が――『人魚島』に辿たどりつき、負傷や病を治療されて、元気な身体からだで帰ってくる……というものだ」

『伝説』なのだから、すべて事実ではないのだろうが。

　火のないところに煙は立たない。

「つまり、現実的に考えて――『人魚島』には優れた治療施設、すなわち病院が存在している可能性が高い。秘密性が高い、おそらく一般人からは隠されている、特殊な治療を行う病院がな……」

「なるほど――」

　陀だ衣いは思案し、言葉を紡ぐ。

「伝説にある怪我人や病人は、その『治療施設』に迷いこんで、ふつうに治療を受けたのですね？　昔の話だというなら、それこそ今はかんたんに治る病気でも『不治の病』だったでしょうし、薬を処方してもらうだけで奇跡のようだったはずです。そんな幸運なひとたちが噂うわさになって、『人魚島』の伝説になったのでしょうか」

「たぶんな。こっそり隠された『治療施設』なんだ、治したやつらにも口止めぐらいはしたんだろうが――ひとの口に戸は立てられねぇからな。じわじわと噂うわさ話ばなしは広がって、『伝説』になったんだろうよ。昔の文献や、それこそインターネットでもちょっと調べたらそういう『昔話』がごまんとでてくるぞ」

「そうなんですかー……」

　素直に感心する陀衣に、気をよくしたらしい遊菊がにんまり笑った。

「もうひとつ、興味深い話がある」

　指を立てて、真ま面じ目めに。

「これは最近の話だ。インターネットで『人魚島』の情報を探してて見つけた、都市伝説っていうのかなぁ」

　当たり前のように、どうでもいいことを。

「あ、そのときパソコン借りたぞ、あひる。……日記はもうちょっとがんばって隠さないと、簡単に見つかるから気をつけろよ？」

「ひとの日記を勝手に見ないでよ……！　あの記事とか、あの画像とか……きゃーっ！　信じらんない！　お姉ちゃんのエッチ！　明日からパスワード設定してお姉ちゃんがパソコン使えないようにするからね！」

「いいじゃねぇか減るもんじゃなし――」

　横道に逸それた話題を、遊菊は手を叩たたいて元に戻す。

「とにかく、けっこう重要な話だぞ」

　真っ赤になったあひるが無意味に陀衣をぎゅうぎゅうしてストレス発散（？）しているのを、難儀そうに眺めながら、遊ゆう菊ぎくはつづける。

「あひると同じ『病』に罹り患かんした患者が、世を儚はかなんで、最後の望みとばかりに『人魚島』の伝説を頼りに――独りで、山を越えて『人魚島』を目指したらしい。海から廻まわるほうが簡単だっていうのは意外とわかりにくい事実だから、たいていみんな山をがんばって乗りこえるみたいだけど……」

『病』という単語に、あひるがぴくりと反応する。

　遊菊はそんな彼女に頷うなずき、その『都市伝説』を開陳する。

「たぶん、その患者はもし『人魚島』に辿たどりつけなかったら、そのまま野垂れ死にしてもいい――というぐらいの精神状態だったんだろうな。家族にも遺書を残していたらしい。その遺書を見て、家族は慌ててその患者を追いかけた……」

　それは奇妙な話だった。

「何せ病人が山に入りこんだんだ、ふつう生存は絶望的だが……その患者は、ふらふらと山道を歩いているところを発見されたらしい。患者の様子はおかしかったが、家族たちはとにかく再会を喜んで、患者をつれて病院へと駆けこんだ……」

　声をひそめて、と遊菊は告げる。

「すると、驚いたことにその患者は『病』から解放されていた」

「治って……たの？」

　あひるが口元を押さえて、目を丸くする。

「あたしと同じ『病』なんでしょ!?　治った例なんて聞いたことないわよ!!」

「まぁ『都市伝説』だからな、事実かどうかはわかんねぇが――話は最後まで聞け」

　表情に希望を浮かばせるあひるに、遊菊は複雑そうな顔をする。

「ゆっくりと快方に向かっていた患者だが、しばらくして、彼女は家族のもとから姿を消す。そして今度こそ行ゆく方え知しれずになってしまった。書き置きには『わたしの居場所はここじゃない。わたしは「人魚」だから、人間の世界では暮らせない。「人魚島」に帰ります。お願いですから、捜さないでください』と記されていたという……」

「ほんとに『人魚』になっちゃったの……？」

　あひるが目をぐるぐるさせて混乱しながら、しきりに疑問符を浮かべている。

「『人魚島』で、『病』を治療されて、その結果として『人魚』になった……？　『人魚』だから人間の世界では暮らせずに、『人魚島』に帰った……？　『人魚』って何？　そのひとに何があったの？」

「わからん」

　遊菊は素っ気なく告げた。

「『人魚島』に消えた患者からは、定期的に手紙が届いて無事を報告してくれたらしい。だから家族もその意志を尊重し、二度と探しにいくことはなかったとか――それが、結末だ。だがその家族はまだましなほうで、たいてい『人魚島』へ向かった患者はその後、消息を絶つ。消えちまうんだ。『人魚島』で何が起きてるのかは、誰だれにもわからない」

「…………」

　あひるが押し黙った。

　なぜなら、自分たちはまさに今、その謎なぞめいた『人魚島』へと向かっているのだ。

「あひるの『病』に罹り患かんした患者にとって、この『人魚島』はちょっと有名でな」

　腕組みし、遊ゆう菊ぎくは吐息を漏らす。

「『人魚島』の伝説は与よ太た話ばなしっぽく聞こえるが、それでも『病』の治療は実際に病院の記録に残っている」

　そういえば、家族と再会した患者は、病院で検査を受けて――『病』が治ったという結論をくだされたのだったか。

　その『記録』が残っている？

『都市伝説』ではなく、そういう『事実』がほんとうにあったのだろうか？

「『病』が治ったという事例は、この『人魚島』の伝説と、あの『山奥の病院』でのいまだ明かされない秘密の手術だけだ……世界で、『病』の治療方法は、そのふたつしか確認されてない」

「『山奥の病院』って……」

　あひるが、びくりと背筋を緊張させた。

　それは、あひるがもともと収容されるはずだった、鍵かぎのかかった部屋に閉じこめられるという――非人道的な治療施設のことなのだろう。

「あの、馬ば鹿かげた場所にも、『病』の治療例が……？」

「眉まゆ唾つばかもしれねぇけどな。そういう『餌えさ』で患者を呼んで、閉じこめるだけかもしれねぇ――あいつを苦しめるだけで死なせた無能どもに、そんな奇跡みたいな真ま似ねができるとは思えねぇし」

　陀だ衣いにはよくわからないことを語って、遊菊は溜ため息いきをついた。

「あの『山奥の病院』には頼りたくない。『治療方法』とやらも謎だしな、気味が悪わりぃや。だからこそ、あたしたちはもうひとつの治療例――『人魚島』の伝説に賭かけるしかない」

　遊菊が断言し、力強く主張する。

「音おん忠ちゆうが調べてくれた情報によると、たしかに『人魚島』には『病』の治療方法があるらしい。その名も特効薬『人魚の肉』。その内実は不明だが、たしかに『病』を癒すというその薬を、どうにかゲットするのがあたしたちの目的だ」

　音忠。何度も聞かされた名前である。

　いったい何者なのだろうか？

　陀衣が関係ないところを気にしているうちに、遊菊はどんどん話を進めてしまう。

「正式に認可を受けていない、非合法の薬らしいからな。真っ当に『ください』って頼んでも処方してくれないかもしれん……どういう薬なのか、『人魚島』でできるだけ調べて、最悪、盗みだすことも考えておくべきだ」

「ど、泥棒はいけませんよ」

　陀だ衣いはふるふる首をふった。

「薬って、お高た価かいものでしょうけど――ぼく、お金ならがんばって払いますから。どうにか譲ってもらえるよう、『人魚島』のひとたちに頼んでみましょう」

「白しら鳥とりくんにお金を払わせるのは、申し訳ないけど――でも言うとおりよ、お姉ちゃん。犯罪までして健康になりたくないわよ。非合法な秘密の治療施設っていっても、いきなり銃で撃たれることもないだろうし、まずはふつうに正面から行ってみましょうよ」

「むーん……」

　遊ゆう菊ぎくがふたりの意見に「なに甘っちょろいこと言ってやがる」みたいな顔で唸うなったが、すぐに溜ため息いきをつくと肩をすくめた。

「まぁいいや、病気なのはあひるなんだ、あひるの意見を尊重するさ――でも、最大限に警戒してろよ。あたしらは何のちからもない子供で、相手は正体不明の『人魚島』だ。巻きこんだあたしが言えた義理じゃねぇけど、危なそうだったらすぐ逃げることを考えといてくれ」

　それだけ念を押して、遊菊はこれからの予定を告げてくる。

「まずは、『人魚島』のそば――この場所だな、ここで音おん忠ちゆうと合流する」

　地図を指さす彼女に、陀衣は我慢できなくなって尋ねてみた。

「あのう、さっきから気になってたんですが……その音忠さん？　というかたは、どなたなのでしょうか？」

「あぁ――」

　遊菊はふつうに応こたえる。



「あたしの『弟』だよ」



　そうか。

　この時代、たいていの子供は『兄妹きようだい』という風習に組みこまれている。

　遊菊に『弟』がいても、何も不思議ではないのだった。

「あんまし人付きあいが得意じゃないやつでな、学校にも行かずにふらふらとあちこち旅して廻まわってやがんのよ。あたしも最後に見たのは何年前かなぁ……母さんにひっついてどっか外国へ行っちまって、たまに電話や手紙でやりとりがあるぐらいだ」

「生徒会長さんのお母さんって、そういえば見たことありませんけど――何をしているかたなんでしょう？」

「旅人だ」

　それは職業なんだろうか？

　ちなみに遊菊の父は『腹ぺこ喫茶　食ベリアル』の経営と外回りの営業や仕入れなどを行っており、やはり滅めつ多たに姿を見ない。

「もともと母さんと父さんは半分くらい別居してるみたいなもんでなぁ、ていうか父さんは母さんの世界中にいる『現地の夫』のひとりなんかな？　会えば優しいし尊敬できる立派な母親だけどさ、おかげでガキのころから母さんにも、母さんにひっついて世界中を飛び回ってる音おん忠ちゆうにも、ほとんど会わなくてな……」

　すこし寂しそうな、幼い表情を覗のぞかせて、遊ゆう菊ぎくは顎あごに手を当てる。

「だから音忠とも『一緒に育った』って感じでもねぇし、あんまり『弟』って気がしねぇのよ。刻ときくんが死んじまってからは、ぷっつり音おと沙さ汰たもなくなってたし――だけどまぁ、それでも『弟』だしな」

　刻くん、とやらはあひるの『兄』だろう。

　あひるの部屋で写真を見たし、そこには『トキ』と名前が記されていた。

『くん』づけで呼んでたのか……ちょっと意外だった。可愛かわいい。

　どうでもいいことを考えている陀だ衣いに、遊菊が怪け訝げんそうな視線を向けて。

「こないだ、あひるをつれて逃げようとしたとき――あたし、音忠を頼ろうって考えてたんだぜ？　あいつなら、家をでても生きていく方法は弁わきまえてる。そのとき、こっちの事情を伝えたら……音忠が見つけてきてくれたんだよ、『人魚島』の伝説をな」

　そういう経けい緯いだったらしい。

　なるほど、いくら遊菊が無謀でも、行く当てもなく逃亡はしないだろう。

『弟』を頼る手はずになっていたのだ。

　納得している陀衣の前で、遊菊は微笑ほほえむ。

「あいつはコミュニケーション能力が欠けてるわりに顔が広いらしくてな、あれこれ情報網を駆使して『病』に関する事柄を調べあげてくれたらしい。あたしだけじゃ、『人魚島』のことなんか、ただの噂うわさ話ばなしと思って気にしてなかっただろうしな――音忠が『それは事実である可能性が高い』って言ってくれなきゃ、こうして行動できんかったよ」

「そんな、いろいろ調べたりしてくれるなんて……」

　陀衣は、何となくもやもやしながら、あひるを見つめる。

「その音忠さんは、あひるさんのことを、ずいぶん心配してくれたのですね。生徒会長さんの『弟』ということは、あひるさんとも幼なじみだったのでしょうか――けっこう、仲良しだったんですか？」

「全然」

　あひるは吐き捨てた。

「あたし、あいつ嫌い……」

「『嫌い』ですか？」

　陀衣はほっこり笑った。

「それじゃあ、ぼくと同じですね☆　あひるさんに嫌われているどうし、お友達になれるかもしれません。お会いできるのが楽しみです！」

「何を喜んでるのよ。ていうか、いいかげん『嫌い』とかさ……」

　呆あきれたようにしながら、あひるは思案する。

「白しら鳥とりくんとは、んーと、ちょっとちがうのよ――白鳥くんはむかつくし怒ったりもするけど、笑ってお喋しやべりもできるじゃない？　だけど、あいつは無理。顔も見たくないわ……とにかくもう、不愉快なのよ」

　苛いら々いらと髪の毛をいじったりして、あひるは遠い目をしてつぶやいた。

「だってあいつ、あたしに似てるんだもの――」



＃　＃　＃



　移動は三十分ほどで終わった。

　やはり、地図で見たように――かなり近かった。

　それでもボートで移動するにはかなり億おつ劫くうだし、用事もなければこんな場所まで、誰だれも近づかないのだろうが……。

　三人でがんばってボートを着岸させ、波にさらわれたりしないように固定する。

　持参したカバーで覆ったうえ、さらに枯れ枝などで偽装して目立たないようにする。

　その作業を終えて、遊ゆう菊ぎくに持たされた荷物を背負った陀だ衣いは、感嘆の声をあげる。

「ふわぁ……」

　人魚島は、まさに前人未踏の無人島のようだった。

「綺き麗れいな場所ですね☆　カメラとか、持ってきたかったです」

　誰も足跡をつけていないような砂浜は白く、星くずのようだ。

　そんな渚なぎさが広がっている周りは濃厚な自然で、密集した樹木から鳥の声が響いてくる。

　遠景には山々がつらなり、空の青と雲の白がうつくしく配置されている。

　当然、誰もおらず――秘境めいた雰囲気で、冒険心が刺激されて、陀衣はわくわくする。

　今にも恐竜とかがとびだしてきそうなのだ。

　背後は水平線がくっきりとした海。

　切り立った崖がけが目立つ山脈がこの場所を俗世間から切り離しており、異世界に迷いこんだような昂こう揚よう感かんをもたらした。

　じゃりじゃりと砂浜を踏みしめつつ、強い日差しのなか陀衣はあちこち見回している。

「白鳥くんは元気ね……。あたしは移動だけでもう、ぐったり」

　あひるは遊菊とふたりで手ぶらのまま歩き、遠くを指さす。

「あそこに建物があるわよ」

　見ると、たしかに樹木の群れのなかに、灰色の壁をした何かの施設が建っていた。

　あれが、伝説にある『人魚島』の治療施設なのだろうか……。

　もしかしたら施設は地下に広がっていて、あれは単なる入口なのかもしれない。

　あるいは、ただの倉庫か何かなのか。

　何であれ、その建物まで向かう道が存在しておらず、立ち往生するしかない。

「本来、陸のほうから山を越えて辿たどりつくのが正しい道順っぽいからな――海側からは、どうやって『治療施設』に辿りつけばいいんだ？」

「ここはもう、『人魚島』なんですよね？」

　途方に暮れている遊ゆう菊ぎくに、陀だ衣いは問いかける。

「ほんとに半島っていうか――陸に繋つながってるんですね」

「正確には、もうちょい先からが『人魚島』だった場所のはずだ。もう完全に陸と一体化してて、どこから区分すりゃいいのかわからんけど。……うん？」

「ど、どうしたの、お姉ちゃん？」

　茂みの向こうを眺めて眉まゆをひそめる遊菊に、あひるが不安そうに尋ねる。

「な、何か変な生き物とかいたの？　嫌よジャングルで巨大化した謎なぞの生き物とかに襲われるのは！」

「いや、さすがに変な生き物はおらんと思うが――忘れがちだが、ここはあたしらの学校のけっこう近所だぞ？　あれは……」

　遊菊の視線の向こう。

　樹木がつくった薄暗がりから。

　染みだすように、ひとりの人物が姿を現した。

　陀衣やあひると同い年ぐらいだろうか、全身黒ずくめの男の子である。

　この暑いのに長なが袖そで長ズボンで、靴や髪の毛まで見事に真っ黒。

　見るからに熱を吸収しそうな色彩なのに、汗ひとつかいていない。

　背丈は男の子にしてはあまり高くないか――陀衣以上、遊菊未満である。

　つまり、あひると同じぐらいの身長だ。

　ちょっと表情に陰があって、近寄りがたい。

　神経質そうに、視線をきょろきょろと周囲にさまよわせている。

「音おん忠ちゆう！」

　遊菊が、いきなり大声をあげた。

　そして素早く、その怪しげな男の子に駆け寄っていく。

「久しぶりだなぁ、この真っ黒くろ助！　でっかくなったなぁ、でもまだ、あたしよりは背が低いな――あははっ！」

　遊菊が無言のその人物――黒くろ沼ぬま音忠、らしき男の子の顔面にプロレスみたいに組みつくと、ぐっしゃぐっしゃと抱きよせた。

　そんな『姉弟きようだい』の再会に遅れて、あひると陀衣が慌てて遊菊を追いかける。

「あのひとが――」

「うん、音忠くんだ」

　嫌そうな顔をしているあひるに、陀衣はふと気づいて首を傾かしげる。

「生徒会長さん、『男嫌い』なんでしょう？　なのに、音忠さんにはへいきで抱きついてますね――」

「だって『弟』だもの。『男』って感じじゃないんでしょ、きっと」

　そんなことを語っていると、遊ゆう菊ぎくがたっぷり抱ほう擁ようして満足したのか、『弟』の背中を思いっきり叩たたいて前にださせた。

　ひ弱なのか、遊菊が馬ば鹿か力だったのか、音おん忠ちゆうはよろけて蹈たた鞴らを踏む。

「あひるは面識があるから、必要ねぇだろうけど……」

　遊菊は世にも嬉うれしそうな表情だった。

「いちおう紹介するぜ！　あたしの『弟』の黒くろ沼ぬま音忠だ！　長所は頭がいいこと、短所は性格が暗くて友達がいないことだ！」

　酷ひどい。

「……どうも」

　ちいさな声が響く。

　それが、黒沼音忠の第一発言だった。

　挨あい拶さつとも呼べない、呻うめきのような声を発すると、あとは押し黙っている。

　引っ込み思案な性格らしい。

「初めまして、音忠さん」

　陀だ衣いはどこか他人を寄せつけない音忠にも、無邪気に頭をさげる。

「白しら鳥とり陀衣と申します。あひるさんの、えーと、『恋人』です」

　この自己紹介でだいじょうぶだろうか。

「どうか、仲良くしてくださいね☆」

「…………」

　音忠は、じっと陀衣を眺めている。

　何が気に食わないのか、しきりに首を傾かしげながら。

　不意にこちらに手を伸ばして。

「あぁ……」

　あろうことか、音忠は陀衣の胸元を、もむもむと揉もんだ。

「『勇ましくて立派な男の子』って姉さんが言ってたから――ちょっと想像とちがったけど、うん、胸がないね。じゃあ、いちおうあんた、男の子なんだ？」

　鼻で笑うように言われたので。

「…………」

　当然、陀衣の音忠に対する第一印象は、かなり悪かった。

「こら音忠くん、白鳥くんのおっぱい揉むな」

　外面のいいあひるが、珍しく最初から喧けん嘩か腰ごしだった。

　気心のしれた幼なじみ……なのだろう。

「それに、白鳥くんのかっこよさは、わかりにくいのよ――見た目だけで判断できるもんですか。次に白鳥くんに何か失礼なこと言ったら、あたしがぶっ飛ばしてやるからね」

「何を怒ってんの？　思ったままを言っただけじゃんか……」

　不思議そうに首を傾げて、音忠はあひるを見もせずにぼやく。

「まぁいいけど、べつに金ちゃんに嫌われても痛くもかゆくもないし」

「『金ちゃん』って呼ばないでよ……」

　たぶんあひるの苗字――『金かね城しろ』の『金』を音読みしたのだと思われる。

（渾あだ名な、いいなぁ……ぼくも、あひるさんを渾名で呼びたいです）

　うずうずしている陀だ衣いのそばで、わりと初対面から空気を悪くした音おん忠ちゆうが、呆あきれるように状況を見守る遊ゆう菊ぎくに視線を向ける。

　彼が真まっ直すぐに視線を向けるのは、遊菊だけのような。

「それより姉さん、ボートはちゃんと隠したよね？　まずは疲れてるだろうから、ちょっと休憩してもらおうと思うけど――もうすこし茂みの奥のほうへ身を隠そう。こんな場所には誰だれもこないと思うけど……見つかったら面倒なことになるし」

「あのう」

　陀衣が音忠の長なが袖そでをくいくい引っぱった。

「音忠さん？　先ほどから、すこし気になっているのですが……」

　不審そうにこちらを見る音忠に、陀衣はあらぬ方向を指さした。



「あのひと、音忠さんの知りあいですか？」



　ぎくりと背筋を強こわばらせて、音忠は陀衣が示した方角へと向き直る。

　そして愕がく然ぜんとするのだった。

　遊菊も、あひるも、それは同様である。

「まずい、隠れて……！」

　音忠が声をひそませ、みんなを樹木の陰に引っぱりこむ。

　陀衣たちはともかく、水着姿のあひるたちは茂みの枝などが肌に痛そうだったが。

　それを気にしていられないほどの、異常事態だった。

　砂浜を、誰かが歩いている。

　まだ距離はわりと離れているが、確実にこちらへ向かってくる。

「そんな――どうしてこんな場所に？　施設の外に『人魚』がでてくるなんて……」

　音忠が焦燥感に満ちた声をあげる。遊菊が訝いぶかしげにそんな『弟』をつついた。

「おい、何か知ってんのか、音忠！　『人魚』っつうのは何なんだよ――おまえ、あたしにも『人魚島』について詳しいこと教えてくんなかったろ？　『あとのお楽しみ』とか言ってさ……なんか不都合なこと隠してるんじゃねぇのか!?」

「せ、説明は後でするから――声ださないで、姉さん」

　口元に指を当てて、必死に黙るように告げる音忠。

　そんなみんなの視線の先。

　現れた人影は、妙にゆっくりと、浜辺を進んでくる。

　歩みが遅い理由は、すぐに判然とした――どうも足が不自由らしい。

　その人物は片手に小型の松まつ葉ば杖づえをついて、片足をずるずると引きずっている。

　もう片方の足も完全には動かないようで、頻ひん繁ぱんに休憩し、太ふと股もものあたりを揉もんでいる。

　それは、女の子に見えた。

　中学生ぐらいだろうか。

　あどけない、まだ幼さの残る顔立ちである。

　橙だいだい色いろの髪の毛で片目を隠しており、歩くのに必死なのか、歯を食いしばっている。

　裸はだ足しで、服装はなぜか鱗うろこのような光沢のある水着だった。



「『人魚』……？」



　あひるが、ちいさくその名前を口にした。

　陀だ衣いも思いだしていた。先ほど遊ゆう菊ぎくが語っていた、伝説。

　あれは『人魚』なのだろうか？

　彼女は目の前に、ぞんざいに偽装されたボートを発見すると、「…………」としばし硬直してそれを眺めていた。

「い、いかん、気づかれたぞ！　もうちょっとちゃんと隠しとくんだった……！」

　遊菊が焦った声をだすのを、聞きつけたのか。それとも偶然か。

『人魚』はつうっ、と流れるような動きでこちらに視線を向ける。

　ぎょっとするほど、子供らしい顔立ちに不似合いな――。

　それは陳腐な表現だが、まさに死んだ魚のような目だった。
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　森のなかを走っている。

　先頭は茂みをかきわけ人間が通れる道をこじあけている音おん忠ちゆうで、遅れて遊ゆう菊ぎく、息も絶え絶えなあひる、それを気遣わしげにしている陀だ衣い――という順番である。

　周りは鬱うつ蒼そうとした樹木の群れだ。長なが袖そで長ズボンの音忠や上着をまとっている陀衣はともかく、遊菊とあひるは水着姿＋ビーチサンダルなのでいかにもつらそうだった。

「うおぉい、音忠！」

　遊菊が呼吸を乱しながら、忌いま々いましそうに叫んだ。

「もうちょいっ……はぁっ、ふうっ――ゆっくり、走れよ！　この野郎！　ていうか痛っ……木の枝とかに引っかかれて痛い！　あたしの玉の肌が傷だらけになったらどうするんだこら！　責任とれんのか!?　あたしと結婚できんのか!?」

「ていうか姉さんたち、何で水着なの……？」

　姉の言葉には素直に従う音忠が、怪け訝げんそうに尋ねてくる。

「ちょっとした冒険になるかも、って伝えておいたよね？」

「だってボートで移動するからそんとき濡ぬれたりしたら嫌だったし――服は人魚島に辿たどりついてから着替えようと思ってたんだよ！　いきなりおまえが走りだすからそんな余裕がなかったんだろうが！　せっかく探検隊みたいな衣装を用意してきたのに！」

「そんな余計なものをいれるから、こんな大荷物なんですよ……」

　遊菊の旅行鞄かばんを持たされている陀衣が、重たそうにしながらも必死で走る。

（すごいな……）

　そんな場合でもないのだが、あひるは感心してしまう。

　ひ弱そうに見えるのに、陀衣はけっこうちからが強い。

（やっぱり、男の子なのよね――）

　どきどきしたが、それがまずかった。

　あひるの恋心が身体からだを壊す神経物質に変化し、血管をとおって全身に苦痛をふりまく。

　ただでさえ心臓に負担がかかるから、運動は避けていたのに。

　走りにくい山道を、ぺたぺたのビーチサンダルで進まなくてはいけない。

　なけなしの体力は見る見る磨すり減って、頭まで痛くなってきて、それでもみんなの足手まといになりたくなくて――あひるは歯は噛がみしながら駆ける。

　弱々しい自分の身体が、不ふ甲が斐いない。

「……あひるさん？」

　陀衣が気づいて、我慢できないというように問いかけてきた。

「大丈夫ですか？」

「…………」

　大丈夫なわけがない。

　けれど陀だ衣いのその言葉だけで、気持ちだけで、もうちょっとがんばれそうだったのに――あまりにも血の気のないあひるを見て、陀衣は真しん摯しな表情になる。

「無理はしないでください――」

　立ちどまると、彼はがむしゃらに走ろうとするあひるを抱きとめるようにして、みんなに停止するように促した。

「生徒会長さん、音おん忠ちゆうさん――これ以上は無理です。あひるさんが死んじゃいます……。速度を落としましょう、このままじゃ途中で倒れちゃいますよ」

「余計な……」

　お世話よ、と言いたかったのだけど、思った以上に身体からだが動かなかった。

　よろめくようにして、その場に膝ひざをつき、喘あえいだ。

　胸が痛い。

　苦しいというより、やはりそれは激痛なのだった。

　誰だれかに胸に手をつっこまれて、心臓を握りつぶされそうになっているみたいだ。

　荒い呼吸と涎よだれが口から零こぼれて、どうにも情けない。

「あひるさん」

　陀衣があひるの額ひたいをハンカチで拭ぬぐってくれる。

　噴きだした汗が綺き麗れいに取り払われ、いっしょに疲労もわずかに消える。

　陀衣は優しい。

　申し訳ないぐらいに。

（ごめんね……）

　あひるは泣きそうになったが、蹲うずくまることしかできない。

「しょうがねぇな――たしかに、これ以上はあひるが危険だ」

　遊ゆう菊ぎくが腕組みし、音忠を睨にらみつける。

「ていうか、どうして逃げる必要があるんだよ？　たしかにこの『人魚島』は私有地みたいだから、あたしらは不法侵入者だけどよ――べつに捕まっても取って食われるわけでもねぇだろ？」

「どうかな」

　音忠は、どこか不安になるような暗い口調で語る。

　そういうふうにしか喋しやべれないのかもしれないけど。

「『人魚島』には色々と後ろ暗そうな噂うわさがあるからね――非合法の薬品『人魚の肉』を有する秘密の治療施設だ、どんな犯罪と関かかわってるかわからない。いきなり銃撃されたっておかしくないと思うよ」

「ここは日本だぞ」

「だけど『人魚島』だ。ここは『人魚』の王国だよ」

　音忠も諦あきらめたように、その場にあった岩に腰かけた。

「僕たち『人間』の常識はたぶん、ここじゃ通用しないんだ」

「『人魚』っつうのは何なんだよ」

　遊ゆう菊ぎくが陀だ衣いの背負った鞄かばんからミネラルウォーターを取りだし、あひるにちょっと呑のませてあげてから、自分も口に含んだ。

　そんな『姉』を眺めて、音おん忠ちゆうは独り言のようにつぶやいた。

「姉さんも『人魚島』の噂うわさ話ばなしを調べたなら、聞いたことがあるでしょ――『人魚島』で治療を受けると難病が癒いえるが、そのひとも『人魚』になってしまって、二度と『人間』の世界には帰れない。そして『人魚』には、決して恋をしてはいけない」

「たしかにそんな都市伝説みたいなのは、いろんなＨＰとかに載ってたけど……」

　遊菊は唇を尖とがらせる。

「その『人魚』っつうのは、だから結局何だってんだよ。さっきのあの、足を引きずってた女の子がそうなのか？　確かになんかちょっと得体のしれない感じだったけど……」

「あの子も『人魚』だとは思う」

　音忠は考えこむようにして、ぶつぶつとつぶやいた。

「だけど変だな……僕が知ってる『人魚』とはちがって――何だったんだろう、あの死んだ魚みたいな目は……？」

「――音忠さん！」

　不意に陀衣がおおきな声をあげて、あひるを守るようにその身にかばった。

　音忠も顔色を変えて、周囲を見回した。

「やはり逃げきれないか……」

　歯がゆそうにつぶやく音忠の言葉どおりに。

　いつのまにか、森の木立の隙すき間まに、無数の人影が湧わきだすように現れていた。

　あひるは愕がく然ぜんとして、思わず悲鳴をあげそうになる。

「『人魚』……」

　遊菊がちいさくつぶやいた。

　傍若無人な彼女でも、怯おびえた声をあげてしまうほどに、それは異様な集団だった。

　年齢はまちまちだが、どれも女性である。

　最初に見た『人魚』と同じように、すべて鱗うろこのような光沢のある水着をまとっている。

　山のなかで水着、というだけで充分に奇妙なのに――それ以上に、彼女らには不気味な共通点があって、人間とは異なる生物に囲まれたような違和感があった。

「何だ、こいつら――」

　遊菊が寒気をおぼえたように、我が身を抱きしめる。

「気持ち悪ぃ……何なんだよ、にやにや笑いやがって……」

　その言葉どおりだった。

　何も語らず妖よう怪かいのようにただ黙然と立っている彼女らは、すべて幸せそうな、この世のものとは思えない笑顔を浮かべていた。

　ある種の精神的な疾患を抱えているものがたまに見せる、それはいわゆる至福の笑顔アルカイツク・スマイルと呼ばれるものだろう。



「ずいぶんとお間抜けな侵入者じゃのう」



　寒気をおぼえて震えあがるしかないあひるたちに、不意にしわがれた声が届いた。

　驚いてあひるがそちらを見ると、最初にあひるたちが遭遇した橙だいだい色いろの髪の女の子が――わざわざ追いかけてきたのか、他ほかの『人魚』たちに遅れてこの場に歩み寄ってきていた。

　相変わらず足を引きずり、かなり苦しそうな歩調である。

　けれど表情だけは、先ほどまでの屍し骸がいのようなそれではなく、他のみんなと同様の笑顔となっていた。

　どこか演技のような、仮面みたいな印象をおぼえるが――。

「他の病院や諸外国の間かん諜ちようとも思えぬし、もしかしたら『お客さま』なのかのう？　だとしたら、『竜宮城』までご案内せねばならぬかのう……？」

　幼い見た目からは不自然な口調で、彼女は語った。

「そう怯おびえるでない――我らは『人魚』。尖とがった爪つめも牙きばもない、ちっとも危険のない、『人間』よりもずぅっと無害な生き物じゃよ？」

　それはどこか自じ嘲ちようするような、皮肉げな態度だった。



＃　＃　＃



　抵抗の余地はなかった。

『人魚』に導かれるまま、森のなかに隠された道を進み、ひとつの建物に辿たどりついた。

　それは砂浜からも見えていた灰色の壁の、どこか病院や研究施設を思わせる無味乾燥な立方体で、『竜宮城』という華やかな名前が似合わなかった。

　予想どおり『竜宮城』は地下へと広がっているらしく、しばし『人魚』に取り囲まれたまま、エレベーターで地中の奥深くまで移動した。

（あたしのせいだ……）

　あひるは唇をきつく結び、俯うつむくしかない。

（あたしが足手まといだったから、たくさん走れなかったから、捕まっちゃったんだ――ううん、そもそもあたしが『恋の病』でなければ、その特効薬を捜すなんてことしなくてよかったはずだし……）

　などと考えこんでしまって、あひるは憂ゆう鬱うつな底無し沼へと沈んでいく。

　昔から優秀な『兄』と比べられ、劣等感だらけで、自己嫌悪に落ちこむ性格だった。

　申し訳がない。不ふ甲が斐いない。

　そんな自分が嫌で努力して、がんばって、ちょっとでも誇れる自分になれたはずだった。

　それなのに。

（ごめんね……）

　あひるは、ちっとも成長していない自分に、腹が立ってくる。

「荒事にならずにすんで良かった」

　橙だいだい色いろの髪の『人魚』が、エレベーターの震動のなか、こちらを見あげて笑った。

「何せこっちは半病人みたいなのばかりじゃし――喧けん嘩かのやりかたなんか知らん。平和なこの『人魚島』に血を流したくはないしのう。こんなもの使いたくはない」

　彼女が指さした先では、ひとりの『人魚』が猟銃を構えている。

　武装している『人魚』はあまり多くないが、猟銃や銛もりを握りしめているものもいる。

　あまり扱いに慣れているふうではないが、こちらは完全に丸腰なのだ。

　萎い縮しゆくするしかない。

『人魚』たちは相変わらずの至福の笑顔で、それがまた不気味である。

「ここじゃな」

　エレベーターが停止し、扉が開いた。

「ここからは、儂わしだけでよい」

　橙色の少女が、他ほかの『人魚』たちにそう告げた。

『人魚』たちは大人おとなしく頷うなずくと、呑のん気きに笑い声をあげたりしながら、それに従う。

「お客人はこっちへくるがよい」

　手招きをされ、あひるたちは戸惑いながらもついていく。

「――ひゃうっ!?」

　あひるは思わず変な声をあげ、転びそうになって、慌てて体勢を立て直す。

　廊下は水浸しだった。

　濡ぬれている、という生やさしい規模ではない――文字どおり浸水している。

　足首のあたりまで冷たい液体が充満していて、非常に歩きにくい。

「『人魚島』の歴史は長く、『竜宮城』も老朽化が著いちじるしい」

　当惑するあひるたちを、やや先行していた橙色の少女が振りかえる。

　あひるはぎょっとした。

　先ほどまでの笑顔をかなぐり捨てて、少女は完全な無表情になっていた。

　そしてあの、死んだ魚のような目を――。

「もともと『人魚島』はふつうの島だったものが、土砂崩れと地殻変動で陸とくっついてしまったものじゃ。自然がつくった埋め立て地みたいなもんじゃし、だいたいの場所が海面より低い。とくにここは地下じゃろ？　ほとんど水中にあるようなもんで、建物の亀き裂れつから海水が流れこんできてのう……」

　きひひっ、と少女は妖よう怪かいのように笑った。

「ほんで、こんな水浸しじゃ。排水もしておるのじゃが、焼け石に水じゃな。同じような場所は『竜宮城』のなかにけっこうあるから、どうせ濡れるなら最初からふつうの服を着ないほうがよい――ということで、我らはこんな格好をしておるわけよ」

　少女は自分の水着を見せつけると、つまらなそうに足下の水を蹴けった。

　飛しぶ沫きが跳ねる。

「そのうちに、この階のすべて――否、『人魚島』そのものすら水没し、この島は再び伝説に、過去に、海に呑のみこまれて消えてしまうかもしれぬ。その前にここを訪れることができて、幸福じゃぞ……お客人？　名前を聞いておこうかのう？」

　お化け電球が頼りなく光る廊下を歩きながら、相手が少女ひとりになったので安心したらしい遊ゆう菊ぎくが、代表して偉そうに応こたえた。

「あたしは遊菊、そっちの陰気そうなのがあたしの『弟』の音おん忠ちゆう、そっちの三つ編みの可愛かわいいのがボブ、あんたらに用があるのはそっちの金髪で――あひるだ」

「あの生徒会長さん、ぼくの名前はボブじゃな……」

「ふむ」

　陀だ衣いの抗議を遮さえぎり、少女はしげしげとあひるを眺めた。

「こちらも名乗ろうかのう、儂わしの名前は諏す訪わみかん」

　意外と可愛らしい名前だった。

「そなたらを最初に発見したものとして、そなたらの『人魚島』での案内役を任されてしもうた。まぁ、短いつきあいじゃろうが……よろしくのう？」

　手を伸ばされ、あひるの胸元――鎖骨のあたりに手を添えられる。

「深呼吸してみい」

「………？」

　あひるは戸惑いながら、他ほかのみんなに視線を向けたりしつつ、仕方なく呼吸をする。

　おおきく息を吸って、吐いて――。

　みかんは独特の薄暗い瞳ひとみで、あひるを観察して。

「儂も医者ではないのでわからぬが、たしかにあの『病』特有の呼吸じゃのう。呼吸器系に障害や異変はないのに、吐息が弱々しい。脈拍もかなり脆ぜい弱じやくになっておる――身体からだが全体的に衰弱しておる。お主は、恋……」

「みかんちゃん」

　あひるが、必死に言葉を紡いだ。

「あたしの病気については、できるだけみんなの前では喋しやべらないで」

　陀衣に視線を向けて、あひるは祈った。

　陀衣には絶対に、自分が『恋の病』で、陀衣のことを好きなせいで死に向かっているなどと知られてはいけない。

　陀衣の性格なら、その事実を知れば、確実に気に病む。

　今のように笑いあって、同じ時間をすごすことはできなくなる。

　同情で優しくされたくはないし、真っ向からふつうの女の子として、後ろ暗いところのないように恋をするのだ。そう決めたのだ。

　結果としていつしか翼折れ、道半ばで倒れ伏しても、それを絶対に後悔しないように。

　陀だ衣いには暗いものを背負わせたくなかった。

　それはあひるの我わが侭ままで、意地で、絶対に譲れない決意だった。

「ふむ……？」

　みかんは首を傾かしげると、再び前を向いて歩きだす。

　相変わらず松まつ葉ば杖づえをついて、足を引きずっている。

「まぁよい。その何じゃ、例の『病』はのう、ほれ――浪漫ろまんちっくじゃろう？」

「…………」

　浪漫ちっく。

　そうなのかもしれない。

　恋をすると死んでしまう。

　まるで古ふる臭くさい悲劇のように、愛するがゆえに命を失う。

「だから、実際はその『病』と関係ない、他ほかの病気を患わずらっておるのに……自分は例の『病』なのじゃと言いはって、この『人魚島』にくるものもおる。肺炎じゃ心臓病じゃ、癌がんじゃといくら医者が判断しても、いいや自分は例の『病』なのじゃと言いはって――」

　そういうひとも、いるのかもしれない。

　誰だれしも主人公に憧あこがれ、ヒロインに恋い焦がれる。

　どうせ命を失うならできるだけドラマチックに。

　そんな気持ちを抱くのも、理解はできる。共感すらしてしまう。

　恋をしたから死ぬのだ。

　綺き麗れいな気持ちが原因で、無慈悲に命を奪われるのだ。

　そんなものがたりがあれば、少なくとも心は慰められる。

　自分は悪くないのだから。

　死ぬのは恋する気持ちが大きかったから、それだけ人間的で、うつくしい気持ちを抱いていたせいなのだから……と、陶酔まじりのヒロイズムに酔って、満足して死ねるのかもしれない。

　あひるだって、他人の話だと笑い飛ばせない。

　確実に死に向かっているのに、あまり悲壮感がないのは、自分は間違っていないと信じられるから。

　他人を愛してしまったせいで、意地悪な神様に命をとられるだけ。

　そんなものがたりが、あひるの心を支えている。

　あまりにもうつくしいこの『病』に、たぶん酔っぱらっている。

「こいつの場合は勘違いじゃねぇよ」

　遊ゆう菊ぎくが、みかんを睨にらみつけて告げた。

「医者の診断書もある。この場で見せてやってもいい。おいボブ、その鞄かばんの底に茶色い封筒が入ってるから……」

「こ、この底ですか？　取りだすの大変ですよー……」

　困ったような顔ででっかい旅行鞄かばんをおろそうとする陀だ衣いに、みかんが首をふった。

「証明できるならよい。疑って、不快な気持ちにさせてすまなかった。だが誤解しないでおくれ、儂わしも悪気があってこんな発言をしたわけではないのじゃ」

　魚の尾びれのように、橙だいだい色いろの髪を揺らして、彼女は告げる。

「特効薬『人魚の肉』はちょいと特殊でな、癌がんやら肺炎やら、ふつうの病気の患者に投与してもまず意味がない。逆効果ですらある。例の『病』にのみ、限定的に効果をもたらすのじゃ。ほとんど裏技のような、考えかたの盲点をついてな――」

「………？」

　意味がわからなかったが、当惑するあひるに、みかんは微笑ほほえんだ。

　それは取って食おうとするような、笑顔にしては獰どう猛もうすぎるものだったが。

「だから、安心するがよい。例の『病』の患者には、詳細を説明し――書類に判を押してから、必ず治療のために『人魚の肉』が投与される。もちろん説明を聞いて嫌なら拒否すればいいし、我らはべつに犯罪結社でも何でもない……無事にそなたらを家まで送りとどけてやる」

　断言してから、彼女は真ま面じ目めに宣告してきた。

「そなたがほんとうに『病』なのかどうか、確認をしたのは――他ほかの病気なら『人魚の肉』には治療の効果はないからじゃが、他にもひとつ懸念事項があるからじゃ」

　それは恐ろしい響きの言葉だった。

「『人魚の肉』を摂取することには、リスクをともなう。『人魚の肉』には副作用があるからのう――ひとによっては、人生の幸せのすべてを奪われることになる。個人によってまちまちで……なかにはその副作用を喜んで受けいれるものもおるがな」

　みかんは死んだ魚の目で、じっと我が身を見下ろした。

「ちなみに、この島で暮らす『人魚』は、みんなもともと例の『病』に罹り患かんしていたものたちじゃ。――儂も当然、そんな『人魚』のひとりじゃ」

「あなたも『病』だったの？」

「うむ」

　どこか皮肉げに、みかんは微笑んだ。

「儂はのう、みじめに死にぞこなった人魚姫なのじゃよ」

　みかんが廊下の突き当たりにあった部屋を開いて、あひるたちを内部に導く。
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　簡素な部屋だった。

　どこかの会社の会議室にも見える。

　何もなくがらんとしていて、壁はコンクリートが剥むきだしである。

　隅っこに長机とパイプ椅い子すが折りたたまれて積み重ねられている。

　みかんが電気のスイッチをいれて、蛍けい光こう灯とうの人工的な輝きが満ちあふれる。

「小一時間ほど、この部屋で待っていておくれ。その間に、そなたらを『お客人』と認めて、風ふ呂ろや食事、寝床を用意しよう」

「寝床って……」

　遊ゆう菊ぎくが嫌そうな顔をした。

「あたしら、ここに泊まんの？　日帰りできると思ってたから、学校には何の連絡もいれてねぇんだけど。行方不明だと思われて、大騒ぎになったらやだなぁ」

「電話くらいはさせてやるのじゃ。ここは何も電波も通じぬ絶海の孤島ではないし、儂わしらも悪の組織でも何でもないっちゅうに」

　みかんは呆あきれたようにぼやくと、溜ため息いきをついた。

「あれこれ手続きがあるし、『人魚の肉』はリスクをともなう薬じゃ――処方するのに時間がかかるのは堪かん忍にんしておくれ。風か邪ぜ薬ぐすりのようにほいほいと与えることはできんのじゃよ」

「処方するのに時間がかかるってことは、『人魚の肉』は貴重な薬なのか？　やっぱり値段がすげぇ高た価かかったりするか？」

　華やかな見た目とは裏腹に、意外と貧乏症な遊菊がぼやいた。

「値段の心配はせんでよいよ。正規の薬ではないし、ここも病院ではないからのう……保険がきかぬので、やや通常よりは高価いのじゃが――目玉が飛びでるほどでもない。儂らもふっかけるつもりはないし、成分だけ見ればそんなに珍しい薬でもないのじゃ」

　微笑ほほえむと、彼女はずっと黙っている音おん忠ちゆうに視線を向ける。

「まぁそういう説明は追々な――お客人は、しばし待たれい。ただ、この御ご仁じんだけは『人魚島』に滞在させるわけにはいかぬ。即刻、出て行ってもらわねばならぬ」

「何で僕だけ……？」

　不満そうな音忠に、みかんは申し訳なさそうに告げた。

「すまぬな。見てわからんかったか？　この『人魚島』には女性しかおらぬ――この島は女護が島のごとく、男性禁制になっておるのじゃよ。どんな理由があろうとも、男はこの島から遠ざけることになっておるのじゃ」

「男はって、だったら……」

　音忠が困ったように、陀だ衣いを見つめた。

　だが彼は現在、上着をまとっていて身体からだの線は見えにくいし、ふたつに結わえた三つ編みのせいで、いつもより女の子っぽい。

　みかんも、まさかこんな可愛かわいらしい美少女が、じつは男性とは思わなかったのだろう。

（音忠さん、しーっ……）

　陀衣もそれに気づいて、小声で音忠に呼びかけた。

（何があるかわかりませんし、ぼくは女の子のふりをして、あひるさんたちのそばにいます。女の子たちだけ残すのも、心配なので）

（……わかった。姉さんのこと頼んだよ。あとついでに金ちゃんのことも）

（どうしてあたしは『ついで』なのよ――）

「………？」

　小声で会話するこちらを不思議そうに眺め、みかんは音おん忠ちゆうを促して部屋の外へ向かう。

「まぁ、そういうことなので――堪かん忍にんなのじゃ。女の子たちは治療を終えたあと儂わしらが船をだして送り届けてやるから、そなたはあの砂浜にあったボートで帰るとよい」

「あれはべつに、僕が用意したものじゃないんだけどね……まぁいいや」

　そういえば音忠は、どういう方法で人魚島まで辿たどりついたのだろう？

　見た目より旅慣れてるし、登山の経験も豊富だというから、もしかしたら陸側から険しい道を乗りこえてやってきたのかもしれない。

　そんなことを考えているあひるの横で、遊ゆう菊ぎくが『弟』に告げる。

「音忠、ついでに学校にあたしらがしばらく外泊して帰らないってこと、みんなが心配しない程度にごまかして伝えておいてくれ。あとで電話すんのも面倒だし」

「わかった。気をつけてね、姉さん」

　そう告げて、音忠はみかんに導かれるまま、もときた通路を去っていく。

（うん……？）

　あひるは不意に寒気をおぼえて、音忠の表情を注視する。

（なんだろ、今、音忠くん――『計算どおり』みたいな、意地悪そうな笑顔になってたけど……まるでこうなることが、最初からわかってたみたいな――）

「忘れとった」

　みかんが戻ってきて、部屋の鍵かぎを閉める。

「すまんが施錠させてもらうぞ。あとこれからも、『人魚島』ではあまり勝手な行動をせんでくれ。儂らも慈善事業でやっておるのではない。『人魚の肉』が欲しければ、おとなしくしておるんじゃな。それじゃ、また後でのう」

　言い残すと、彼女はずるずると独特の足音をさせながら去っていく。

「…………」

　静かな部屋に残されて、あひるは急に不安になる。

　さっきまでは健康的な太陽のしたにいたのに、今ではこんな水浸しの地下の、狭い部屋に閉じこめられている。

　大冒険といえばそうなのだろうけど、そういうのはＴＶとかで見るのが楽しいわけで、自分が体験すると恐ろしいものでしかない。

「まぁ、びくびくしてても仕方ねぇ――思ったよりも『人魚』たちは理性的だし、危険はなさそうだ。とはいえ油断は禁物だけどな……どうにも、いろいろ怪あやしいぜ」

　陀だ衣いをこきつかって長机とパイプ椅い子すを並べさせながら、遊菊はぼやいた。

「あの、みかんとかいうのも変なやつだったよな……見た目、あたしらより年下――小学生か、せいぜい中学一年生ってところなのに。何なんだ、あのお婆ばあちゃんみたいな喋しやべりかたは……？」

「見た目よりお年寄りなのかもしれませんよ」

　陀だ衣いの言葉に苛いら立だったか、遊ゆう菊ぎくが彼のおでこに指をぐりぐりする。

「ねぇよ。漫画でもあるまいし。ありゃほんとに幼いガキんちょだよ――不老不死でもあるまいし、あんな見た目でお婆ちゃんなわけがあるか」

「に、人魚のお肉を食べると、不老不死になるのでしょう？」

「そりゃ御お伽とぎ噺ばなしだっちゅうの。現実と漫画の区別はつけろよバーカ」

「し、白しら鳥とりくんを苛いじめないでよ」

　あひるが陀衣に歩み寄り、『痛いの痛いの飛んでいけ』してあげる。

　そうして陀衣を『あたしの！』というふうに確保してから、あひるは告げる。

「でも、驚いちゃった……白鳥くん、勇気あるのね」

「勇気ですか？」

　その男らしい単語に、陀衣は嬉うれしそうになる。

「え？　え？　勇気あるっぽかったですか、わぁい！」

「だって男性禁制のこの島に、女の子のふりして潜もぐりこむんでしょう？　『人魚』たちを騙だますことになるんだから、もし男だってばれたら酷ひどい目に遭あわされるわよ？　音おん忠ちゆうくんみたいに、追いだされるだけじゃ済まないかもしれないし――」

「あいつら猟銃とか銛もりとかもってたからなぁ」

　遊菊が楽しそうにその話題にのってきた。苛めっこなのだ。

「今日の晩飯は正体がばれて切り刻まれた、ボブのお鍋なべか何かかもしれねぇなぁ」

「…………」

　陀衣が青ざめる。

　たぶん、そこまで考えてなかったのだろう。

　いきなり泣きそうになると、陀衣はそばにいたあひるの腕に縋すがりついてくる。

「ひいい！　ぼくお鍋は好きですけど材料にはされたくないです！　怖いです、あひるさん！　どうしましょう!?」

「えぇい、いきなり情けないわね！　ちょっと感心してたのに！」

　ぎゅうぎゅうしてくる陀衣に赤面してから、あひるは溜ため息いきをつく。

　かなり間抜けだが、それでも陀衣は自分たちを心配して、怪しげな『人魚島』に残ってくれたのだ。

　その気持ちは本物だろうし、嬉しい。

　やはり陀衣は、あひるの王子様なのだ。

「いいわね、白鳥くん」

　ぽわぽわと幸福感にひたりながら、あひるは普段の調子を取り戻して宣告する。

「こうなったら、腹をくくりなさい。今さら後にはひけないわ……怪しまれないように、女の子っぽく振る舞うのよ？」

「えー……」

　陀だ衣いが不満そうだった。

「女の子っぽいのは、嫌ですー……」

「我わが侭ままぬかすなボブこの野郎！　非常事態なんだから仕方ねぇだろ!?」

　遊ゆう菊ぎくが超楽しそうに陀衣へと飛びかかる。

「よぉし、あひる――その鞄かばんにリボンとかふりふりのドレスとか入ってるからだして。あたしが可愛かわいくしてやる……！　最初に会ったときからおまえに着せたかった衣装とかがたくさんあって……あ、逃げるな！　待て！　あひる、捕まえろ！」

「そんな衣装とかいれてるから、大荷物になるんじゃない……？」

「やーん！　ドレスとか着せないで！　三つ編みにリボンとか結ばないでーっ！」

　陀衣の悲鳴が響くなか、しばし遊菊がその男らしさとは真逆の趣味を満開にして、彼を玩おも具ちやにする光景がつづいていた。
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　数十分後。

　遊菊の魔の手によってすっかり『美少女』になった陀衣は、啜すすり泣いていた。

「しくしく……」

「泣くな！　お化粧が崩れる！」

　常じよう軌きを逸いつした芸術家みたいな顔立ちになった遊菊が、そんな陀衣を叱しかりつける。

　彼女は男嫌いのはずなのだが、陀衣の姿がどんどん男性から遠ざかるにつれて身体からだの震えは消え、遠慮はなくなり、後半は何の抵抗感もなく陀衣に触れるようになっていた。

　良い汗を拭ぬぐうと、まだ水着姿の遊菊は顎あごに手を添えて。

「これは……」

　ようやく正気に戻ると、ごくりと生なま唾つばを呑のんだ。

「やりすぎた……か……？」

　陀衣の見た目は『女の子っぽい』を通りすぎて、まるでお姫様のようだった。

　限りなく理イ想デ像アに近い性別を超越した愛らしさであった。

『こんなに可愛いのに女の子の（以下略）』であった。

　服装は窮きゆう屈くつな鞄のなかに入っていたとは思えない、童話の女の子かぬいぐるみが着ているような愛らしいドレスで、ふたつに結わえた三つ編みはリボンで飾られている。

　きめ細かい肌にはお化粧が施され、恥じらいの表情も相あい俟まって可か憐れんの一言であった。

（うう……）

　自分の姿が、というか破壊力がよくわからない陀だ衣いにはひたすら羞しゆう恥ち心しんしかなく、真っ赤になってすんすんと泣くしかない。

　泣くなと言われたので必死に嗚お咽えつを堪こらえたが、我慢できずに頬ほおを流れるひとしずく。

「うずうず……」

　うずうずしていたあひるが、感極まったようにそんな陀衣に飛びついてきた。

「だ、だ、陀衣きゅん～☆☆」

「きゃーっ!?」

　押し倒された。

　あひるはちからが弱いが体格は陀衣よりでかいので、抵抗できなかった。

　あひるは彼女なりの全力で背中側から腕をまわして、ぎゅーっと抱きしめてくる。

　ぎゅう……。

「あの、あひるさんっ」

　ぎゅ。ぎゅう。ぎゅう～。

「腕が、肺を圧迫してっ……苦しいですっ」

「ふにゃあ……♪」



    

  
    
      



    

  
    
      　あひるは聞いたことがない恍こう惚こつとした声をだすと、どうぶつみたいに人間の言葉が通じないひとになって、ひたすら陀だ衣いにごろごろぎゅうぎゅう。

「お、おい、あひる」

　さすがに遊ゆう菊ぎくも唖あ然ぜんとした表情で、そんな幼なじみに声をかける。

「どうした？　可愛かわいいもの好きなのは知ってたけど……ここの床あんまり掃除してなさそうだから、ごろごろ転がるのはやめろ？　な？」

「ふーっ！」

　猫のように威い嚇かくして、伸ばされた遊菊の手を払いのけるあひるだった。

　遊菊は呆あきれつつ、溜ため息いきをついてパイプ椅い子すに腰かけた。

「『ふーっ』っておまえ。まぁいいか……おまえが幸せなら、お姉ちゃんは満足だよ」

「ぼ、ぼくの幸せは蔑ないがしろにされてますよ!?」

「うるせぇよ。おまえのことなんか知るか」

　胡座あぐらをかくと、遊菊はさらに陀衣を地獄に叩たたき落とす。

「あと、さっきから気になってたんだが――男だとばれないようにするんだろ？　一人称が『ぼく』ってのはまぁ、女でもないことはないけど、やっぱり不自然だから――『わたし』か『あたし』にしろ？　『わたくし』でもいいぞ？」

「せ、生徒会長さんの、おお、オニーっ！」

「仕方ねぇだろ、おまえが女のふりしてあたしらを守るって宣言したんだからな――周りに『人魚』がいない今のうちに練習しとけよ。はい、リピートアフターミー……『はうぅ、わたくしはご主人様のドレイですぅ』」

「『ご主人様』とか『ドレイ』とかいう設定はどこから!?」

「いいから」

「はうぅ……」

　苛いじめられて泣きじゃくるしかない陀衣に、あひるは夢中で抱きついて離れない。

「白しら鳥とりくん……☆　白鳥くぅん……☆☆」

「あひるさんも正気に戻ってくださいよ!?　どうしたんですか赤ちゃんみたいですけど!?」

「誰だれが赤ちゃんですって……？」

　じゃっかん人間の思考を取り戻すと、あひるは立ちあがる。

　陀衣を抱っこしたまま。驚きの腕力で一瞬だけ持ちあげられて、陀衣の足が宙に浮く。

「赤ちゃんは、あんたよ」

「はうう、抱っこしないでくださぁいっ、降ろしてくださぁいっ」

　困りきった陀衣を引きずって、あひるはパイプ椅子に腰かける。

　膝ひざのうえに陀衣をのせて、ご満悦であった。手放す気はないらしい。

「わかってるの、白鳥くん」

　陀衣のさらさらの髪の毛に頬ほおずりしながら、あひるは声だけは威厳をとりつくろって告げてくるのだった。

「あなたが『男らしくなる』ために、協力するって言ったわよね――それなのに、何よこのていたらくは……あなた真ま面じ目めにやるつもりあるの？　こんなに可愛かわいくなっちゃって――だからこれは、お仕置きなのよ。あたしは怒っているのよ」

「ご、ごめんなさい、怒らないでくださぁい」

　あひるを怒らせるのは好きだが、いまのあひるは何だか怖いのだった。

「ぼく、あう、わたし――がんばりますからぁ」

「口先だけではだめなのよ、それを思いしらせてやってるのよ。これはあなたのためなのよ。あなたなんか大嫌いよ。くるしめ、くるしめーっ」

　ぎゅうぎゅうぎゅう。

「……おまえら仲良しだよなぁ」

　遊ゆう菊ぎくが呆あきれたようにつぶやくと、同時に扉が開いた。



「待たせたのう」



　みかんである。

　相変わらず足を引きずっている彼女は――室内の光景を見てぎょっとする。

　しばし異様に可愛くなった陀だ衣いとどうぶつになっているあひるを眺め、何か言いたそうにしていたが、考えないことにしたのかスルーした。

「音おん忠ちゆうとやらの見送りをしてきた。そこの、あひる――とやらに、『人魚の肉』を処方できる準備も整った。あとはそなたが同意するだけじゃ。その説明と、歓迎のために、ちょいと早いが食事の用意をしたので――儂わしについてくるがよい」

　そう告げると、水浸しの廊下を先導していく。

　慌ててついていきながら、遊菊がみかんに問いかける。

「ずいぶんと手回しがいいな？　もっと時間がかかるのを覚悟してたんだが――」

「うむ。あの音忠とかいう小僧に感謝するがよい」

　みかんの言葉に、遊菊は「………？」と首を傾かしげたが、すぐに腕組みし納得した。

「まぁ、音忠だしな。何かえげつないことでもして段取りをつけてくれたんだろ……相変わらず役に立つ『弟』だよ」

「うう……」

　そんな音忠と、ドレス姿で巨大な荷物を運んでいる我が身を見比べて、情けなくなる陀衣であった。『男らしさ』への道は険しく遠い。
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　まさに竜宮城のようだった。

　もちろん御お伽とぎ噺ばなしのそれに比べたらごくありふれたものだが、侵入者として捕らえられたことを考えるとありえないほどに、ふつうに歓迎されてしまった。

　エレベーターで移動し、みかんに誘われるまま水浸しではない階層の廊下を進み、旅館のような一室に案内された。

　まだ地下なのだろう、窓がないが、快適でうつくしい部屋だった。

　机に色とりどりの海鮮料理が並べられ、冷えたオレンジジュースの瓶が置かれる。

　十人ぶんぐらいの布団は敷けそうな広間である、この人数ではやや物寂しいが――先ほどまでいた薄暗い部屋に戻ることを思うと、ここは天国である。

「まぁ、毒など入っちゃおらんから、ちゃちゃっと片付けておくれ」

　机を間に挟んで、遊ゆう菊ぎくとあひる、その対面に陀だ衣いとみかん、というふうに座っている。

　あひるがあまりにも陀衣にべたべたするので、遊菊が無理やり引き離したのであった。

「いただきまぁす」

　元気よくがっつく遊菊と、食事制限があるため選びながら食べているあひる。

　陀衣も手をあわせてから、ご飯に手をつけていく。

　ふっくらした白米は温かく、ぷりぷりした海え老びやホタテ、わさび醤じよう油ゆで食べるお刺身、頭が痛くなるほど冷えたジュース……ここが不気味な『人魚島』であることも忘れそうな美味で、しばし陀衣たちは会話もなく舌した鼓つづみを打っていた。

「あのう」

　小動物のようにお野菜をシャクシャクと食べていた陀衣が、隣のみかんに声をかける。

「みかんさんは、食べないのですか？」

「これは『お客さま用』じゃからのう」

　見るとみかんの正面には、食べ物が並べられていない。

「儂わしらには定時に『人魚用』の食事があるので、儂のことは気にせんでおくれ。ここは病院みたいなもんじゃし、食事制限もあるのでな――間食をしたり、こういう場で余計な飲み食いをするのは良い顔をされんのじゃよ」

「そうですか……」

　そういえば、彼女も何かの『病』にかかって、『人魚島』で治療を受けたのだという。

　あひると同じ『病』らしいそれを治すために、『人魚の肉』を服用して……。

　まだ子供だが、陀衣には想像もできないほど苦労しているのだろう。

　みかんは丹念に自分の足のマッサージをしていた。

　両足をのばして、指で圧おす。裸足はだしがどこか痛々しい。

　陀衣の視線に気づいて、みかんは「きひひっ」と笑った。

「そんな顔をするな。儂はこの生活を気にいっておるのじゃよ。たしかに、いろいろ我慢することはある……お菓子に休日の二度寝、ＴＶに漫画、それに恋愛――けれど、儂らには平穏がある。『人魚島』には苦痛のない、穏やかな至福の日々がある」

　それはやはり、どこか老人のような表情だった。

「痛みと哀かなしみばかりがある外の世界よりも、儂はこの『人魚島』を愛する。儂らは、ここ以外の場所では生きられない――傷つきやすく、痛みに弱い『人魚』なのじゃ」

「…………」

　陀だ衣いはそんな彼女に何を言ったらいいかわからなくて、しばし戸惑い、不意に視線に気づいて部屋の出入り口を見み遣やった。

　障子をわずかに開いて、くすくす、くすくす、と笑いながら――水着姿の『人魚』たちが入れかわり立ちかわり、室内を覗のぞきこんでは何もせずに去っていく。

「あまり気にせんでおくれ」

　みかんも察して、頬ほおを掻かいた。

「刺激のあまりない島じゃからのう、来客が物珍しいんじゃ。けれど『人魚』は必要以上に客と接するのを禁じられておる……部屋に入ってくることはない。視線が気になるかもしれんが、無視してやっておくれ」

　謎なぞめいたことを、真しん摯しに。

「そなたらも、『人魚』たちから何かしらアプローチを受けるかもしれんが――できるだけ会話もせずに、目もあわさずにいたほうがいい。これは忠告じゃ。儂わしらは人間よりも脆もろくできておる……あまり干渉せずに、距離をとっていたほうがお互いのためじゃ」

　それだけ語ると、うむ、とみかんは唸うなってマッサージを終える。

　そして座布団に、まさに人魚のような女の子座りになって、あひるを見据える。

「あらためて、儂がそなたらの『人魚島』での案内役となった諏す訪わみかんじゃ。わからないことがあったり、不便なことや疑問があったら儂に何でも言ってくれるとよい。それと強制する権利はないが、できるだけ部屋からはでずに、勝手な行動をしないでおくれ」

　申し訳なさそうに。

「こちらも後ろ暗いところがないでもない――楽しくあちこち観光させてやるわけにはいかぬし、そなたらの目的もそんなものではないのじゃろう？」

　そうだ。

　陀衣たちは何のために、この『人魚島』にやってきたのか。



「特効薬『人魚の肉』について説明しよう」



　その言葉に表情を変える遊ゆう菊ぎくとあひるに、みかんは深々と頷うなずいた。

「そなたらの選択は正しい。例の病を治療した実績があるのは、この『人魚島』の特効薬『人魚の肉』と、あの『山奥の病院』で実施されているという『ハッピーエンド』と呼ばれる治療法だけじゃ」

『山奥の病院』という単語に、あひるがぴくりと反応する。

　自分を閉じこめようとした監獄のような組織だ、良い顔はできないのだろう。

「同じ病院が新たな治療法『テーマパーク』とやらを実験中という噂うわさじゃが、いまだ治療の成功例はないらしい。『ハッピーエンド』や『テーマパーク』はどんな内容なのかも不明じゃからな――まぁ、『人魚の肉』に頼ったのは賢明といえる」

「それを聞いて安心したぜ」

　遊ゆう菊ぎくが、念押しするようにみかんを注視する。

「特効薬『人魚の肉』を投与すれば、あひるの『病』は治るんだな？」

「治る」

　みかんは断言した。

「先ほどそなたらが会った『人魚』たちは、この儂わしを含めて――みんな元々は例の『病』の患者だったのじゃよ。けれど今はどうじゃ、みんな笑顔で幸せそうに生きておるじゃろう？　『人魚の肉』には効果がある、あひるの命は救われる」

「…………」

　あひるはその言葉がいまいち実感できないのだろう、だって治るだなんて思ったことはなかったのだろうから――混乱しながら、みかんを見つめる。

「ほんとに、治るの？」

　縋すがるように。

「あたし、健康になれるの？　『人魚の肉』を摂取すれば、命の不安に怯おびえずに、感情を封じこめるようにして――縮こまって生きていかなくてもよくなるの？」

　涙が、その双そう眸ぼうに溢あふれてくる。

「あ、あたし、そんなの信じてなかった……治るなんて、思ってなかった。だけど本当なのね？　『人魚の肉』っていうのを摂取すれば、あたしは助かるのね？」

「助かる」

　みかんは堂々と言い放った。

「少なくとも生命は。……心までは知らぬがな」

　不安になるようなことをつぶやいて、彼女はいったん室外に退出すると、ひとつの封筒を抱えて戻ってきた。

「ここに、『人魚の肉』の効能と、その副作用などをまとめた書類と、『人魚の肉』を使用するにあたっての契約書やら何やらが入っておる。それらにサインをして判子を押してくれたら、『人魚の肉』を処方してやる」

「そんなので、いいの……？」

　拍子抜けしたように、あひるが吐息を漏らした。

　そんな彼女の手を握りしめ、遊菊がいつになく真しん摯しにつぶやいた。

「よかったな、あひる」

　肩が震えている。

　亡くなった、恋人のことを思いだしているのかもしれない。

「おまえが助かって、よかった。あたし、何て言ったらいいかもわからない」

「ううん、それはこっちの台詞せりふよ、お姉ちゃん」

　あひるも遊菊の手を握りかえして、涙を浮かべたまま微笑ほほえんだ。

「ありがとう、お姉ちゃん。夢みたいだわ――なんか簡単すぎて、不安になるぐらい。でも、そういうものかもしれないわね。あたし、健康になれるのよね……」

　これまで我慢してきたものが、噴出したみたいに。

「行きたいところ、したいこと、たくさんあるの――もう、諦あきらめなくてもいいのよね。これまで切り捨ててきたもの、ぜんぶ拾い集めて、あたしはふつうの人生に戻れるのよね……もうこの気持ちをごまかす必要もなくなって――」

　陀だ衣いを見据えて、あひるは微笑ほほえんだ。

「嬉うれしい、あたし、ほんとに嬉しいわ」

「おめでとうございます、あひるさん」

　陀衣には他ほかに言えることがなかった。

「これまでの苦労が、報われたのですよ」

　自分のことのように、陀衣も嬉しい。

　希望と幸福が満ちあふれる。

　ハッピーエンドというのは、こういうことだろう。

　まさに夢のようだ。奇跡のようだった。

　御お伽とぎ噺ばなしのようだ。

　けれど、ここは現実で――。

　現実はいつも容赦がなく、残酷なことを、誰だれもが忘れていた。



「え……？」



　あひるが涙混じりに封筒から書類を取りだし、まじまじと眺めて、それから悪い冗談でも聞いたみたいに唖あ然ぜんとした。

　信じられない、という顔でみかんを眺める。

「うそ……こんなの、ほんとに……？」

「言ったであろう」

　この反応を予想していたのか、みかんは冷然と告げた。

「それが特効薬『人魚の肉』の効能じゃ。嘘うそは書かぬよ――どうじゃ、たしかに『病』は治るじゃろう？　少なくとも、そなたの命は救われる」

「だけど、こんなのって……」

　あひるが、ぐしゃ、と書類を握りしめた。

「こんなのってないわよ――」

「ゆっくり考えるとよい」

　書類の内容に目をとおしていない遊ゆう菊ぎくと陀衣が困惑するなか、あひるは歯を食いしばり、大声で怒鳴った。

「考える必要なんてない！　こんなの冗談じゃないわ！　あたしは『人魚の肉』なんか絶対に摂取しない！　『病』が治らなくてもいい、そのほうが上等だわ……！」

「その選択も、そなたの自由じゃよ」

　みかんが死んだ魚の目で、激げつ昂こうするあひるを不気味に見据える。

「どうせ時間は腐るほどある。そなたの命が尽きるまで、考えるがよい」

　ふらつきながら立ちあがると、『人魚』は嘲あざけるようにつぶやいた。

「何も捨てずに救われることなど、あると思ったのか……？　人間の命を奪う『病』を、そう簡単に駆逐できると考えたのか……？　浅はかじゃ、愚かじゃのう――けれど同情はせぬし、馬ば鹿かにもせぬよ。そなたの人生じゃ、好きにすればよい」

　血の気のないあひるから視線を逸そらし、吐き捨てるように。

「宴もたけなわ。しばし休むとよい。風ふ呂ろと寝床の準備ができたら、また呼びにくるからのう――それまでは、ごゆっくり」

　かるく会釈をすると、足を引きずりながら去っていく。

「『人魚の肉』を摂取しないなら、そなたらは『お客さま』ではない。明朝にでも手続きと身体検査をして、出て行ってもらうぞ。でもまぁ、結論を急がずに、一晩とっくり考えることじゃな……誰の幸福を得るために、誰の幸福を潰すのか――のう？」

　謎なぞめいた言葉を置き去りに、人魚姫の姿は消える。
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（あひるさん……）

　陀だ衣いはいかにもあひるが心配で、居ても立ってもいられなかったが。

（あの書類に何が書かれていたのか――相談してほしいですが、無理に聞きだすのはいけないことですよね……）

　どこか遠慮をしてしまって、あひるに声をかけることもできなかった。

　夕飯からしばし休憩し、風呂の準備が整ったからと大浴場へと移動するまで――あひるは押し黙ったまま、ずっと暗い雰囲気のままだった。

「ごめんね」

　廊下を歩きながら、あひるは呻うめいた。

「みかんちゃんが言ったみたいに、ちょっと頭を冷やして、一晩じっくり考えさせて――まだちょっと、混乱してるの……」

「おい、あひる」

　遊ゆう菊ぎくがそんな彼女の正面に回りこみ、肩を掴つかんで真しん摯しに言った。

「水みず臭くせぇじゃねぇか、ひとりで抱えこむなよ。詳しく説明しろ、あの書類にはいったい何が書かれてたんだ……？　『人魚の肉』ってぇのは何なんだ……？　どんな酷ひどい薬か知らねぇけど、あたしとおまえは一いち蓮れん托たく生しようだ――どんな残酷な展開が待っていても、ふたりで突破しようじゃねぇか」

「さ、三人ですよ生徒会長さん！」

　仲間はずれにされた陀だ衣いが必死に主張する。

「ありがとう、ふたりとも」

　あひるはわずかに微笑ほほえんでから、さらなる絶望の底に沈む。

「でも、ふたりがそんなに優しいから――あたしは、こんなに幸せだから……だからこそ、『人魚の肉』は受けいれられないのよ」

　不思議なことを、心底、恐ろしそうに。

「『人魚の肉』を摂取するってことは、『人魚』になるっていうこと……人間じゃなくなるってことなんだから――」

「ここが大浴場じゃ」

　三人の話を聞いているのかいないのか、無言で案内してくれていたみかんが、おおきな扉の前で立ち止まった。

「すまんのう、最下層には温泉もあるのじゃが、床などが水浸しでのう――せっかく入浴してもけっきょく足などが泥水で汚れてしまうので、こちらの大浴場を用いてもらう」

「へぇ、温泉なんかあるのかよ」

　遊ゆう菊ぎくの言葉に、みかんは頷うなずいた。

「もともとこの『竜宮城』は、温泉を見つけるために掘り進んだ地下の空洞を利用し、拡張してつくられておるのじゃ。地殻変動を起こさせた海底火山がそばにあるようでな、良質な温泉がいくつか湧わいておる」

　機会があったら案内しよう、と告げて――みかんは大浴場の扉を開いた。

「儂わしもついでに風ふ呂ろをいただいてもよいか？　儂はそなたらの世話役じゃからな……できるだけ、目を離さぬように申しつけられておるのじゃ」

「べつに構わねぇよ」

　遊菊があっさりと応こたえた。

「ひとりで風呂に入れるのか？　足、不自由なんだろ？」

「心配無用じゃ、もはや慣れた」

　その言葉にも表情にも、卑ひ屈くつなところはない。

「とはいえ、儂に付きあっておったら時間がかかるのでな――先に行くがよい。風呂からあがったら、ちょいと待っていておくれ。儂がそなたらを寝所まで案内するから」

「わかった。おぉ、立派な風呂じゃねぇか」

　不可思議な『人魚島』にはやや似合わない、町の銭湯のような脱衣所である。

　半端な時間なのであまり人ひと気けはないが、それでも何人かの人魚が例の至福の笑顔でぼんやり佇たたずんでおり、無言で動かないので、ぎょっとする。

　そんな彼女らを眺めながら、遊菊がロッカーのひとつを確保する。

「おっ、浴衣ゆかたが置いてある。風呂に入ったらこれに着替えればいいか。タオルもあるぞ――ほい、あひる」

「ありがとう、お姉ちゃん」

　受け取って、あひるは髪留めに手をかけて、ふと横を見て。

「あのう」

　困ったような顔で立ちつくす陀だ衣いが、そんな彼女に小声で問いかける。

「男湯って――どこにあるんでしょう？」

「きゃーっ!?」

　あひるはびっくりして、思わず悲鳴をあげてしまう。

「どうした？　何事じゃ？」

　水着を脱ごうとしていたみかんが、慌ててこちらに顔を覗のぞかせる。

　彼女はひとりで遠い位置の棚をつかっていたのだが――。

「な、何でもないの！　ちょっと足を滑らせて……！」

　あひるはそんな彼女を手を振って遠ざけ、それから陀衣を前後にがくがく揺さぶる。

「あんた何やってんのよ……!?　あんまりにも当たり前のようについてきてるから一瞬気づかなかったわ……!!　あんたねー、ここは女湯、わかる!?　あんたはこの場にいるだけで逮捕されちゃうのよ!?」

「ていうか、『女湯』とか『男湯』とかないんじゃね？」

　遊ゆう菊ぎくが風ふ呂ろ桶おけを抱え、呆あきれたようにつぶやいた。

「ここ、男性禁制なんだろ？　混浴っていうか、『女湯しかない』んじゃねぇの？　『人魚』どもは陀衣を『女』だと思ってるわけだし、『男湯に案内してくれ』なんて言うわけにもいかねぇし」

「そ、そうですよね」

　しゅんとして、陀衣は俯うつむいてしまう。

「ボート漕こいだりして汗をかいていたので、お風呂をいただきたかったのですが――女の子と一緒に入るわけにもいきませんからね。我慢します。ぼく、外で待っていますので……ゆっくりしていってくださいね」

「待て」

　去ろうとした陀衣の三つ編みを、遊菊が掴つかんだ。

「ひとりだけ風呂に入らないと怪しまれちまうぞ。男だってばれたら酷ひどい目に遭あわされるかもしれねぇんだ、なるべく『女』として不自然じゃねぇ行動をするべきだろ」

「え？　どういうことですか？」

　きょとんとする陀衣に、遊菊が邪悪な笑顔を見せた。

「つまり――」

　わきわきわき、と怪しげに指を動かして、遊菊が陀衣に襲いかかった。

「脱げ、ボブ！　『人魚』はうまくごまかしてやるから！　一緒にお風呂しようぜ！　前からおまえの身体からだがどうなってるか気になってたんだ！　さっき着替えさせたときも肝心なところは見られなかったからな……！　ほら、あひる足を押さえつけろ！　暴れるなボブ！　変なことしてるみたいじゃねぇか……!!」

「きゃーっ!?　いやーん!?」

「可哀かわい想そうな白しら鳥とりくん」

　あひるは溜ため息いきをついて、しっかり陀だ衣いの足を押さえつける。

「でも、仕方ないのよね……そうよね――」

「仕方なくないですよ!?　あひるさん目が正気じゃ――やめっ、わかりましたから！　ひとりで脱げますから！　トラウマになりそうな行為はやめてくださぁい！」

「……さっきから喧やかましいぞ、そなたら」

　みかんのほうが先に脱衣を終えて、全裸でぺたぺたと風ふ呂ろ場に向かうのが見えた。

「『人魚』たちは臆おく病びようなのじゃから、あんまり騒いでくれるなよ？」
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　大浴場は広々としていて、意外なほどに真新しい施設だった。

　何でも最下層の温泉が水浸しになって使えなくなってから、慌てて建造したものらしい。

　最新鋭の設備が揃そろった、とても清涼な空間だった。

　多種多様な風呂にサウナがあって、『人魚』たちが無言で入浴している。

　幸いにもお湯は温泉をひいているのか白濁していて、身体からだの線もそれなりに隠れる。

　あぶくの渦巻くお風呂に肩までつかって、陀衣は真っ赤になって縮こまるしかない。

「うう……」

　先ほど脱衣所で無理やり脱がされたので、陀衣は裸である。

　移動するときは念のため身体にタオルを巻いて隠した。

　それだけで意外なぐらいに誰だれにも気に留められなかったので、陀衣はわりと落ちこむ。

（は、はだかになっても男だと気づかれないなんて――ぼく、高校二年生なのに……成長期、こないんでしょうか？　ううん、希望を捨てちゃだめですよね……ぼくもいつか風ふう太たさんみたいに、立派で背が高くて、筋肉もついて、うう、ううう……）

　そんなことを考えている陀衣の横で、結局、水着のまま入浴することにしたらしい遊ゆう菊ぎくとあひるが会話している。

「ちょっとお姉ちゃん、だいじょうぶ？　顔真っ青よ？」

「うう……ボブのくせに――ボブのくせにっ……」

　遊菊は陀衣を脱がしてるときは楽しそうだったのだが、自分が男嫌いなことを忘れていたらしく、だんだん気分が悪くなってきたらしい。失礼な話である。

「あんな――男の、うう、見せやがって……もうお嫁にいけない……」

「じ、自分から無理やり見たんじゃないですか！」

　弱々しく啜すすり泣く遊菊に、陀衣もさすがに怒るしかなかった。

　見たほうも見られたほうも等しくダメージを負った、誰も救われない戦争のような結果になってしまった。

　そんな頭の悪い遣やり取りをしつつ、それでも三人は温かいお湯のなか人心地つく。

「ふうっ……」

　眠るようなリラックスした顔立ちになって、あひるが手足を伸ばした。

「気持ちいい――意外と疲れてたみたい、身体からだのあちこちが痛いわ」

「けっこう走ったりしたからなぁ。あひるは身体弱いし、あたしらもボート漕こいだりしたからなぁ。どれ、疲労回復のためにお姉ちゃんがマッサージをしてやろう。おいボブ、あひるの足を押さえつけろ！」

「さっきと同じ行動を!?　ちょっとは反省しなさいよお姉ちゃん!!」

「馬ば鹿かめ、同じじゃねぇよ！　あひるが相手だったら気持ち悪くなんねぇもん！　ほらボブ、さっさとしろ！　可愛かわいいあひるに公然とセクハラできるチャンスなんだぞ！」

「ていうか生徒会長さん、元気ですね――ぼく、荷物とかも持たされてたので正直もう動きたくない感じなんですが……」

　きゃあきゃあ暴れる女の子たちを眺め、変な気分になりそうだったので、陀だ衣いはお湯に口元までつかって赤面する。

「……うん？」

　そして不意に気づいた。

　正面、薬湯らしい不思議な色のお風ふ呂ろで――『人魚』がふたり、寄り添っている。どちらも陀だ衣いより年上の、同じくらいの年齢の女性である。



    

  
    
      



    

  
    
      　ふたりはぴったり密着し、互いの肌に触れあっている。

「あのひとたちもマッサージしてますね……どこかで頼めば、本格的なことをやってもらえるかもしれませんよ。ぼくは無理でしょうけど、ここ治療施設ということなので、疲労回復のために――って何してんですかふたりとも!?」

「取った、取ったぞーっ！」

「きゃーっ!?　返せあたしの乳ぱんつ!!」

「『乳ぱんつ』ってリアルで言ったやつ初めて見た！　ほらボブ見ろこれ、いつのまにかこいつお姉ちゃんのあたしよりおっぱいが――」

　暴れるあひるのそばで、彼女から奪い取った水着を振り回している遊ゆう菊ぎくだった。

　陀衣がこれまで見てきたなかで、いちばんアホな光景だった。

　さすがに陀衣も声をおおきくする。

「何してんですかーっ!?　あひるさん身体からだ弱いんですから、興奮させるようなことはやめなさい!!　ただでさえお風ふ呂ろのときは心臓に負担がかかるんですから!!」

「怒られた!?　だ、だって、あひるとお風呂するの久しぶりだったから……」

「昔はいっしょに入ってたんですか？」

「うん……。ちっちゃいころのあひるは可愛かわいかったのに。いつもは澄まし顔なのにお風呂のときはちょこまかついてきて『えへへ、お姉ちゃんと一緒にお風呂☆』って。あぁ、あのころはよかったなぁ、こんなに生意気じゃなかったもんなぁ、心も身体も」

「ちっちゃいころの話はしないで！　あと生意気な身体ってどういうことよ!?」

　何だかんだいって、あひると遊菊は仲良しである。

　いっしょにお風呂と聞いて、陀衣は遠い目をする。

（茜あかね子こさん――今ごろ、どうしてるでしょう）

　まだ仲直りもしていないのに、ずいぶんと離れた場所にいる。

（『夏学』の期間中でよかった、外泊してもそれほど心配はかけませんからね。でも、変にぎくしゃくしたままだったから、それが気がかりです――どうにも、近ごろ茜子さんとは噛かみあってない感じですよね……）

『夏学』でなければ、そして『人魚島』にいなければ、この時間は茜子といたはずだ。

　お互いの気持ちを話しあって、元通りの仲良し『兄妹きようだい』に戻れたかもしれない。

　それなのに、ふたりの関係はひび割れたまま。

　それを修復することもできずに、陀衣はこんな遠い場所にいる。

（何をやってるんでしょうね……ぼくは――）

　首をふる。

（ううん、あひるさんを助けると決めたんですから。そのために、今は努力しないと――何もできていないかもしれませんけど、あひるさんには、ぼくなんか必要ないかもしれませんけど……）

「な、なに？」

　じっと見つめているのに気づいて、あひるが遊ゆう菊ぎくから取りかえした水着を再びつけながら、頬ほおを赤らめる。

「じろじろ見ないでよ……えっち」

「え？　あ、べつにそういうわけでは――」

　どうにも、空回りしている。

　陀だ衣いもあひるもどこか気まずくなって沈黙し、隣りあわせで座ったまま俯うつむいた。

「んお」

　けれど遊菊が変な声をだして、居心地の悪い空気を破壊する。

「何やってんだあいつら……ほら、見ろよあれ」

　遊菊が示したのは、先ほど陀衣も見ていた、マッサージをしていた『人魚』たちである。

　否、それはマッサージではない。

　ふたりの『人魚』は抱きあい、絡まりあって、互いの首筋などに口づけをしている。

　見てはいけないものの気がして、陀衣は視線を外した。

　遊菊もさすがに戸惑っている。

「女同士で何してんだろうな……」



「あまり見ないでやっておくれ」



　不意に、みかんが泳ぐような滑らかさで近づいてきた。

　いつのまにか、同じあぶくのお風ふ呂ろにいたらしい。

「たまぁにおるのじゃよ、あぁいうのが――女だらけの島だからというのもあるが、ちょいと事情があってのう……『人魚』のすべてがあぁいう趣味というか性癖があるというわけでもないので、警戒はせんでもよいが」

　落ちつかない様子の陀衣たちを眺め、みかんは苦笑した。

「人間はのう、誰だれかを愛さずにはいられぬ生き物なのじゃろうな。だから『人魚』になっても、周りに女しかいなくても――誰かと触れあうことを望む。『人魚の肉』なんてものは、きっと傲ごう慢まんで無意味で、忌いまわしい薬なのじゃろうな……」

　あひるに視線を注いで、みかんは告げてくる。

「よぉく考えて決めることじゃ、得るものと失うものをな。幸せであればあるほど、『人魚の肉』を摂取することは苦痛となりうる。そして失うのは、自分だけではないのじゃ――周りのものの哀かなしみは、もしかしたら死なれるよりも深く重くなる」

　そして彼女は、陀衣と遊菊を睨にらむのだ。

「同時に、そなたらがあひるの重荷になり、枷かせとなっていることを知るがよい。こやつの命を救いたいなら、どうか優しくしないでやれ。それもひとつの愛じゃ。『人魚の肉』を摂取すれば、あひるの命は救われる。その決断をくだすには、そなたらの存在が邪魔なのじゃ。こやつに生きていてほしいなら、突き放す覚悟もするとよい」

　異形の魚のように、みかんはぬるりとお湯から上半身を晒さらす。

　橙だいだい色いろの髪の毛が、彼女の肌を彩っている。

「『人間』の幸福を捨て、『人魚』となるがよい。さすれば命は救われる。そしてそなたが生きていてくれることが、周りのみんなの慰めになる。どうすればいちばん誰だれも哀かなしまない結末に至れるのか、『人魚の肉』を忌避するそなたの気持ちが我わが侭ままではないか、よぉく考えることじゃな」

　そして彼女は至福の笑顔を浮かべると、ざぶざぶとお湯をかきわけて去っていった。

「…………」

　あひるは沈黙し、痛ましい表情で思い悩んでいる。

（あひるさん……）

　そんな彼女を助けたかったけれど、せめて支えたかったけれど、『人魚の肉』の正体がわからない陀だ衣いには――それはとても難しいことだった。

　優しくせずに、突き放す覚悟？

　どういうことだろう？

（それに……）

　陀衣は、みかんのことが少し気になっていた。

（みかんさんは、他ほかの『人魚』とはどこかちがう……あのひとは、何が目的なんでしょう？　しきりに、あひるさんに『人魚の肉』を摂取することを勧めているような――そのくせ、『人魚の肉』を肯定してばかりではなく、どこか忌いまわしそうに語っていますし……）

　それに彼女の去り際、いつも前髪で隠されている片目のあたりに、陀衣は無惨な疵きず痕あとを見つけた。

　幼い顔がん貌ぼうに刻まれた、哀しみそのもののような、あの破壊の跡。

（あの子はいったい……何なんでしょう？　それに、『人魚の肉』の正体とは……？）

　得体のしれない寒気をおぼえて、風ふ呂ろのなかだというのに、陀衣は震えあがった。
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　その日の夜はなかなか眠れなかった。

　寝所は広く快適で、布団も枕まくらも柔らかく心地よいものだったが――当然、陀衣を『女』だと思っているみかんが部屋をひとつしか用意してくれなかったのだ。

（ぼくは男だから、ちがう部屋を用意してください……とも言えませんしね）

　おまけに。

　ソファなどで離れて寝るのも、みかんが起こしにきたりしたとき怪しまれるし――ということで、陀衣も布団を使わせてもらった。

　問題なのは、布団の配置である。

（どうして、ぼくが真ん中なのでしょう……？）

　布団の並びは、じゃんけんで決めたのだが。

　陀だ衣いが真ん中で仰あお向むけになり、右隣にあひる、左隣に遊ゆう菊ぎく、という順番である。

　両手に花といえば聞こえがいいが、女の子に挟まれてどうにも陀衣は居心地が悪い。

（茜あかね子こさんが相手だったら、一緒に寝るのは逆に安心なのですけど……）

　疲れていたのだろう、早くも寝息をたてているあひるを眺める。

　クラスメイトの女の子の、いちばん無防備な表情。

　どきどきする。

（うー……眠れない……）

　閏うるう高校が誇る『三大美少女』の揃そろい踏み、というマニア（？）垂すい涎ぜんの光景なのだが、当事者の陀衣としては楽しんでいる余裕はない。

（嘘うそをついて、みかんさんたちを騙だましてまで、女性のふりをして『人魚島』に残ったのですけど――迷惑をかけているだけで、何もできていない）

　布団をおおきくかぶって、溜ため息いきを漏らす。

（ぼくは、いつもそうだ）

　眠れない夜には、どうして嫌なことばかり思い浮かぶのだろうか。

　早く今日を終わらせて、前向きに明日へと向かいたいのに。

　反省ばかりして、ちっとも先へと進めない。

（女の子らしい見た目を利用して、それで物事を解決しようとしている。男らしくなりたいなんて、強くなりたいなんて、我わが侭ままなうえ――ちっともそのための行動をしていない。口先ばっかりで、覚悟が足りなくて、ぼくはいつまでも『美少女』のまま……）

　おろした髪の毛が暑くて、指でひとつにまとめる。

　結わえたいが、まとめる紐ひもがない。

（髪、切りましょうかね）

　未練を、積み重ねてきた過去を、断ち切るように。

　自分のなかの『女の子らしさ』を、かたちから否定するために。

（けれど、『可愛かわいい』という要素を捨てることが、たぶんぼくは怖かった――他ほかには、何の取り柄もないのだと、甘えて、それに縋すがっている。ぼくは矛盾している。何ひとつ切り捨てることができないのは、ぼくが優しいからじゃない、弱いからだ……）

　自責ばかりが湧わいてくる。

（生徒会長さんは、ぼくに期待してくれている。けれど、あひるさんを助けることも、支えることもできていない。それなのに、茜子さんを哀かなしませてしまった。何もできない、それがもどかしいのに――成長できない、誰だれも助けられない……）

　顔を手でぐしゃぐしゃにして、陀衣は鬱うつ々うつと物思いに沈む。

（きれいなふりをした、ぼくはみにくい生き物だ）

「う……うう――」

　不意に声がする。

　陀だ衣いは物思いから醒さめて、そっと横に視線を向ける。

　遊ゆう菊ぎくが呻うめいている。

　昼間、起きているときの元気な彼女からは想像もできない――弱々しい姿だった。

　派手な服装と、高貴なアゲハチョウの飾りが消えて、虚飾のない脆もろく傷つきやすそうなひとりの女の子が残される。

　浴衣ゆかたを寝乱れさせ、額ひたいに熱さのせいでない汗をびっしりと浮かべている。

　彼女は陀衣に背中を向けて、どうやら悪夢に魘うなされていた。

　寝言が聞こえる。

「何もできない……何もできないよう――」

　その言葉が、陀衣の胸のなかに重い衝撃をもたらした。

（いいえ）

　首をふって、陀衣はそっと手を伸ばして、遊菊の汗を拭ぬぐった。

　そのまま赤子をあやすように、彼女の頭を撫なでる。

（いいえ！　あなたは立派に行動している。あひるさんを助けるために――二度と、あなたの恋人のように、不本意に命を奪われるひとがいないように……あひるさんを、守るために。何もできないなんて言わないでください……！）

　男嫌いの彼女に触れるのは、どうにも躊躇ためらわれたが。

　それでも彼女の悪夢を消し去りたくて、陀衣は寄り添う。

　傷つけることしかできないなら、誰だれにも関かかわらずに、縮こまっていたらよかった。

　この指先がすべてナイフのように、他人を痛めつけることしかできないなら、ずっと蹲うずくまっているべきだった。

　けれど陀衣は遊菊もあひるも、ちょっとでも幸せになってもらいたい。

　傲ごう慢まんなのかもしれない、自分などには不相応な願いなのかもしれない。

（それでも……）

　強くならなくてはいけない。

　髪を切るような、この身を削けずるような、努力をしなければいけない。

（泣かないでほしいです、誰にも……）

　不意に両親の葬式で、ずっと泣きじゃくっていた茜あかね子このことを思いだした。

　それまでは、陀衣のほうがよく泣く子供だった。

　今でも意地悪されたり、痛みを与えられたらすぐに涙目になってしまう。

　だけど意地でも泣かない。死んでも泣かない。

　自分たちを守ってくれる両親はいなくなった。

　だから陀衣は強くならなくちゃいけなかった。

　茜子の涙を拭うために、両目をしっかりと開いて、立っていなくてはいけなかった。

（会いたい……茜子さん――あなたがいれば、ぼくは強くなれる……。あなたがいて、初めてぼくは完成するのに。身体からだのいちぶのような、あなたがいなければ、片翼がもげたようになるのに……あなたから離れても、誰だれかを助けられると思った、ぼくが傲ごう慢まんでした）

　無性に『妹』に会いたかった。

　彼女を心に思い浮かべるだけで、気持ちはしっかりしていく。

「刻ときくん……」

　遊ゆう菊ぎくが陀だ衣いの指先を抱きよせるようにして、目め尻じりに涙を浮かべる。

　その熱を、陀衣は感じる。

　生命と感情と人間性のそのうつくしい爆発を、陀衣は愛おしく思う。

（ぼくは刻さんにはなれないけれど）

　遊菊の震えが収まるまで、陀衣は優しく彼女に寄り添った。

（せめて、夢のなかでは）

　その祈りが通じたのか、遊菊の寝息が静かになっていく。

（良かった……）

　安あん堵どして、陀衣は彼女に触れていた指先を離すと、再び仰あお向むけになった。

　遊菊に触れてその熱をもらって、やや気持ちも落ちついてきた。

　他人がそばにいるという実感は、とても心を穏やかにしてくれる。

　ようやく睡魔がやってきて、陀衣の意識をとろけさせていく。

　そのときだった。

「ありがとう、白しら鳥とりくん」

　ちいさく、金属質な声が響いた。

　あひるである。

　驚いて見ると、あひるが目を開いて、こちらを見つめていた。

　手を伸ばせば届く距離だ、吐息まで感じるようだった。

「すみません、あひるさん。起こしちゃいましたか」

「ううん、眠れなかったの。『人魚の肉』のこととか、いろいろ考えちゃって……」

　微笑ほほえみ、あひるは懐かしそうな表情になった。

「思いだすわね、白鳥くん家にお邪魔したときもさ――眠れなくて、白鳥くんを見たら、あなたも起きていてさ。変な話を聞かせちゃって、恥ずかしいなぁ」

「『変な話』ではないです」

　陀衣は、素直に告げた。

「打ち明けてくれて嬉うれしかったです。あひるさんを身近に感じて、その気持ちのいちぶでも話してくれて、幸せでした」

　いちど声にだすと、心のなかの感情が次々と言葉になっていく。

「あひるさんは、すごいひとです。ずっと――みんなに頼りにされて、相談にのって、周りのひとたちを助けていましたよね。たいへんな仕事を請け負って、誰かが困っていたらすぐに気づいて、いつでもがんばっていました」

「言ったわよね」

　あひるは寂しそうにつぶやいた。

「あたしは『良い子のふり』をしてるだけよ。格好つけてるだけよ……」

「これも、言いました」

　陀だ衣いは言葉を返す。

「たとえあなたの言葉がすべて嘘うそでも、あなたのしていることがすべて演技でも、それで救われているひとはいるんです。水面のしたで藻も掻がく白はく鳥ちようのように、うつくしいです。ぼくは、そんなあひるさんに――憧あこがれていたんです」

「あ、あたしに？」

　あひるは布団をかぶって、潜もぐっていってしまう。

「そんな、やだ……急に言われても――あたし……」

「みんな、ぼくと同じだと思います」

　陀衣は本音で語った。

「あなたを見ると、憧れずにはいられない。頼って、縋すがって、重荷を任せてしまう。天使みたいなひとです。だからこそ、あなたが悩みを打ち明けてくれたとき――ぼくは驚いて、同時に嬉うれしかったんです」

　間近から、視線が絡まりあう。

　ふたりは見つめあった。

「あなたを助けたいです。泣かないでいてほしいです。それが、ほんとの気持ちです。他人のために優しくなれるあなただから、救われなくてはいけないんです」

　そこまで語って、陀衣のなかにまた無力感が湧わいてくる。

「それなのに、ぼくは何もできていない。あなたのように、あなたを救えない。ぼくは格好いいあひるさんに憧れて、けれど、あひるさんのようにはなれませんでした」

「ううん」

　あひるは堪たまらなくなったように、手を伸ばし、陀衣をそっと抱きよせてくれる。

　お風ふ呂ろあがりの芳香と、燃えるような体温が、陀衣を包みこむ。

「あたしは天使なんかじゃないから、あたしの真ま似ねなんかしないで。白鳥くんは、白鳥くんとして――あたしを助けてくれているから。あなたは、あたしの王子様だから……」

　ぎゅうっと、あひるの指先にちからがこめられる。

　手放したら、二度と触れられないかのように。

（あひるさん……？）

　彼女の胸元に顔を押しつけられて、陀衣は窒ちつ息そくしそうになって、慌てて顔をあげる。

　あひるは震えていた。これから断頭台に臨む死刑囚のように。

「嫌だ……」

　それは独り言のようだった。

「『人魚の肉』なんか嫌だ……あんなもの、受けいれられない――死んじゃうようなもんじゃない、嫌だ、嫌だ……失いたくない、あぶくのように、消えちゃうのは嫌……あたしは『人魚』なんかにならない、たとえ死んでも――」

「あひるさん？」

　陀だ衣いは、思いきって踏みこんだ。

「何に悩んでいるのですか？　相談してください……『人魚の肉』の効能って、いったいどんなものなんですか？　苦痛はわかちあいましょう、ちょっとでも手助けできるかもしれません――ぼくは、あなたの『恋人』ですよ」

「うう……」

　あひるは呻うめいてから、神に祈るように。

「もしもの――話よ？」

　まるで、血を吐くように告げてきた。

「もしも、あたしの『病』が治るとして――命を奪われる可能性が、なくなるとして……。だけど、あたしとあなたが、未来永えい劫ごう、別れ別れにならなくちゃいけないとしたら――白しら鳥とりくんは、受けいれられる？」

　あひるの命が助かる。

　その代わり、あひると永遠に、お別れしなくてはいけなくなる。

　比ひ喩ゆなのだろうけど、あひるは切羽詰まった態度だった。

　冗談でもないのだ。

「ぼ、ぼくは――」

　陀衣は胸が抉えぐられるような感覚とともに、必死に言葉を紡いだ。

「それで、あひるさんが助かるなら……」

　遠ざかろう。あひるの命が救われるなら。

　彼女と二度と関かかわらない、そんな未来を選べると思う。

　あひるには生きていてほしかった。幸せに笑いながら。

　その人生を得るために陀衣の存在が邪魔だというのなら、陀衣は彼女から遠ざかる。

　自分の気持ちを殺して。

　寂しくても、たぶんきっと――彼女の前から去るだろう。

　金かね城しろあひる。

　憧あこがれの女の子。

　優しくて傷つきやすくて、無理をして失敗してばかりで、そんな彼女が無慈悲に命を奪われることなく――生きていけるなら。

　陀衣は自分の存在なんか、どこか遠くに放ほうりだしても惜しくない。

「そっか……」

　あひるは、この世でいちばん寂しい表情をした。

　親に捨てられた子供みたいな。

　天国から追放された、天使のような。

「あたしから離れても、平気なんだ……」

「そんなことは、言ってません。できるなら、あひるさんと離れたくは――」

「そんなこと言ってる！」

　あひるは叫んだ。遊ゆう菊ぎくが起きてしまいそうな、押し殺してはいたがよく響く声で。

「あたしを助けるためなら、あたしから遠ざかることができるって、優しいけど残酷よ――それって結局さ、あたしのことをさ……何もかもを捨てるほどには、常識とか良心とか、あたしの命すら蔑ないがしろにするほどには、好きじゃないってことじゃない……」

　それは複雑な言葉だった。

　だからこそ、純粋な感情だった。

「わかってる、この気持ちが一方通行だってことは――白しら鳥とりくんは優しいから、あたしを見捨てられないだけで、人生すべて捨てちゃえるほど好きじゃないんだ……。当たり前よ、あたしたちは家族でも恋人でもない、出会ったばかりよ、本心を打ち明けたのはあたしだけよ、それすら届いてないわよ、大好きなのはあたしだけよ……」

　あひるは両目に涙をいっぱい浮かべると、陀だ衣いのおでこに唇を寄せる。

「あたしは好き、好き、好き……！　こんなに言ってるのに、どうしてわかってくれないの……？　あたしと同じ気持ちを抱いてくれるなんて、期待できるほど一緒にすごした時間はないし、あたしが一方的に好きなだけで、あなたはそれに付きあってくれてるだけで――だけど、あたしはあなたに、あたしの命を蔑ろにするぐらいに、我わが侭ままに、好きになってほしいのに……！」

　零距離で、密着して、あひるの魂が慟どう哭こくする。

「聖者みたいな顔しないでよ、お手本どおりに応こたえないでよ、あなたがみにくい人間なのは、あたしだけは知ってるのに……！　格好つけないでよ、うつくしくなろうとしないでよ、あたしたちは独り善がりでみにくくて、似たもの同士なのに……！」

　声が弱々しくなっていく。

　彼女の身体からだに仕込まれたブレーカーが、ある感情が高まりすぎると働く、彼女を眠りに誘う薬品が――おそらく作動したのだろう。

　両目は閉じられ、脱力し、それを嫌がるように、あひるは両目をごしごしと擦こすった。

「嫌だ……」

　そして赤ん坊のように、喘あえぐのだった。

「遠い、遠いよう……白鳥くん、寂しいよう……」

　けれど薬物に、いつだって人間の精神は勝てない。

　あひるの意識は途絶え、彼女の全身からちからが失われる。

　その顔はいまだ陀衣に密着していて、身体の多くもそれは同様だった。

『妹』のものとはちがう、異性の、女の子の身体。

　陀衣は頭が真っ白になる。

　その瞬間は、思考も感情も――何もかもが消え去って、陀衣は純粋になった。

　衝動が溢あふれてきて、すぐそばにあるあひるの肩を抱きよせる。

　夢中で、あひるの唇を奪った。

　何度も。

　ナイフを突きいれるような、罪悪感とともに。

（あひるさん……）

　やがて我を取り戻すと、自分のしたことが信じられなくて、陀だ衣いは後悔に沈む。

　自分が自分ではなくなっていた。

　否、あらゆる虚飾を振り払って、本来の自分が表出してきたのか。

　できることなら、この女の子と――。

（だめだ……）

　陀衣はあひるから離れて、布団をかぶり、世界のすべてを拒絶する。

（このままじゃ、だめだ……）

　茜あかね子この名前を、心のなかで何度も呪じゆ文もんみたいに唱える。

　夜明けは遠く、陀衣のなかで育ちゆく感情が、花開く前に――。

　無慈悲な現実が、仮かり初そめの『恋人』に襲いかかる。
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　丑うし三みつ時。

　魑ち魅み魍もう魎りようが溢あふれかえるという、禍まが々まがしい刻限。

　地下に位置する『竜宮城』には、外からの環境雑音はほとんどない。

『人魚』たちにも夜更かしの習慣はないので、無音で、真っ暗くら闇やみだ。

　眠れなかったらしい客人も、ようやく静かになったので――頃ころ合あいを見計らって、みかんは彼らの部屋の前に立つ。

（ようやく睡眠薬が効いてくれたか……）

　夕ゆう餉げで振る舞われた料理に、みかんが手をつけなかったのは、あのとき語ったように間食が良い顔をされないからだが――それ以上に、支給された睡眠薬をこっそり振りかけた料理やジュースを、口にしないためだった。

（最初から薄められているような、あまり効果もない睡眠薬じゃ――怪しげな場所にいる緊張感のせいで、こんな時間まで深い眠りは訪れんかったようじゃが。いちど眠りに落ちれば、朝までぐっすりじゃろう）

　障子を開き、みかんは内部を覗のぞきこむ。

　三人ともよく眠っているようで、寝息は穏やかだった。

（金かね城しろあひるは、どこじゃ……うむ？）

　みかんは真まっ直すぐに、いちばん奥の布団にいるあひるのもとまで辿たどりつく。

　足を引きずっているうえ、音をたてないように気をつけたので、時間がかかったが。

　ペンライトで髪の色を見て、間違えることがないように確認をしてから――みかんは、慎重にあひるを引きずっていく。

　不自由な足腰では、なかなか大変な作業だったが。

　みかんには目的意識があり、焦燥感もあった。

（こんなチャンスは、二度と巡ってこないかもしれぬ……）

　額ひたいに汗を浮かばせたまま、ずるずると室外へと向かう。

　途中、何度も転びそうになりながら、あひるを背負い――引きずって、そのままどこへともなく去っていく。

（そなたが悪いのじゃ、とは言わぬ――けれど『人魚の肉』を受けいれぬならば、儂わしにとっては都合がよい。すまぬが、利用させてもらうぞ……）

　彼女を助けるために、これまで努力してきたのだろう――遊ゆう菊ぎくと陀だ衣いをわずかに見つめて、みかんは申し訳なくて俯うつむいた。

（そなたらを最初に発見したのが、儂だったことを……不運と思っておくれ）

　それからは振りかえりもせずに、あひるを何ど処こかへと運んでいく。

（さぁ、魔法を始めよう。悪意に満ちた恋の魔法。解とけてしまった、人魚姫の魔法を――玉手箱の煙をかき集めて、御お伽とぎ噺ばなしに結末を与えようぞ……）

　そして人魚姫は、深い海の底のような闇へと消えていく。
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『兄』には秘密にしているけれど、茜あかね子こはたまに学校をサボっている。

　どうしても観みたい映画が昼間にしかやっていないとき、教師やクラスメイトに嫌なことを言われてしまったとき、そんな理由がなくても、ふらふらと学校以外の場所へ行きたくなって――たいていは天気のいい日の昼休みなどから、教室を脱ぬけだしてしまう。

　そんなふうに『早退』することはあっても、朝は『兄』と一緒に登校するから、まるまる一日お休みすることは滅めつ多たにない。

　むしろ茜子が学校から離れるのは『兄』と一緒にいられないからで、早朝や夕方以降のふたりっきりの時間はとても愛していた。

（うにー……）

　けれど現在は『夏学』で、朝も昼も晩も『兄』には会えない。

　物理的にも、心理的にも、どこか遠い。

　このまま当たり前の日常を送り、いつもと同じようにすごしてしまえば、『兄』との距離が開いたこの状況すら当たり前になってしまいそうで――怖くて、茜子は朝から登校を拒否し、真まっ直すぐに自宅へと向かった。

（うにっ）

　コンビニで買った菓子パンで朝と昼のご飯をごまかしながら、自分と陀だ衣いの部屋で丸まって、アルバムを開いていた。

　積み重ねてきた過去が記録された、むかしの写真などを見ていると、心が落ちついた。

『未来』を遠ざけ、『現在』を見ないふりして、ひたすら『過去』の絆きずなに耽たん溺できしているのは――後ろ向きだとは思うけれど。

（にいちゃん……）

　心を落ち着けて、『兄』との愛情を再確認して、地に足をつけて彼と相対したかった。

　自分たちは大丈夫なのだと、また仲直りして、いずれ幸せな明日へと辿たどりつけるのだと――信じたかった。

　目元をぐしぐしと拭ぬぐって、茜子は巨大なクッションに背中を預け、足を投げだして座ったまま――分厚いアルバムをめくっていく。

　むかしの写真には、幸せしかない。

　まだ存命だった両親を独り占めして、彼らの腕にぶらさがっている茜子。

　その後ろから、ゆっくりとついてくる陀衣。

　茜子はむかしから甘えんぼで、両親にべったりだった。

　もともと両親の息子だったのは陀衣のほうで、茜子は『兄妹きようだい』の風習のために交換された、血の繋つながらない『妹』なのだ――と知ってからは、さらにその傾向は強まった。

　血が繋がらないからこそ。

　それ以外の絆きずなを求めた。

　他人だからこそ。

　そんな断絶は埋めてしまえる、溢あふれるほどの愛情を求めた。

　むかしの茜あかね子こは、両親の好意を得るために、陀だ衣いを蹴け落おとすようなことまでやった。

　対抗心を燃やして、『茜子とにいちゃん、どっちが好き？』なんて聞いたりして。

　それは自分が他人であるという、不安の裏返しだったのだろうけど。

　当時から『病』に蝕むしばまれ、自分たちの寿命が残り少ないことを悟っていた両親は――そんな我わが侭ままな茜子と、おとなしかった陀衣をよく抱きよせて、静かに諭さとしてくれた。

『兄妹きようだい』は仲良くしなくてはいけない。

　陀衣はぼんやりしているから、しっかりものの茜子が守ってあげなさい。

（パパ……ママ……）

　思いだしてしまって、茜子はぬいぐるみを抱きしめる。

（ごめんね、茜子、しっかりしてないよ――）

　写真のなかの両親に、指先で触れる。

　距離は遠く、冷たい感触しかない。

（にいちゃんに、守ってもらってばかりだよ……）

　だって陀衣はいつだって揺るぎなく、優しくうつくしく、立派な『兄』だった。

　茜子が手出しできる、隙すきも弱みもなかった。

　茜子はひたすら甘えるだけで、生活は満ち足りていた。

　たぶん陀衣は無理をして、がんばって、立派な『兄』を演じていたのだろうけれど。

　それに依存するだけで、茜子は彼の痛みにも苦しみにも気づかないふりをしていた。

　たぶんもう限界なのだろう。

　今までのままでは、いられないのだ。

　陀衣は成長し、変わりゆく。

　茜子も磨すりへりながら、育っていく。

（どうしたらいいの？　教えてよ、パパ、ママ――にいちゃんと会いたいよ、仲直りがしたいよ、いつもみたいに抱きしめてほしいよう……）

　ふと気づいた。

（むかしは茜子、三つ編みじゃなかったんだっけ――）

　当時の写真を見ると、茜子はあひるみたいに、頭の左右で髪の毛を結わえていた。

　猫の帽子もかぶっていない。

　帽子は両親に遊園地で買ってもらった思い出の品だが、三つ編みはどうして……？

（そっか）

　ある時期から、茜子は陀衣と同じ髪型になっている。

（あのときから、茜子とにいちゃんはふたりでひとつになったんだよね……）

　目を閉じて思いだす。
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　両親が亡くなって、この世界に取り残されて。

　茜あかね子こは『自分』をどこに置いたらいいのかわからなくて、途方に暮れていた。

　これまでは両親に寄り添って、甘えて、ずっと抱きついていればよかった。

　それが心地よく安心で、茜子のすべてだった。

　けれど両親は、『病』に奪い去られた。

　それが『病』のせいなら、『恋愛』のせいなら――。

　茜子はそのすべてを憎む。

　幼い子供どうしの生活だ、茜子と陀だ衣いは周囲に支えられながら、それでも失敗と困難の多くを自分たちだけで乗りこえなくてはいけなかった。

　茜子は嫌だった。料理も洗濯も、買いだしも電球の交換も、何もかも面倒でつらくて誰だれか他人にやってもらいたかった。

　茜子はいかにそれまで両親に守られ、多くの苦役をこなしてもらっていたか知ったが、それらすべてを受けとめるには幼く非力だった。

　陀衣は一生懸命だった。

　もちろん最初から巧うまくできるわけがない。

　失敗を積み重ねながら、必死にそれらの仕事を覚えていった。

　茜子がただ泣きじゃくっているうちに、確実に生き抜く方法を覚えていった。

　茜子はそんな『兄』を薄情と思った、酷ひどいものだと感じた。

『兄』は泣かなかった。死んでも泣かなかった。

　涙を忘れ、弱音のひとつも漏らさずに、淡々と日々を消化していった。

　パパとママが死んだのに。

　もう二度と会えないのに。

　自分は血が繋がってるくせに。

　薄情者。残酷な、冷血人間。

　茜子はそう思った。

　陀衣という怒りの矛ほこ先さきを見つけることで、哀かなしみをごまかそうとしていたのだ。

　今ではそう思える。

　けれど当時の茜子には湧わきあがる感情をひたすら他人にぶつけることしかできず、陀衣に世話を焼いてもらいながら、それでも彼を手酷く罵ののしり、傷つけた。

　我慢ができなくなった夜があった。

　家のどこを捜し回っても、両親がいない。

　一日中探しつづけて、でたらめに電話をかけて、両親の所在を確かめようとした。

　どこを歩いても、どんな声をだしても、両親は応こたえてくれない。

　あぁ『いなくなって』しまったのだ――その事実を受けとめることができなくて、茜あかね子こは両親を捜すために、夜の町へと飛びだした。

　限界だった。

　両親のいない場所で、これ以上、暮らすことはできなかった。

　血も涙もない、淡々と日々のお仕事をこなす『兄』と、もう顔をあわせたくなかった。

　あんなのと暮らすぐらいなら、独りのほうがよかった。

　両親を捜す旅にでるのだ。

　後先を考えない衝動で、茜子は温かな家に背を向けた。

　そんな幼い子供の逃避行は、すぐにお終しまいになる。

　くたびれるまで歩いて、お腹なかをへらした茜子は、誘惑に負けてファミレスへと入った。

　両親につれられて何度か行ったことがあるが、注文の仕方もわからなかったのだけど。

　不審の視線を向ける店員に、茜子は大好きなメニューを注文した。

　オムレツ。ハンバーグ。デラックスパフェ。

　これからは、好きなものだけ食べるのだ。

　何も我慢しないのだ。

　もう苦しいのも痛いのもつらいのも嫌だった。

　目障りな『兄』から離れ、自分だけで生きていける。

　美お味いしいものばかり食べて、寝たいときに寝て、気持ちのいいことだけ受けいれよう。

　そうしないと、たぶん茜子は――もう壊れてしまう。

　喉のどが渇いていたので、お冷やをがぶ飲みして。

　届いた注文の料理を前に、茜子は無理して笑った。

（わぁい、大好きなものばっかり！　これからは毎日、こんなのばかり食べられるんだ――お金はまだまだあるし、茜子は独りでも大丈夫だし……茜子、幸せ！）

　フォークを握りしめて、オムレツを切り分ける。

　震える指先で、一切れだけを口のなかに放ほうりこんで。

（…………）

　茜子はもう、駄目だった。

（……おいしくない）

　フォークを置いて、それ以上、料理に手をつけることもできずに。

　頬ほおを涙が伝っていく。

　もう嫌だ。

　もう嫌だ！

（パパ！　ママ！　パパ！　ママ！　嫌だ、嫌だ！　いなくなっちゃ嫌だ！　死んじゃわないで！　茜子を置いていかないで！　茜子を独りにしないでえ！）

　大口を開いて、わんわん泣いた。

　涙は止めどなく溢あふれて、声はすでに悲鳴のようだった。

　そうして、どれだけ魂を磨すりへらすようにして泣いていただろうか。

　ファミレスの扉がおおきく開いて、店員の脇わきをすりぬけて、ものすごい勢いで誰だれかが飛びこんできた。

　そして茜あかね子この正面に辿たどりつく。

　たぶんちいさな子供がひとりでファミレスに入ったことを不審に思った店員が、家に連絡してくれたのだろう。

　迂う闊かつな茜子は、問われるがままに、名前と電話番号を店員に教えていた。

　その知らせを聞いて、真まっ直すぐに駆けつけてくれたのだ。

　それは頼りなくて、ぼんやりしていて、血も涙もないはずの『兄』だった。

　両親が死んでも泣くこともなかった、陀だ衣いだった。

（にいちゃん……）

　茜子は驚いて顔をあげた。

　急に恥ずかしくなって、彼から遠ざかろうとした。

　そんな茜子の肩を陀衣が抱きしめた。

　無言だった。

　しばし、声がでないようだった。

　顔をあげた陀衣を見て、茜子は驚いた。

　そのうつくしい双そう眸ぼうから、光の粒が零こぼれている。

『兄』が人前で泣くのを見たのは、それが最後だった。

（にいちゃん……）

　言葉は要いらなかった。その涙で充分だった。

　哀かなしいのは自分だけではなかった。

　寂しいのは、苦しかったのは、自分だけではなかったのだ。

　泣きたいはずだった。

　けれど陀衣は涙を堪こらえていたのではないか。

　何のために？

　誰のために？

　茜子には、ぜんぶわかってしまった。

（にいちゃん、ごめんなさい）

　お互いが身体からだのいちぶのように、しっかりと抱きあって、幼かった『兄妹きようだい』は深夜のファミレスで泣きじゃくった。

（もう茜子、どこにもいかない。にいちゃんを置いていかない。独りにしないよ。独りじゃなかったんだ。にいちゃんがいたんだ。にいちゃん……）

　ふたり手を繋つないで帰って、ちょっとだけお説教をされて。

　ふたりは本当の意味で、家族になったのだ。

（これ、見て）

　その日のうちに、茜あかね子こは髪型を変えた。

『兄』と同じ三つ編みにした。

（また茜子がいなくなったときに）

　照れ隠しに、そんなことを言ったけれど。

（にいちゃんが、見つけやすいように）

　ほんとはかたちのうえだけでも、『兄』と一緒になりたかった。

　同じものになりたかった。

　家族になりたかった。

　茜子は変わった。

　すぐに聖人君子にはなれるはずもなくて、喧けん嘩かばかりだったけれど、だからこそそんな日々を積み重ねてゆっくりと絆きずなを紡いでいった。

　両親を奪った残酷な世界に、潰つぶされないように、ふたり肩を寄せあって生きてきた。

　守られてばかりだった。

　甘えてばかりだった。

　茜子は自分の要求ばかり叶かなえてもらって、『兄』に依存し、独占してきた。

　その罰が当たったのだとは思わない。

　けれど『兄』とまだ幸せに暮らしたいのなら、茜子は変わらなくてはいけなかった。

　さまよい、傷ついていく陀だ衣いの心を。

　今度は茜子が見つけて、抱きしめてあげなくてはいけないのだ。

　自分も苦しいはずなのに、『妹』のために死んでも泣かなくなった、優しくて強くて、大好きな『兄』のために。

（わかったよ、パパ、ママ）

　茜子は努力する必要があった。

（今度こそ言いつけを果たすよ。ぼんやりしてるにいちゃんを、茜子が守るよ。逃げるのも隠れるのも見ないふりするのも、もうお終しまい。喧嘩なら何度もしてきた。そのたびに茜子たちは『家族』になっていった）

　決意し、立ちあがる。

（今回も同じだもん）

　気合をいれるために、自ら頬ほおを叩たたく。

（ぜったいに負けないよ）

　そして学校へ向かおうとすると、同時に携帯電話が鳴った。

　うにっ、と首を傾かしげて、ポケットに手をつっこむ。

　綺き麗れいな音色が垂れ流されるなか、画面の表示を見ると『吟ぎんちゃん』とあった。

　学校を無断で休んだ茜子を心配して、親友が電話してくれたのだろう。

　茜子はアルバムを元あった場所に収納しながら、通話ボタンを押す。

「うにーっ？」

『あ、もしもし茜あかね子こか！　わたしだ、吟ぎんだ！』

「うにうに」

『今日は学校を休んでどうしたのだ!?　べつにおまえの場合、珍しくもないが、近ごろちょっと様子がおかしかったから心配で――風か邪ぜなどをひいているわけではないのだな!?　今どこにいるのだ!?』

「うにっ、うににーっ」

『ていうか人間の言葉で喋しやべってくれないか？　わたしのレベルではまだ茜子語をかんぜんに理解はできんのだ』

「仕方ないなぁ、吟ちゃんは」

　吟の声を聞くと、茜子は安心する。

　吟には裏表がない。

　不器用だけど、純粋だ。

　ひねくれている茜子には、彼女の存在がとても眩まぶしく羨うらやましい。

　正反対だからこそ、何でも話せる親友になれた。

　ちょっと『兄』にも似ているところがあるし。

　心配性なところとか……。

『馬ば鹿かを言っている場合ではない。今どこにいるのだ？　体調を崩したり、怪け我がをしてるわけではないのだな？』

「いまは自分の家にいるよ～。あと元気だよ～？」

　茜子は気楽に応こたえて、玄関で靴を履く。

　気持ちの整理はできたし、学校へ向かおうと思ったのだ。

　いつだって逃げているのではなく、回り道をして、それでも前へ進んでいるのだと茜子は信じていた。

「どうしたの？　なんか大慌てしてる感じだけど――」

　さすがに吟の声に尋常ではない雰囲気を感じて、茜子は怪け訝げんになる。

「何かあったの？」

『いいか、茜子。冷静になってよく聞くのだ』

　吟は静かに告げてきた。

『陀だ衣いが昨日から帰ってこないそうだ。連絡はあったから無断ではないが、あの金かね城しろあひるや生徒会長とともにどこかで外泊しているらしい――茜子は、知っていたか？』

　茜子の手のなかから、携帯電話が滑り落ちる。
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『何でも生徒会長の家族を名乗る黒ずくめの男から、生徒会長と陀衣のクラスの担任教師に連絡があったそうなのだ。ほら、金城なんちゃらは陀衣と同じクラスだからな、一緒に伝えたそうだが――だからこそ、発覚したのだ。外泊している陀だ衣いと、少なくとも金かね城しろは同じ場所に宿泊している。若い男女がだぞ？』

　吟ぎんと通話しながら、茜あかね子こは必死に走る。

　目的地は公立閏うるう高校。

　茜子のマンションからはさほど遠くはない。

　中途半端な時間で人ひと気けもなく、車もあまり走っていないので邪魔するものは何もない。

　気が急せいて、足がもつれる。

　閏高校の校舎は町のどこからでも見えるが、いつまでたっても辿たどりつけない。

　夏の日差しがふりそそぎ、蝉せみが断末魔のように鳴き喚わめくなか、茜子は思考をぐちゃぐちゃにしながら駆けていく。

　外泊？

　陀衣が？

　金城あひると？

「聞いてない……」

　茜子はそれだけつぶやいた。吟が息を呑のみ、思案するような声をあげる。

『茜子にも無断だと……？　たしかに昨日のおまえらは珍しく喧けん嘩かしているような雰囲気だったが――茜子のほうが拗すねて連絡を遮断することはありえるが、陀衣は鈍感、あ、いや、善良だから何かあったなら気にせずに連絡をしてくるはずだ』

「吟ちゃんはたまにつらっと酷ひどいこと言うよね！」

　荒い呼吸の隙すき間ま、茜子は笑った。

　車が真横を通過し、三つ編みを跳ねあげる。

　汗が頬ほおをしたたり落ちた。

「そういえば昨日、茜子は怒っちゃっててあまり聞いてなかったけど――あひるさんとどっか行くとか、にいちゃん言ってたような……？　あぁもう、こんなことならもっと真ま面じ目めに聞いておくんだったよ！」

『今から悔やんでも仕方あるまい。ふむ、「公認カップル」となったとはいえ、さすがに外泊するなら「妹」に言こと伝づてするだろう。ほんとに「恋人」になったわけではなく、演技なのだろう？　疑われるようなことは、さすがにしないはずだが……』

　吟は陀衣への評価が非常に高いので、なるべく善意の方向で考えてくれる。

　ふつうなら浮気を疑い、罵ののしり、唾だ棄きしている状況である。

『陀衣の性格なら、茜子を蔑ないがしろにして浮気するようなことはありえん。だが、流されやすいやつだからな……誘われるがままについていって、いつのまにか外泊することになって、今ごろ困ってるのかもしれん』

「にいちゃん、びっくりするほど無警戒だからね……」

　茜子は不安になって、いちど立ちどまると呼吸を落ちつけた。

「外泊する理由は？　えぇっと、その黒ずくめのひとは何て言ってたの？」

『よく知らん。うちの風ふう太たが生徒会長と同じクラスでな、彼女が外泊するということで大騒ぎになっていたとかで、陀だ衣いが関係あると知ってわたしに教えてくれたのだが。あいつは説明が下へ手たなのでわからんかった。何でも誤って遠い島まで行ってしまって、その日のうちに帰ってこれなくなった……とか』

「島？」

　何で島なんかに？

　それとも島というのはただの方便で、他ほかに外泊した理由でもあるのか？

　茜あかね子こはおおきく深呼吸すると、再び走りだす。

　もう学校は目と鼻の先だ。

「みんなが一緒に寝泊まりする『夏学』の期間中だし、外泊すればすごく目立っちゃう。きっと、泊まっていかなくちゃいけなかった理由があるんだよ。予想外の、仕方ない理由が――そうでなきゃ、嫌だよ」

『たしかに時期は不自然だな。派手好きな生徒会長がいるとはいえ、若い男女が外泊なんて悪い噂うわさを流してくれといわんばかりだ。ちょっと待ってろ、風太にあらためて事情を確認してみる。もうすぐ次の授業が始まるから、その前になんとか……』

（にいちゃん……）

　茜子は焦燥感にかられ、心のなかで『兄』に呼びかける。

（いったい、にいちゃんは何に巻きこまれてるの？　あひるさんと、関係のあること……？　何かの問題にぶつかって、悩んでるなら、どうして茜子に相談してくれないの？　これまでずっと、ふたりでひとつだったのに……）

　校門まで辿たどりついて、疲れ果て、肩で呼吸をする。

（茜子が頼りないから……？　『心配かけたくない』とか『茜子には期待しない』とかで、だから、関かかわらせてくれないの……？　茜子はにいちゃんにとってただの重荷で、守るべき対象で、仲間ですらないの？　いっしょに苦しむこともできないの……？）

　心配されている。

　危険から、苦難から、遠ざけられている。

　それは陀衣の優しさなのだろうけど。

　それが身をひきちぎられるほどに、茜子にはつらかった。

　おまえなんかいなくても生きていけるのだと、宣告されているようだった。

　守られているのは、支えられているのは、甘えているのは、茜子だけだった。

　茜子が陀衣にしてあげられることは、ほんとうに何ひとつないのだろうか？

（うん……？）

　茜子は顔をあげて、唖あ然ぜんとする。

『夏学』の期間中は、体育はプールか海での水泳である。

　なのでだだっ広い校庭は使われておらず、誰だれもいない。

　そのはずなのに、不自然な人物がひとり歩いている。

　校舎の裏にある駐輪場に向かっているようだ。

　陰にとろけるように消えていく。

　茜あかね子こはある確信を抱いて、その人物を追いかけた。

「吟ぎんちゃん！」

　電話に呼びかける。

　だがとうに通話は切れていて、電子音だけが返ってくる。

　それでも構わずに、思考を整理するために、茜子は独りごちた。

「にいちゃんたちが外泊するのを先生とかに伝えたのは、黒ずくめのひとだっていう話だよね……？」

　こんな焼け焦げるような真夏日に、熱を吸収しやすい漆黒の色彩の――長なが袖そで長ズボン。

　他ほかにこんな奇特な格好をしている人物がいるとは思えない。

　学校だし、みんな制服だから、私服を着ているというだけで余よ所そ者だとわかる。

　あの黒ずくめは、『兄』が巻きこまれている出来事の関係者だ。

　どことなく怪あやしい雰囲気なので、近づくのはやや躊躇ためらわれたが。

　迷ってはいられない。

　必死で駆けて、駐輪場に辿たどりつく。

　誰だれもいないその場所で、裏門からこっそりでようとしている黒ずくめに呼びかける。

「ちょっと待って！」

　黒ずくめは不思議そうに振りかえって、茜子を眺めた。

「…………」

　しばし何事かを考えていたようだったが、意外と若い――陀だ衣いなどと同年代だろうその男の子は、愛想笑いも浮かべずに告げてきた。

「あぁ、ちょうどよかった」

　不可思議なことを。

「ちょっとお話をいいかな、花か々が見み茜子ちゃん？」



＃　＃　＃



　野生の猫みたいに、相手を睨にらみつけたまま後ずさる茜子に、男の子は微笑ほほえんだ。

　目だけは笑っていない、つくりものみたいな笑顔だった。

　顔立ちは意外と綺き麗れいなのに、どこか胡う散さん臭くさい雰囲気で台無しにしている。

「そう警戒しないでほしいけどね」

　ゆっくりと近づいてきて、彼は茜子のそばで立ちどまる。

　背は男の子にしては高くはないが、茜子よりはある。見下ろされる。

　気がつけば背後が校舎の壁で、追いつめられた気分になる。

「あ……」

　茜あかね子こは勇気を振り絞って、いざとなれば誰だれかを呼べるぞ、と主張するために携帯電話を相手に見せつける。

「あんた、何？　何で茜子の名前を――」

「ある程度のことは調べたんだよ」

　男の子の口調には威圧的なものはないが、奇妙な居心地の悪さがある。

　発する言葉がぜんぶ嘘うそみたいな、得体のしれない声音だった。

「情報収集とか得意なの、僕。あぁ、あらためて初めまして――僕の名前は黒くろ沼ぬま音おん忠ちゆう。紫し舞ぶ沢さわ遊ゆう菊ぎくの『弟』で、金かね城しろあひるの幼なじみ」

　不気味なほどに穏やかに、音忠と名乗った男の子は告げてくる。

「よろしく」

「に、にいちゃんのこと、何か知ってるんだよね……？」

　相手のペースに呑のまれそうだったので、茜子は意地のように声をだした。

「にいちゃんたち、どこにいるの？　どこで何をしてるの？　何で外泊なんて……」

「…………」

　音忠はしばし、茜子を品定めするように眺めていたが。

「よし決めた」

　勝手にそんなことを独白すると、茜子に親しげな笑みを見せた。

　そして唐突に告げてくるのだ。

「金城あひるは『恋の病』だ」

　こちらの話をまるで聞かない、銃弾のように無遠慮な言葉だった。

「恋をすると死んでしまう……けれど、金城あひるは恋をしてしまった。その相手は白しら鳥とり陀だ衣い。恋を諦あきらめることもできず、けれど相手に自分の気持ちを告げることもできずに、金城あひるは徐々に命を削けずられながら必死に生き延びる方法を捜している」

「…………」

　茜子はどこか他ひ人と事ごとのようなその言葉に、驚いていた。

　やはり、あひるは『恋の病』だったのだ。

　そして陀衣のことを好きなのだ。

　薄々と察していたが、明言されると、その重さは予想以上のものだった。

（そんなの……）

　茜子は俯うつむいた。

（ずるいよ。にいちゃんを好きなせいで、死んじゃうなんて――そんなこと、にいちゃんが知ったら……ぜったいに責任を感じる。もう、あひるさんと離れられなくなる。『恋の病』は治らないんだから、そのまま、あひるさんが死んじゃったら……）

　ぞくりと背筋が粟あわ立だった。

（にいちゃんは永遠に、あひるさんを忘れない。その死を背負って生きていく。茜子と結ばれても、幸せになっても、ずっとその痛みを抱えたまま――）

　茜あかね子こは首をふった。

（嫌だ、そんなのは酷ひどいよ。にいちゃんを傷つけないでよ……）

「君にとって都合のいい事実が、ひとつある」

　音おん忠ちゆうは悪魔のように、太陽を背にし、表情まで黒色に包まれて告げてきた。

「まだ白しら鳥とり陀だ衣いは金かね城しろあひるが『恋の病』であることも、その気持ちが自分に向けられていることも知らない。ぼんやり察しているかもしれないけど、確証はないから断定できていない。金城あひるも同情で白鳥陀衣の気持ちを自分に向けたくないし、今の関係を壊したくないから、言いだせないでいる」

　それは悲劇のようだった。

　どことなく、浪漫ろまんちっくなすれちがい。

　けれど。

「だからこそ」

　音忠は言葉を重ねる。

「今はまだ手遅れじゃない。ふたりは確実に破滅へと向かっているけれど、今ならその哀かなしみしかないバッドエンドを回避できる」

「どういうこと？」

　茜子は知らずに音忠の言葉に引きこまれている。

　相手が自分を何かに利用するつもりだとは、理解していたが、それでも聞きつづける。

『兄』の未来に暗くら闇やみが待っていて、それに気づかず彼がそこに向かっているなら、意地でもとめるのが『妹』である茜子の役目だ。

「特効薬『人魚の肉』――現在、彼らはそれを得るために活動している」

　音忠は両手を広げ、舞台役者のように語った。

「その薬を服用すれば『恋の病』は治療される。少なくとも、死ぬ危険性はなくなる。これは事実だ。なのに、その薬はあまりにも世間に知られていない。それはなぜか？　もうちょっと疑問に思うべきだったよね――もう遅いだろうけど」

　御お伽とぎ噺ばなしの悪役みたいに、彼は露骨に薄暗く振る舞っていた。

　何を企たくらんでいる？

「世間に『人魚の肉』が知られていない理由は、当然、非合法だからだ。危険だから。非人道的だからだよ……！　だから『人魚島』の連中は必死でその効能を隠す。どうしようもないほど追いつめられて、『人魚島』のたよりない噂うわさを聞きつけてくるような末期の病人にだけ、それを処方する。なぜなら『人魚の肉』を服用すると……」

　音忠はそこで茜子の耳元に顔を寄せて、ちいさな言葉を囁ささやいた。

（えっ……？）

　小声でもたらされた『人魚の肉』の真実に、茜子は動揺する。

「そんな、ことで――治るの？」

「治る」

　音おん忠ちゆうは断言した。

「だけどそれは人間の尊厳を無視したやりくちだ。現在の法律や医療の掟おきてでは許されないことだ。それは理解できるよね？」

「たしかに……」

　茜あかね子こは俯うつむいて、顔をくしゃくしゃに歪ゆがめた。

「ある意味、死んじゃうより酷ひどいよ……」

「そうだね」

　音忠は肯定し、茜子を満足そうに眺めた。

「だからこそ、たぶん金かね城しろあひるは『人魚の肉』を受けいれない。そのぐらいなら死を選ぶ。だけど金城あひるが死亡したら、白しら鳥とり陀だ衣いはそれを気に病む」

「…………」

　そうだ。

　それは茜子が最も避けたいことだ。

　あひるは怨うらめしいこともあるが、死んでほしいわけではない。

　それに彼女が死ねば、彼女のために努力を重ねた陀衣が打ちのめされ、傷つけられる。

「さらに、金城あひるが死ぬ前に自分の気持ちを告白すれば、白鳥陀衣は少なからず動揺する。自分のせいで金城あひるが死ぬことになるんだからね――自分なんかを、好きになったせいで。その傷は永遠に残る。僕はそれを身に染みて理解してるよ」

　演技じみたその表情に、一瞬だけ感情が覗のぞく。

　それは恋心を酷く煮つめて腐敗させた、絶望のようだった。

「死者は美化される。生きている人間には手の届かない位置で、ずっと気持ちを縛りつづける。僕の世界でいちばん好きなひとも、ずっと死んでしまったあのひとに囚とらわれている。愛するひとのそんな姿をいちばん近くで見つづけるのが嫌で、僕はいちど逃げてしまったけれど……」

　茜子には理解できない言葉だったが、ひとつだけわかった。

　音忠は本気だ。

　何を捨てでも、ひとつの目的を果たすつもりなのだ。

「進展のない苦痛なだけの関係を覆し、あのひとの気持ちを僕に向ける、これは契機なるかもしれない――同時に、君のことが見ていられないんだ、花か々が見み茜子ちゃん。君はこのままだと僕と同じになるよ？　死者に愛するひとを奪われつづけ、絶望の底に沈むしかなくなる」

　こちらに顔を近づけて、音忠は優しく微笑ほほえんだ。

「君を助けたいんだ」

「…………」

　茜子は、ごくりと生なま唾つばを呑のんだ。

「たぶん嘘うそだよね？　茜子を、利用したいんだよね？」

「結果は同じだよ」

　本能的にでた茜あかね子この言葉にも、音おん忠ちゆうは怯ひるまない。

「金かね城しろあひるは『人魚の肉』を受けいれない。だけど設備の維持や管理などに問題を孕はらむ『人魚島』への援助を申し出ることで、『人魚』たちに話はとおした。強引に説得し、あるいは事故に見せかけてでも――金城あひるは『人魚の肉』を服用させられる」

「酷ひどい……」

　茜子の呻うめきに、音忠は肩をすくめた。

「酷くないよ？　誰だれも不幸にならない結果なんだ、これは――たしかに金城あひるの恋はそれでお終いになる、だけど彼女は『人魚の肉』によって『恋の病』が治療され、命が救われる。『人魚島』は援助を受けて潤い、今後もつづいていく」

　詐さ欺ぎ師しのように弁舌なめらかに、音忠は悪意を吐きだしていく。

「姉さんも目的を果たせる。『恋の病』に冒された幼なじみを救い、恋人の仇かたき討うちができる。その結果が気に食わないなら、姉さんにも『人魚の肉』を服用してもらうのもいいな――永遠にこのままなら、そっちのほうがいい。姉さんは僕を信用してるから、食べ物のなかに『人魚の肉』を仕込むことはたやすいからね」

　そうでしょ？　と同意を求めるように、音忠は微笑ほほえんだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「金城あひるはおそらく『人魚』になり、『人魚島』で末永く幸せに暮らす。姉さんは病気の幼なじみにこれ以上、人生の貴重な時間を奪われることなく、当たり前の日常に戻っていく。姉さんには『人魚の肉』の効能を説明しないように、『人魚』には口を酸っぱくしてお願いしたからね――離ればなれにはなるけど、金かね城しろあひるは救われたのだと、満足して日々の暮らしに戻ることができる」

　嬉うれしそうに、おそらく今回の出来事の、すべてを仕込んだのだろう黒幕は。

　音おん忠ちゆうは、幸せそうに宣言した。

「そんな姉さんのそばには僕がいる。『人魚の肉』の情報を与えたのは僕だからね、恩義を感じるはずだ。その借りを返すために、結婚ぐらいはしてくれるかもなぁ――かたちだけとはいえ結ばれれば、あとはどうにでもなる……僕はようやく、姉さんを手にいれることができる」

「お姉さんのこと、好きなの？」

　茜あかね子この言葉に、音忠は笑顔を消した。

「当たり前だろ。『姉弟きようだい』なんだから。君と同じだよ花か々が見み茜子ちゃん。僕の場合は、君とちがって――子供のころからいちども愛しあったことはなく、ずぅっと片思いだけどね……僕は失敗した未来の君自身なんだよ、茜子ちゃん？」

　たしかに、そうかもしれない。

　このまま状況を流れるがままにしておけば、あひるは『恋の病』で死ぬ。

　その傷を背負い、自責し、陀だ衣いの人生は歪ゆがんでしまう。

『恋人』を失った紫し舞ぶ沢さわ遊ゆう菊ぎくのように。

　そんな彼女にいくら恋い焦がれ、言葉と時間を重ねても、見向きもされない音忠は――未来の茜子かもしれないのだ。

　そんなわけがない、とは断言できない。

　なぜなら音忠の気持ちが、茜子には痛いほどに理解できたのだ。

『兄』や『姉』を慕う気持ちは、いつだって『恋』なんて馬ば鹿かげたものに破壊される。

　そして人間が死ぬということは、生きている人々の心まで打撃してしまう。

　傷つけ、歪ゆがませ、変化させずにはいられない。

　あひるが死ねば――もう、今と同じ生活はつづけられないのだ。

「『人魚の肉』っていうのを服用すれば、あひるさんは助かるの？」

　茜子の問いに、音忠は満足そうに笑った。

「命だけはね。心までは知らないよ」

　そして茜子のみにくい部分を、巧みに刺激してくる。

　彼は鏡映しの茜子自身。

「けれど少なくとも、金城あひるの命を助けた――という事実だけが理解できれば、白しら鳥とり陀衣もそれなりに満足する。『人魚の肉』の効能を知らなければ、何の後腐れもないはずだ。金城あひるは『人魚島』で余生をすごし、二度と会えなくなるだろうからね。彼女がたいせつなものを奪われていることを、陀衣は知らずに今後、生きていくことができる」

　完かん璧ぺきな計画に思えた。

　あひるの心だけを犠ぎ牲せいにして、他ほかの誰だれもが幸せを手にいれる。

　恋とは茜あかね子こにとって敵のはずで、あひるの気持ちがあぶくのように消えてしまうことは、望むところのはずだった。

　なのにこの胸をしめつける、嫌な感慨は何だろうか。

「誤算だったのは、思った以上に白しら鳥とり陀だ衣いが可愛かわいらしかったことだ」

「………？」

　音おん忠ちゆうの言葉に、茜子は首を傾かしげる。

「『人魚島』は男性禁制だからね、白鳥陀衣は僕と一緒にこちらへ帰ってくるはずの予定だったんだ。だから『人魚』にも白鳥陀衣については言及していない。うっかり誰かが彼に『人魚の肉』の効能を喋しやべってしまうかもしれないし、金かね城しろあひるが相談を持ちかけるかもしれない。そうなったら大変だ。彼は行動し、僕の計画を邪魔するかもしれない」

　困ったように、音忠は溜ため息いきをついた。

「そうなる前に、君に白鳥陀衣を『人魚島』から遠ざけてほしいんだ。それが僕のお願いだよ。できればその後も二度と僕らに関かかわることがないように、君は意地でも白鳥陀衣を束縛し、とりこにして――『兄妹きようだい』として幸せに結婚でもなんでもしてほしい」

「…………」

　それは、茜子には望むところのはずだった。

　陀衣があひるから離れて、茜子のところに帰ってくる。

　二度と他の女の子を見ないように、努力して、茜子だけを愛してもらう。

　そんな努力をするつもりだった。

　誰に言われるまでもなく。

　だけど、あひるの心を潰つぶしてまで――。

「予定では、今日のうちに金城あひるだけを残して他のふたり……紫し舞ぶ沢さわ遊ゆう菊ぎくと白鳥陀衣は『人魚島』を追いだされる。身体検査のときに異変が見つかったということにして、金城あひるだけは島に残されるんだ。そのとき事故にみせかけて『人魚の肉』を服用させる……命を救うためには仕方なかった、なんて言い訳してね」

　すべては計画のうえなのだ。

　援助という餌えさをちらつかせられた『人魚』たちは、あひるの心を無慈悲に奪う。

「変わり果てた金城あひるの姿を見せるわけにはいかないから、何としてでも紫舞沢遊菊と白鳥陀衣には『人魚島』から離れて、二度と戻らないように仕向ける必要がある。姉さんのほうは僕がどうにかするから、茜子ちゃんには白鳥陀衣のほうを任せたい」

　手を差し伸べられた。

「二度と金城あひるのことなんか考えないぐらいに、白鳥陀衣を束縛するんだ。それでみんな幸せになれる。悪くない提案だろう？　これから『人魚島』へ向かうから、君もついてきてくれるよね？　僕に協力してくれるよね？」

「…………」

　茜あかね子こはおおきく深呼吸して、きつく音おん忠ちゆうを睨にらみつけた。

「嫌だよ」

　そして衝動的に、本音を吐きだした。

「そんな無理やりに手にいれる幸せは嫌だよ。にいちゃんを騙だまして、あひるさんを死んじゃうより酷ひどい目に遭あわせて、そんな罪を犯したら――茜子は二度と、にいちゃんの目を見て喋しやべれない。幸せになんてなれないよ、あんたには協力できない……」

　意地だった。

　茜子はみにくい。劣等感も嫉しつ妬と心しんもある。

　だけど、うつくしい『兄』の『妹』だ。

　彼に愛されるために、茜子は自分のみにくさを覆い隠して、誇り高く振る舞わなくてはいけない。

　そうでなければ、陀だ衣いに愛される資格はない。

　真っ向から勝負して、いつか陀衣の愛を勝ちとるのだ。

　汚い陰謀を巡らせて、嘘うそをついてまで、幸せになんてなりたくない。

「ぜんぶ言ってやる……！」

　茜子は挑戦的に吼ほえた。

「あんたより先に『人魚島』ってところに辿たどりついて、みんなにあんたのやろうとしたことを言いふらしてやる……！　あんたは未来の茜子じゃない、茜子はあんたみたいにならない！　好きなひとを騙してまで、幸せになんてなりたくない……！」

「ほんとの絶望も知らないくせに……！」

　音忠が叫んだ。逃げようとした茜子の腕を掴つかんで、引き寄せる。

「何を言っても聞こえない、すべて拒絶した好きなひとの背中を、知らないくせに……！　ぜんぶ失ってから後悔しても遅いんだぞ、綺き麗れい事ごとじゃないんだよ……！　ずっと死んだやつへの恋心を捨てられない、こっちがどれだけ愛しても伝わらない、ほんとの絶望を、拒絶を、地獄を知らないくせに……！」

「茜子はっ」

　じたばたと藻も掻がき、音忠の手を振り払おうとしながら、茜子は言い放った。

「絶望しても、拒絶されても、地獄に辿りついても――あんたみたいに、苦しんでいる好きなひとの前から逃げたりしないもん……！」

「僕だって逃げたかったんじゃない……！」

　音忠は幼い表情を浮かべて、悲痛につぶやいた。

「どうしようもないんだぞ、それを知らないくせに――僕と同じ立場になったら、泣き喚わめくくせに……！　苛いら々いらするんだよ、むかしの僕を見るみたいで！」

「じゃあどうするの、殴るの？」

　茜子は涙目になって、それでも抵抗した。

「押さえつけて言うこと聞かせて、それであんたの好きなひとは褒めてくれるの？　騙して嘘うそついて他人を傷つける――あんたみたいなひとは、誰だれも愛してくれないよ！」

　次の瞬間だった。

　信じられないことが起こった。

　殴られるかと思った。

　そのぐらい暴力的な雰囲気だった。

　茜あかね子こもそれを覚悟のうえで、挑発したのだ。

　とにかく腹が立って仕方なかった。

　未来の自分かも知れない黒くろ沼ぬま音おん忠ちゆう。

　その情けなく卑ひ屈くつな姿に、心の底から苛いら立だった。

　殴られたら噛かみついてやる。

　そう心に決めた茜子の唇に、音忠のそれが重ねられた。

「………!?」

　目を見開き、茜子は信じられなくて、思考を真っ白にした。

　顔を背けようとしたが、無理やりに押さえつけられて、強引に奪われた。

　触れていた時間はほんの数秒。

　渾こん身しんのちからで音忠を遠ざけて、茜子は口元を拭ぬぐい、ふらふらと彼から離れた。

　理解できなかった。

　意味がわからない。

　何をされた？

　何を奪われた？

「……信、じ……られ、ない――」

　ようやく、それだけつぶやいた。

　何度も口元を拭い、溢あふれた涙をそのままにして、茜子は痛切に訴えた。

「何で、こんなことするの？　茜子に、こんな酷ひどいこと――」

　音忠はゆっくりと頭をあげる。

　自分でも理解できない、というな表情で、しばし戸惑っていたが。

　やがて偽悪的な雰囲気を取りつくろうと、無理やりな笑顔で告げてきた。

「『兄妹きようだい』そろって無防備すぎるよ、純粋といえば聞こえがいいけど――要するに間抜けなんだよ。さぁ、これで僕の命令に逆らえなくなったね。この裏切りを、他ほかの男とキスしたって事実を『兄』に知らされたくなければ、僕の言うことを聞くんだ」

「…………」

　茜子は、彼自身も信じていなさそうな、その陳腐な脅し文句を聞いて。

　唐突に哀かなしくなった。

　その場に立ちつくし、『兄』と同じ三つ編みを揺らした。

　涙の残ざん滓しが、頬ほおを伝い落ちる。

「……可哀かわい想そうなひと」

　言い捨てると、踵きびすをかえしてその場を去っていく。

　呆ぼう然ぜんとしている音おん忠ちゆうを置いて、自分でも、どこへ向かっているのかわからないまま。

（にいちゃん……）

　無性に陀だ衣いに会いたかった。



    

  
    
      
10　死にぞこないの人魚姫





『人魚島』に辿たどりついた翌朝。

　陀衣には経験がないが二日酔いのような、頭が重苦しい嫌な目覚めのあと、気づいた。

　あひるの姿が忽こつ然ぜんと消えている。

　残された陀衣と遊ゆう菊ぎくに、ひとつの事実が伝えられる。

　あひるは『人魚の肉』の摂取を受けいれたらしい。

　彼女は隔離され、数日間、『人魚の肉』をゆっくりと注入されていくのだとか。

『人魚の肉』は危険な薬品ではないが、投与した量によって副作用が多くなる。

『病』が治療されたと判断されるまで徐々に投薬し、必要以上に摂取しないよう調整する必要があるのだ。

　そんな説明を受けたうえで、陀衣と遊菊には島の外への退去が命じられた。

　投薬を受けるあひる以外の人間をずっと『お客さま』として世話する義務も余裕も『人魚島』にはなく、『人魚の肉』による治療とその後のリハビリには時間がかかるということなので、陀衣たちの生活までそれに引きずられて拘束されてはいけないとか。

　状況の進しん捗ちよくは文書などで伝えてくれるという話だが、どうにも無理やり追いだされるようで、すっきりはしない。

　場合によっては、あひるは『人魚島』でずっと暮らすことを望み、島の外へは帰ってこないとか――。

　この島で暮らす多くの『人魚』と同じように、この隔離された島で生しよう涯がいを終えることになるかもしれない、とか。

　いきなり延々と説明されて、納得できるわけもない。

「どうにも消化不良だな」

　遊ゆう菊ぎくが苛いら立だたしそうに、書類を何度も眺めている。

　昨日は細やかにこちらの世話を焼いてくれたみかんは姿を消し、他ほかの『人魚』があひるの今後について記された書類を手渡してくれたのだ。

　至福の笑顔の『人魚』は何を言っても応こたえてくれずに、陀だ衣いたちの背中を強引に押して、ひたすら島から追いだそうとした。

「今生の別れかもしれねぇんだ、挨あい拶さつくらいさせろって」

　遊菊が自分で歩けるよ、と背中を押す人魚に噛かみつかんばかりに唸うなった。

「ていうかっ、聞いてねぇぞ！　何だよずっと『人魚島』で暮らすかもしれねぇって！　そんな重要なこと、どうしてもっと早く言わねぇんだよ！」

　苛いら々いらと爪つめを噛んで、遊菊は地団駄を踏む。

　ちなみに陀衣と遊菊は寝起きの服装――つまり浴衣ゆかたのままで、大荷物を抱えて歩くその姿は家事で焼けだされて慌てて逃げているかのようだった。

　身支度を調ととのえる暇もなかったのである。

　寝起きの不機嫌さと状況の意味不明さに、遊菊は怒り狂っている。

「何なんだよ、ちくしょう。納得いかねぇぞ、昨日まではあひる――『人魚の肉』を拒絶してたじゃねぇかよ。何で朝起きたら考えがいきなり変わってんだ？　変な夢でも見たのかよ？　自分の人生を左右する決断なんだぞ、ちっとは説明してくれても……えぇい鬱うつ陶とうしい、そんなもん向けなくても逃げたりしねぇよ！」

　相変わらず『人魚』たちは猟銃や銛もりで武装しており、無言でそれらを突きつけてくるので、非常に落ちつかない。

　そのままエレベーターで移動し、地上へ。

　しばし朝の日差しを浴びた森を歩いて、例の最初に辿たどりついた砂浜へ。

「絶対にすぐ様子を見にくるからな……！　音おと沙さ汰たがなかったら無理やりにでも殴りこんでやる……！　場合によっちゃあ訴えてやるからな！　にやにや笑ってねぇで何とか言えこの野郎！」

　遊菊の罵倒にも、『人魚』たちは黙して語らない。

　それは恋のために言葉を失った、御お伽とぎ噺ばなしの人魚姫のようだった。

「ボブ、おまえ何か知らねぇか？　こんなん突然すぎる――昨夜、あたしが寝てるうちに何かあったんじゃねぇのか!?　黙ってねぇで何とか言え!!」

「…………」

　陀だ衣いは思案している。

　不安感がこみあげてきて、頭がくらくらする。

（昨晩……）

　あひると紡いだ言葉を、脳裏に反はん芻すうする。

　あひるは怯おびえていた。そして陀衣に何かを求めていた。

　――もしも、あたしの『病』が治るとして――命を奪われる可能性が、なくなるとして……だけど、あたしとあなたが、未来永えい劫ごう、別れ別れにならなくちゃいけないとしたら――白しら鳥とりくんは、受けいれられる？

（ぼくはその言葉に、何と応こたえたのでしたか……？）

　喚わめく遊ゆう菊ぎくの声も聞こえないまま、陀衣は自らの胸元をぎゅっと握りしめる。

　胸が張り裂けそうだ。

（あひるさんは、ぼくの返答を聞いて――決断したのでしょうか、『人魚の肉』を受けいれることを……。ぼくが、あひるさんの背中を突き飛ばした……？　迷っていた彼女を、茨いばらの道に押しやった……？）

　首をふる。

　自分は間違っていないと、素直な気持ちを伝えたのだと、信じたかった。

（ぼくは、あひるさんに長生きしてほしかった。健康になって、幸せに暮らしてほしかった。そのために、ぼくとあひるさんが離ればなれになる必要があるなら……仕方ないんだと、そう思ったのに――）

　あひるの声が脳裏にこだまする。

　――あたしはあなたに、あたしの命を蔑ないがしろにするぐらい、我わが侭ままに、好きになってほしいのに……！

（そんなのは、ちがう）

　陀衣は拳こぶしを握りしめる。

（ぼくは、あひるさんが、幸せになってほしくて。あひるさんが好きだから。尊敬している、女の子だから。だから……）

　どうすればよかったのだ？

　いまも『病』に苦しんでいるあの女の子に、『離ればなれになるのは嫌だから、ぼくのために死んでくれ』などと告げればよかったのか？

　そんな権利は、陀衣にはない。

　彼女に生きていてほしかった。

　それだけだったのに。

（ぼくはまた間違えた……？　みんなを幸せにしようとして――誰だれひとり救えずに、傷つけるだけだった……？　わからない、あひるさんの気持ちが……）

　歯がゆくて、唇を噛かみしめる。

（『人魚の肉』って何なんですか……？　あひるさんは、どんな真実を知って、ぼくにあんな問いかけを……？）

「おい白しら鳥とり陀だ衣い、よく聞きやがれ」

　遊ゆう菊ぎくが陀衣の耳を掴つかんで、いつものように伝法に告げてきた。

「ちょいとだけ人生長生きしてるお姉さんからの忠告だ。わかんないことがあったら、知ってるやつに聞けよ。てめぇは全知全能の神か？　ちがうだろ？　何も知らないただのガキんちょだ――それを自覚しろよ、この世の中、考えれば答えがでるっつうことのほうが少ねぇんだよ」

　歯は軋ぎしりをしながら、遊菊が吼ほえる。

「あひるの気持ちがわかんねぇなら聞いてこいよ。聞けるうちに、ほんとに永遠に離ればなれにならないうちにな！　悔しいけど、おまえには、あいつはあたしにも打ち明けないことを相談してた……おまえにしか知ることのできないことが、きっとある！」

　火を噴くような目つきで、彼女は宣言する。

「聞いてこい、ほんとの意味で――あいつを助けてやってくれ。これでもあたしは期待してるんだぜ、白鳥陀衣……！　あたしじゃ無理だった、右往左往するだけだった、だけどおまえはすべて捨てて逃げるしかなかったあたしたちに、いちど希望を与えてくれた」

　陀衣から荷物をむしりとるように奪うと、周囲の『人魚』を威い嚇かくしながら、遊菊は前方を見据える。

「その責任をとりやがれ。あいつの人生を、最後まで面倒見てやれよ。あたしを失望させんな……！　あたしだけは期待してやるよ、おまえが大した男だって……！」

　砂浜に、見覚えのあるボートがとまっている。

　そこから黒くろ沼ぬま音おん忠ちゆうが姿を見せて、こちらに手をふってくる。

　呼びかける彼の声に、『人魚』たちの注目がわずかに逸それた――その刹せつ那な。

「行け！」

　遊菊が陀衣の背中を押した。

　吹っ飛ぶようにして、陀衣は元きた道へと転がりでる。

『人魚』たちが慌てて身構えたが、遊菊が馬ば鹿か笑いしながらそれを妨害する。

「何だか煮え切らないからな、すっきりさせてこい！　あひるがあたしたちに何の挨あい拶さつもなく消えちまうわけがねぇ！　なんか裏があんだ、それを突きとめてこい！　ちょっとぐらいなら、あたしが時間を稼いでやる……！」

　騒ぎながら、彼女は鞄かばんから取りだした爆竹や煙玉に火をつけて、周囲にばらまいた。

　臆おく病びような『人魚』たちは悲鳴をあげて、武器を取り落として逃げまどう。

「何してんの姉さんっ!?」

　慌てて駆けつけてきた音忠が、恐慌を起こした『人魚』の銛もりに狙ねらわれた遊菊を助ける。

　身体からだでかばいながら転がり、距離をとる。

　ふたりで『人魚』たちから距離をとり、樹木の群れに突入。

　木々を盾にしながら、慌てふためいている音忠が破天荒な『姉』に問う。

「相手は武器持ってるんだから刺激しちゃだめでしょうが！　何考えてんの!?」

「てめぇこそ何か悪わる巧だくみしてるだろ」

　遊ゆう菊ぎくは楽しそうに、激しい音をたてて炸さく裂れつする爆竹をまだばらまいている。

「お姉ちゃんをなめんなよ。てめぇがただの善意で協力してくれるわけがねぇ――それでも乗っからなくちゃいけないほど、切羽詰まっていたわけだけどな……ぜんぶ思いどおりにはさせねぇぞ？　あたしたちを陥おとしいれようとした、その企たくらみごと利用してやんよ」

　近くの茂みが破裂した。猟銃の弾丸が発射されたのだ。

　洒落しやれにならない。

「くっそ……」

　音おん忠ちゆうは珍しく悪態をつくと、遊菊が取りだした小型の拡声器を口元に添える。

「攻撃をやめろ、『人魚』たち！　責任者をだせ、交渉をしよう！　僕たちを傷つけたら援助の話はなかったことになる、おまえらの平和な暮らしもつづけられなくなるぞ！」

「『援助』ときたか。やっぱり何か仕込んでやがったな」

　項うな垂だれる音忠を、遊菊は愛おしそうに頭を撫なでる。

「ほんとに可愛かわいくねぇ『弟』だよ」

　それからふと気づいて、小首を傾かしげる。

「おまえ、様子がおかしいな――誰だれかにこっぴどく負けてきたか？　まだまだ経験が足りないねぇ、悪党になるには百年早ぇよ？」

「まだぜんぶ終わったわけじゃない……」

　姉にからかわれるのがこの世でいちばん嫌いなのか、幼い表情を覗のぞかせて、音忠は遠ざかっていく陀だ衣いの背中を睨にらみつける。

「何かができるわけがないんだ、あんなのに……僕の計画は完かん璧ぺきだった――」

「ふぅん」

　遊菊は不審そうに、音忠を見据えた。

「よくわからんけど、おまえが何かしたせいで――あひるのやつは『人魚の肉』を受けいれたのか？　今まさに投薬されてるらしいけど、『人魚の肉』って……何なんだ？」

「金ちゃんが、『人魚の肉』を受けいれた……？」

　音忠が戸惑い、愕がく然ぜんとした。

「どういうこと……？　僕はそんなの知らないぞ……！　金ちゃんの性格なら、絶対に『人魚の肉』は受けいれない――騙だまして、事故として摂取させる手はずだったのに……！」

「何か予想外の事態が起きてるみてぇだな」

　遊菊はいまだ猟銃で狙ねらわれているなか、呑のん気きに欠伸あくびをした。

「まぁ、あたしらはここから動けそうにもねぇ――あとは白しら鳥とり陀衣に任せときゃだいじょうぶだろ。というか、他ほかにどうしようもねぇ。あいつに賭かけるしかねぇ」

「……あんな女の子みたいなのに、何ができるっていうの？　怯おびえて、逃げ回って、金ちゃんのところにも辿たどりつけないんじゃない？」

「おまえはあいつをよく知らんから、そういうことを言えるんだよ。本気になったあいつは、突拍子もねぇ行動をして――どこまでも突き進む」

　懐かしそうに、かつて彼と相対した『悪役』として、遊ゆう菊ぎくは微笑ほほえんだ。

「車で轢ひいても止まんねぇよ」
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　遊菊の言葉どおりだった。

　陀だ衣いは脇わき目めもふらずに疾走し、『竜宮城』を駆けていく。

　途中、何度か『人魚』に遭遇したが、彼女らは言われたことを実行するだけらしい。

　陀衣がふつうに尋ねたら丁寧にあひるの居場所を教えてくれて、にこにこ笑っていた。

　そのうち、砂浜での騒ぎが伝わって、追われることになるかもしれないけど。

　その前にすべてを終わらせる。

　最初はエレベーターで移動していたが、目的の階層はそれでは辿たどりつけないようだ。

　最寄りの階でとまって、あとは階段を利用した。

　病院のように白く清潔な廊下が現れる。否、ここはまさに治療設備なのだろう。

　呼吸を整え、周囲を警戒しながら歩いていく。

　車椅い子すや、手すりにしがみついてリハビリ中の『人魚』たちがあちこちにいる。

　やはり、すべて非人間的な至福の笑顔だ。

　他ほかの場所と異なるのは、そんな『人魚』たちの他に白衣の医者の姿があったことだ。

　どれも女性なのが、男性禁制のこの島らしい。

　医者たちは理性のある人間らしく、不思議そうに陀衣を眺めたが、陀衣は思いきって事情を打ち明けてみる。

　同行者のひとりが、『人魚の肉』を受けいれるという書類だけ残して姿を消した。

　納得いかなかったので、彼女の姿を捜している。

　金色の髪の女の子だが、どこにいるか知らないか――と。

　道順を聞いた『人魚』には、「『人魚の肉』は治療施設でしか摂取できない」と教えられたので、陀衣はこの階層にきたのだ。

　あひるが『人魚の肉』を摂取しているなら、この場所のどこかにいるはずだが……。

「たしかに『人魚の肉』はこの階層でしか処方できないけど……」

　医者は疑念に満ちた表情になった。

「治療は、ここでしかできないわけじゃない。『人魚の肉』は飲み薬だから――水さえあれば、どこでも摂取できる。たしかその女の子は『人魚の肉』を処方してもらって、最後に家族などにお別れの挨あい拶さつをしてから服用するって……」

　はっと気づいたように、彼女は身体からだを強こわばらせる。

「だから『人魚の肉』だけを、彼女の世話係に渡して……え？　行方がわからないの？　あなたたちと一緒に帰ったんじゃないの？」

「ど、どういうことですか？」

　あひるはここで治療を受けているのではないのか？

　当惑する陀だ衣いに、医者は困ったように歩いていく。

　ついてこいとは言われなかったが、そのあとを追った。

　医者は事務室のパソコンを起動させて、忙しく操作している。

「その女の子はここに姿を見せていない。世話係がひとりできた……えぇっと、これね。『人魚の肉』を処方したのは金かね城しろあひるさん、それを受け取ったのは世話係の……」

「諏す訪わみかんさんですか？」

　そういえば、彼女の姿を朝から見ない。

「そうね。迂う闊かつだったわ……あまりにも普通の『人魚』らしい態度だったから、騙だまされた――そういえば、諏訪みかんにはある疑いが……」

　壊さんばかりにキーボードを叩たたいて、医者は苦悩の声をあげる。

「危険区域へ足を踏みいれたり、逃亡したりしないように――『人魚』たちには居場所が特定できるマイクロチップが埋めこまれている……諏訪みかんは、え!?　どうして地下八階なんかにいるの!?　あそこはほとんど水浸しなのに……！」

　その言葉を最後まで聞かずに、陀衣は走りだした。

「ま、待ちなさい！　あなた！　どういうことなの!?」

「ぼくにもわかりません……！」

　わからないけれど、嫌な予感がする。

（あひるさん……みかんさん……！）

　すべてのひとが幸せになれる、そんな未来を望んでいた。

　みんなを助けられると、救えると、信じたかった。

　そのうつくしい理想にちょっとでも近づくために、陀衣は命を燃やして行動する。

（間に合え……！）

　何が起きているかはわからないが、陀衣はひたすらそれだけを念じた。
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　人間が生活できる場所ではなかった。

　半ば浸水している、『竜宮城』の地下八階である。

　陀衣の腰のあたりまで黒っぽい水が充満しており、異臭すらしてくる。

　なるべく呼吸しないように口元を手でおさえて、陀衣は液体をかきわけて進む。

　すでに放棄された階層なのだろう、真っ暗だったが――奥のほうにひとつ、灯あかりが漏れれている部屋があった。

　呼吸を整えて、そこに踏みこむ。

　もともとこの階層に治療施設があったのだろう――先ほど医者と会話した場所と、見た目はほとんど同じだった。

　古ぼけてシーツもない寝台に、目を閉じたあひるが横たわっている。

　浴衣ゆかた姿で、髪の毛も解ほどけたままだ。

　そのかたわらに、まさに海の怪異のように、みかんが立っている。

　胸のあたりまで水浸しだ。

　常じよう軌きを逸いつしたその姿に陀だ衣いは怯ひるんだが、見たところあひるには外傷がない――けれど危険な状況かもしれないので、それを確かめるために声をかける。

「みかんさん」

「…………」

　みかんはこちらを見もしない。

　そんな彼女に、陀衣はそっと近づいていく。

　裸電球の輝きが乱反射した空間は幻想的で、けれど鳥肌がたつほどに不気味だった。

　陀衣は恐怖心を堪こらえ、手を伸ばせば届く距離でみかんと相対する。

　みかんはそこでようやく、こちらを見あげた。

『人魚』らしい至福の笑顔をかなぐり捨てた、死んだ魚のような目だ。

「……そなたか」

　みかんは疲れたような声をあげる。

「予想外じゃのう、まさか『人魚』どもを振り切って舞い戻ってこようとは――安心せい、あひるは眠っておるだけじゃ」

　濡ぬれた指先であひるの顔をそっと指さし、肩をすくめる。

「儂わしが食事に盛った睡眠薬と、さらにこやつ自身が常飲しておったらしい『病』への対抗薬の効果が重なったらしくてな……感情が高まると強制的に眠らされるような薬を、こやつは摂取していたのじゃろ？　おかげで深く眠りすぎて目覚めやせん」

　見ると、あひるの手首のあたりには点滴が繋つながれている。

　陀衣はぞっとした。

　ここはもともと治療設備だったらしい――点滴の道具などが残っていたのだろう。

　みかんが、こっそり運びこんだのかもしれないが。

「何を点滴してるんですか？　『人魚の肉』ですか？」

「『人魚の肉』は飲み薬じゃよ」

　みかんは動じない。

　大事そうに片手に確保した紙袋を示し、微笑ほほえむ。

「これが『人魚の肉』じゃ。わずかにも、あひるには投与しておらん。点滴は睡眠薬を中和するためのものじゃ――もうちょい時間はかかるが、目覚めるまで待つつもりじゃった。そなたらに不審に思われたら困るので、先に帰ってもらおうとしたのじゃがな」

「みかんさん、いったい何でこんなこと……？」

　陀だ衣いはこの状況になってもみかんから悪意を感じないので、むしろ当惑する。

　みかんは何を考えている？

「あひるさんに酷ひどいことをするつもりなら……」

「安心せい。こやつをどうこうするつもりはない」

　みかんは溜ため息いきをつくと、正面からこちらに向きあった。

　前髪が陰にした、ほとんど潰つぶれた片目が、熱意に煌きらめいた。

「儂わしはただ、『人魚の肉』が欲しかったのじゃ」

　痛切な表情で、まだ幼いこの女の子はつぶやいた。

「そのために、あひるを利用した。この施設から外にでられぬ儂には、『人魚の肉』を購入する資金力はない。人体への副作用もある薬なので、これ以上の摂取も禁じられておる。儂がふつうに要求しても、『人魚の肉』は手に入らぬ。だから……」

「『人魚の肉』を求めてきたあひるさんを利用して、治療設備のお医者さんを騙だまして、薬を受け取った……？」

「そのとおりじゃ」

　みかんはその手に戦利品たる『人魚の肉』を掲げて、ちいさく頷うなずいた。

「新規の『お客さま』が望めば、『人魚の肉』は処方される。儂はそれをちょろまかしてやろうと思っただけじゃよ。あひるは『人魚の肉』を受けいれようか迷っているようじゃったが、こやつの意志など関係ない」

　そして、彼女の計画が開陳される。

「こやつを睡眠薬で眠らせているうちに、こやつの拇ぼ印いんをいただき、儂がサインを偽造する。あひるの筆跡を知らぬ医者ぐらいなら、これで騙せる。あとは、やはりあひるが眠っているうちに薬を受け取ればよい。結果として、『人魚の肉』は儂の手のなかじゃ」

「そんな嘘うそをついてまで、そのお薬が欲しかったのですか……？」

　陀衣は腑ふに落ちなくて、寝入ったままのあひるを眺める。

「けれど、わかりません。そこまで『人魚の肉』を求めていたなら、どうしてすぐに呑のまないんですか？　あひるさんが目覚めるのを待っていたのはなぜでしょう？」

「こやつの意志の、最終確認をしようと思っておった」

　みかんは真しん摯しに言い放つ。

「一晩とっくり考えよと、儂は言ったな？　あれは本心じゃ――最初は拒絶感があっても、後に『人魚の肉』を欲するかもしれぬ。『人魚の肉』を求める気持ちは、儂には痛いほど理解できる。そのときになって、儂がこやつの『人魚の肉』を騙し取って呑んでいたというのは、酷ひどい話じゃろう？」

　彼女は待ったのだ。

　約束どおり、一晩だけ。

「じっくり考えた結果、あひるが『人魚の肉』を求めるなら……儂は彼女にこれを譲る。もともと、あひるのものじゃ。呑む権利はあひるにある。けれど、やはり拒絶し、『人魚の肉』など要いらぬとあひるが決めたのなら――ありがたく、不要になった『人魚の肉』を儂わしがいただくと、こういう段取りよ」

　その言葉に、陀だ衣いはみかんの善意を見た。

　彼女は何も私利私欲のために、あひるを利用し、不幸のどん底に叩たたき落とそうとしたわけではないのだ。

　あひるは丁寧に扱っているようだし、その意志も尊重するつもりなのだ。

　やや安あん堵どしたが、陀衣はまだ警戒をとかない。

「そのことを、どうして素直にあひるさんに伝えなかったのですか？　あひるさんなら、協力してくれるかもしれなかったのに」

「そこまで初めて会った相手を信用できぬ。あの様子では、すぐにでも『人魚島』から去るかもしれんかったし――急ぐ必要があったのじゃ。事情説明は、あひるが目覚めてからしようと思っておった」

　それに、と陀衣は思案する。

『人魚の肉』を何度も摂取すれば、それだけ副作用に見舞われるのだという。

　次は命が危ないかもしれない。

　あひるがそれを知れば、意地でもみかんをとめたかもしれない。

　あるいは医者に通報し、みかんの計画を阻そ止ししようとしたかもしれない。

　みかんはそれを予想し、最後まで己の企たくらみを開示しなかったのだろう。

「とはいえ、なかなか巧うまくいかぬものじゃのう――異変に気づかれて、あひるが目覚める前にそなたがやってきた。どうする？　儂を捕まえて、医者どもに引き渡すか？」

「わかりません」

　陀衣は素直に、純粋な疑問を吐きだした。

「ですが、協力できるかもしれません」

「協力？」

　異国の言葉を聞いたように眉まゆをひそめるみかんへ、陀衣はいつものように語る。

「事情を説明してください、みかんさん。『人魚の肉』とは何ですか？　あなたはどうして再び、身の危険もかえりみずにそれを摂取しようとしているんですか？　もしかしたら他ほかの方法でも、あなたは救われるかもしれません。協力しますから、それを一緒に考えていきましょう」

「…………」

　みかんは呆あつ気けにとられたような表情で、やがて破顔し――「きひひっ」と笑った。

「そなたは優しいのう。あるいは残酷なのかもしれぬが……一切の悪も汚れも、みにくいものも許さずに、ひたすら善意で行動するのは――目を焼くほどに眩まぶしいよ」

　どこか懐かしそうに、久しぶりに親と会った幼子のように、みかんは和やかになる。

「よいよい、興が乗った……あひるが目覚めるまでの暇ひま潰つぶしじゃ。死にぞこないの人魚姫の、声なき声を聞いておくれ」

　胸に手を当て、彼女はちいさく語り始めた。
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「儂わしは『恋の病』じゃった。恋をすると死んでしまう――けれど、燃えるような恋に出会った。相手は年上の、王子様のように優しい男じゃった。儂は惹ひかれ、恋い焦がれ、身体からだはすぐに蝕むしばまれた。儂はどんどん死に向かっていった……」

　遠い目をして、みかんは黒い液体につかったまま、その手のひらを眼前に晒さらす。

　あぶくが弾はじけた。

「まだ幼かった儂を愛してくれた男は、周囲に白い目で見られ、犯罪者のように糾きゆう弾だんされ、人殺しとまで罵ののしられた。それでも儂を捨てんかった。ずっと愛してくれていた。思いつめた男は、最後の希望とばかりに――この『人魚島』に向かった。儂をつれて、ふたり抱きあって……その日、季節外れの台風が、海をおおいに荒らしていた」

　不幸は連鎖する。

　そして悲劇は完成する。

「儂らの乗っていたボートは転覆したが、必死で儂を抱えて泳ぎ、男は『人魚島』に辿たどりついた。そしてその場で事切れた。優しい男は死んでしまった。けれど儂は身体のあちこちを負傷したが、生き残ってしまった……」

　前髪をずらして、その片目を潰つぶした悲劇の痕こん跡せきを見せてくる。

　おそらく彼女が足を引きずっているのも、その事故の後遺症なのだろう。

　嘘うそでも冗談でもない。

　この幼気な少女を、世界は無慈悲に打ちのめしたのだ。

「儂は『人魚島』の医者に救助され、治療を受けた。そして男の最後の願いを叶かなえるために、『病』の治療のため――『人魚の肉』を服用した。その効能も、すべてを失った儂にはありがたいものじゃったからな」

「『人魚の肉』って――」

　陀だ衣いは、その根本的な疑問を口にする。

「結局、どんなお薬なんですか？」

「『人魚の肉』は『恋の病』の特効薬」

　その内実は、酷ひどく単純明快だった。



「摂取すると、その人間の記憶は破壊される。つまり人格が失われるのじゃ」



　その途方もない効能に、陀衣は唖あ然ぜんとする。

「そんな――というか、お薬なんですか、それは？」

　あきらかに『治療』ではない。

　記憶を破壊し、人格を消滅させる。

　毒そのものではないか。

「投与された『人魚の肉』はおつむに作用して、その人間の積み重ねてきた記憶を奪いとる。いわばリセットじゃ。赤ん坊のころまで時間を巻き戻す。精神だけな」

　みかんは自分の頭を指さして、例の至福の笑顔を浮かべた。

「この島の『人魚』たちはみんな、そんな『人魚の肉』で人格を破壊されておる。ゆえに無邪気で、穢けがれなく、脆もろく傷つきやすい。赤ん坊なのじゃ」

　言われてみれば、『人魚』たちはどんな年齢のものでもみんな、似たような――無む垢くな雰囲気だった。

　あれは『人魚の肉』で人格を失ったがゆえの、空白の表情だったのだ。

「幸いにも出来事を蓄積するいわば人格の構築に必要な記憶と、文字を書いたり歩いたりする身体からだの動かしかたの記憶は、保存されている場所がちがう――日常生活を行うだけなら不便はない。いわば強制的な記憶喪失であって、廃人になるわけではないのじゃ」

　そして徐々に、『人魚島』の実体が明かされていく。

「けれど、彼女らをそのまま社会に戻すわけにはいかぬ。適応できぬし、人間の自我を破壊する薬を処方するなど、近代国家では許されぬことじゃ。秘密にする必要があった。そのために『人魚』たちは『人魚島』で隔離され、外にでることを禁じられておるのじゃ」

　ここは治療施設であり、監獄でもあったのだ。

　外界から隔絶されているのも当たり前だ。

　そんな『人魚の肉』での『治療』が世の中に知られたら、間違いなく糾きゆう弾だんされる。

『人魚島』が閉鎖的なのはそのためなのだ……。

　みかんは驚く陀だ衣いを楽しそうに眺めて、自や棄けになったように語りつづけた。

「恋は感情や記憶を積み重ねて紡ぎだされる、高等な精神活動じゃ。記憶と人格を奪われれば、恋は消える。むかしの純愛小説でもあったじゃろう――最愛の恋人が、記憶喪失になって、こちらのことを忘れてしまう」

　さも楽しそうに、どこか自じ嘲ちようするように。

「どれだけそれまで愛しあっていても、すべてを忘れてしまったら、記憶に依存する恋愛感情は泡と消える。『人魚の肉』はその状態を恒常化させたものじゃ。記憶は戻らず、恋は失われたまま……だが結果として、恋愛感情を原因として発症する『恋の病』の症状は起きなくなる。治療される。死なないですむ」

　酷ひどい話ではあった。

　だけど、たしかに効果はあるのだろう。

「これが特効薬『人魚の肉』の正体じゃ」

　補足するように、みかんは告げる。

「もちろん恋をすれば死んでしまう因子が、身体から消えたわけではない。再び恋をすれば発症する。だからこそ、ここは男性禁制なのじゃよ。恋が発生しない環境なのじゃ。まぁ女同士で愛しあうような、そなたらが大浴場で見たような連中がたまにいて、それが頭痛の種なのじゃが……」

　溜ため息いきをついて、結論のように。

「まぁそんなわけで、『人魚島』で暮らしているかぎり、『人魚』は『恋の病』に怯おびえずに寿命まで生きていられる。二度と外の人間に関かかわることができない――人魚姫のように、恋はできなくなる。そのため、この薬は『人魚の肉』と呼ばれている。寿命は延びるが恋は失い、『人魚』へと変へん貌ぼうする呪のろいの薬品じゃとな」

　ちょっとだけ疑問だったことも、ついでに教えてくれる。

「儂わしがこんな口調なのも、生まれかわったつもりになってるからじゃ。すべての『人魚』は記憶を失い、新たな人生を始めるにあたって、元の人格からはかけ離れたキャラクターを与えられる。喋しやべりかけると面白いぞ、語尾が『にゃあ』とかふつうにおるからのう」

　自らの胸に手をあて、つまらなそうに、みかんはつぶやく。

「ともあれじゃ。儂も、もちろんすべてを忘れておった――けれど儂の愛した男の墓にな、いちどだけ線香を添えにいったのじゃ。『人魚島』に、医者たちがあの男を埋葬してくれて――儂をそこにつれていってくれたのじゃな」

　忘れたとはいえ恋人の墓だ、いちどくらいは供養しに行くのも良いだろうと、『人魚島』の医者たちも判断したのだろう。

　でもそれは、たぶん浅はかだった。

「そこに残された遺留品を受け取って、記憶は反はん芻すうされた。失われたはずの記憶は、大部分が破壊されていたが、儂の脳内にまだ残っていたのじゃ」

　忘れたはずの悲劇を、二度味わうことになったのか。

　彼女の死んだ魚のような目も、蘇よみがえった記憶に打ちのめされたせいで、こんな何の希望もないような目つきになってしまったのかもしれない。

「もちろん、ぼんやりとしか思いだせぬ。けれど愛いとしい、顔すらほとんど思いだせぬあの男が、名前もわからぬあの男が、愛しい……。儂の身体からだは再び『病』に冒され始めておる……あの男が命いのち懸がけで辿たどりつかせてくれたのが『人魚島』じゃ、儂はもう二度と恋はせぬ。そのために、また『人魚の肉』で再び記憶を消去しようと目もく論ろんだのじゃ」

　それが、今回の事件か。

　ただ忘れたかったのだ、みかんは――彼女を苦しめる過去を、恋愛感情を。

「待ってください」

　さっきから、何かが変だ。

　聞き流しそうになっていたが――。

「あのう」

　陀だ衣いは身体が奥底から震えるような感覚とともに、みかんに問いかける。

「特効薬『人魚の肉』の効果は、それで全部ですか？」

「は？　あぁ、それだけじゃ。もともと精神疾患の治療のために用いられた薬品らしいがな、危険性が高いので公では認められておらぬ。その効能が『恋の病』に効果的かもしれない、と判断したこの島の医者が実験的に投与したのが始まりと聞く」

「いえ、そうではなくて」

　陀だ衣いは早まる鼓動を自覚する。

　聞いてはいけない。

　その問いを発してはいけない。

　本能が忠告していたが、陀衣にはどうしようもなかった。

「つまり、『人魚の肉』は――他ほかの病気には効果がないんですか？」

「それも言ったじゃろ？　癌がんや肺炎や心臓病……他の病気には何の意味もない。人格や記憶を失っても、それだけじゃ。何の解決にもならぬ。これは恋愛感情が原因で発生する『恋の病』にだけ限定的に効果を発する、裏技のような治療法なのじゃ」

「ということは……」

　陀衣は、静かにつぶやいた。



「その『人魚の肉』を求めていた、それで治療ができると判断された、あひるさんは――『恋の病』なんでしょうか？」



「何を今さら」

　みかんは馬ば鹿かにしたように笑った。

「当たり前じゃ。『恋の病』の治療法を求めて、そなたらは『人魚島』にきたのじゃろうが。この島には他に何もないぞ。儂わしももともとは『恋の病』だったと言ったじゃろうが、当然あひるも同じじゃ――まさか知らんかったとでも……」

　そこまで語って、みかんは「うぐっ」と喉のどがつまったような声をあげた。

　勢いに任せて語ってしまって、今の今まで忘れていたのだろう。

　彼女は悪くない。

　間抜けなのは陀衣だった。

「そういえば、口止めされてた……のう？　もしや、あひるのやつ――秘密にしておったのか？　自分が『恋の病』であることを？　そなたに？　どうして……？」

　動揺する彼女を前にして、陀衣はすべてを悟っていた。

　これまでのあひるの行動に、言葉に、『恋の病』という単語を当てはめると――何もかもが、見事に氷解した。

　気づかなかったほうが馬鹿だ。

　これまで目を逸そらしていたのが、信じられないぐらいだ。

「あひるさん……」

　陀衣は寝台に横たわるあひるに歩み寄って、その頬ほおに手で触れた。

　彼女の言葉がいくつも脳裏に弾はじける。

「ごめんなさい……」

　陀だ衣いはできることなら自分を鋭い刃やいばで刺し貫きたかった。

　そのぐらい、酷ひどいことをしてきた。

　何があひるさんはぼくのことが嫌いなんですよね、だ。

　何が『恋人ごっこ』だ。

　何が助けるだ。

　彼女をいちばん苦しめていたのは。

　その死へと向かわせていたのは。

「ぼくなんかを、どうして――なんてことは、さすがに言いません。そこまでは、傷つけられない。あひるさんは、ぼくのことを……」

　その金糸のような髪の毛を、手ですくう。

　あなたのことが嫌いだから。

　最初にして決定的なその発言すら、意味が逆転する。

　どうしてわざわざ、そんなことを告げなくてはいけなかったのか。

　どんな覚悟があれば、これまでずっと秘密にしてこれたのか。

　彼女の気持ちに、決意に、陀衣の胸に後悔と激情が溢あふれかえる。

　陀衣は自分の頬ほおを殴った。

　足りない。

　胸をかきむしった。

　意味がない。

　頭を寝台にぶつける。

　あひるはもっと苦痛を味わっていた。

「す、すまぬ、陀衣よ！　知らなかったのじゃ……！」

　みかんが慌てて、泣きそうな顔で訴えた。

「自分を傷つける真ま似ねはよせ！　儂わしが悪かった！　あひるの気持ちを理解せずに、不用意に、そなたらが必死で歩いていた綱わたりの綱をひきちぎってしまった……！」

「いいえ、みかんさん」

　陀衣は寝台に頭を触れさせたまま、あひるの手をかき抱く。

　涙が溢れてきた。

「むしろ感謝します。あひるさんを助けたかった。救いたかった。だけど傷つけていたのはぼくだった……！　敵がわかった、悪がわかった、ありがとうございます――」

「陀衣よ、ちがうぞ！」

　みかんが寄り添ってきて、こちらの腕を掴つかんだ。

　ぎょっとして、彼女はそのまま陀衣の胸元に触れる。

「風ふ呂ろ場で見たときから、よもやと思っておったが……あぁ、何てことじゃ」

　みかんは気づいたのだ。

　この非情な構図に。

　陀だ衣いは男で、あひるは『恋の病』で。

　ふたりは互いを尊敬し、恋愛なのか、ただの思慕なのか――ともあれ、好きあって。

　かけがえのない存在と、互いを認めあって。

　けれど結ばれてはいけなかった。

　愛してはいけなかった。

「ちがうぞ！」

　みかんが悲鳴じみた声で叫んだ。

「たとえあひるが死んだとしても、殺したのはそなたではない……！　儂わしも『恋の病』だからわかる、決して恋した相手を怨うらみはせぬ……！　儂らは勝手に愛して、神様に殺されるのじゃ！　そなたは悪くないぞ、あひるを苦しめているのはそなたではないぞ……！」

「いいえ」

　陀衣は俯うつむいたまま、低く呻うめいた。

　聖者のような少年は、この瞬間に、迷える子羊以下の汚泥へと変へん貌ぼうした。

「あひるさんを助けたかった」

　死んでも泣かないと誓った。

　茜あかね子こを支えるために。

　両親を奪ったこの世界に、潰つぶされないために。

　それなのに涙は次から次へと溢あふれて、うつくしい陀衣の顔がん貌ぼうを汚していく。

「だけど、あひるさんを苦しめていたのは――ぼくだった」

「ちがう、ちがうぞ！」

　みかんが疵きず痕あとを歪ゆがませて吼ほえた。

「そなたらは何も悪くない、間違っていないぞ……！」

「う……ん？」

　周りの騒ぎに気づいたのか、眠り姫のように、あひるが瞬きをする。

　しばし幸せな寝言をつぶやいていたが、すぐに気づいた。

　周囲の異変に当惑し、すぐそばに、突っ伏した陀衣を見つけて。

「しら……とり、くん？　どうしたの？」

　天使みたいに微笑ほほえんで、聖者だった少年の頭を撫なでる。

「つらいことが、あったの？」

「いいえ」

　陀衣は顔をあげて、涙と額ひたいから溢れた血を拭ぬぐって、嘘うそみたいに笑った。

「何でもないです。ぼくはつらくないですよ、あひるさん」

　その笑顔を見て、みかんが化け物に出会ったように金切り声をあげる。

　少女は何も知らないまま。

　少年は敵を見つけてしまった。



　それが、『人魚島』で発生した御お伽とぎ噺ばなしの結果だった。



    

  
    
      
11　恋の特効薬





　何が何だかわからない。

　あひるは混乱しながら、痛む頭をふらつかせ、陀だ衣いとみかんに黙ってついていく。

　先ほど得体のしれない水浸しの空間で目覚めて、ほとんど何の説明もないままそこから誘いざなわれ、疑問符をたくさん浮かべている。

（どういうこと……？）

　あひるとしては昨日、『人魚の肉』について説明を受けて――一晩じっくり考えたけれど結論がでずに、困っていたところだった。

　それが起きたらもはや昼前で（いったい自分は何時間寝たのだろう？）何かがあったらしく陀衣とみかんは様子がおかしく、遊ゆう菊ぎくの姿は見えないし……わけがわからない。

「ねぇ白しら鳥とりくん、みかんちゃん」

　呼びかけても、返事はない。

　陀衣はこちらを見もせずに無言で進んでいくだけだし、みかんは申し訳なさそうにあひるを眺めるだけで、やはり応こたえない。

　不安になる。

　自分が眠っているうちに、何か取りかえしがつかない事態になっているような。

　まだ目覚めずに、悪夢の只ただ中なかにいるかのような――。

「…………」

　あひるはしゅんと項うな垂だれると、すぐに気づいた。

　進行方向――森を脱ぬけた先の砂浜に、見覚えのある人物がいたのだ。

　こちらにおおきく手を振って笑っている、遊ゆう菊ぎく。

　その隣には仏頂面の音おん忠ちゆう。

　それだけならあひるも驚かない。

　遊菊は何か理由があって先に行っていたのだろうし、音忠は自分たちを迎えにくるためにボートでも運んできてくれたのだろう。

　その横に――。

「ぜぇ、ぜぇ。はぁ、はぁ」

　砂浜に大の字に突っ伏しているのは、翠みどり風ふう太たである。

　あひるはほとんど面識がないが、遊菊のクラスメイトだし、何かと目立つ人物なのだ。

　陀だ衣いの『妹』の親友の『兄』――という、かなり遠い関係で、喋しやべったこともないが。

「おまえらなぁ」

　水着姿で、精せい悍かんな肉体を惜しげもなく晒さらした風太は、怨うらめしげにつぶやいた。

「閏うるう高校のある浜辺からここまでどんだけ遠いと思ってんだ――ふつうボートでくるような場所に全力で泳いで向かわせやがって……。おまけに泳ぐのは俺おれだけで、どうしておまえら二人は浮き輪で楽をしているんだ？　引っぱってここまで辿たどりつくまでに何度か沈むと思ったぞ？」

「ごねるな、兄さん」

　その横で素っ気ないスクール水着のまま、きちんとスイムキャップとゴーグルまで装着した女の子――炉ろ端ばた吟ぎんが、『兄』を淡々とした様子で眺めている。

「兄さんには体力しか取り柄がないのだから、その唯一の長所を活いかせたのだと胸を張って誇るがいい。普段はまるで役立たずなのだから、出番があっただけでも幸いと思うのだ。ボートを借りてる時間がなかったのだから、仕方ないだろう」

「吟ちゃんは『兄』のひとにもうちょっと優しくしてあげなよ～」

　その横でしゃがみこみ、楽しそうに風太をつんつんしてるのは花か々が見み茜あかね子こだった。

　こちらは可愛かわいらしい水着姿で、抱えた浮き輪も相あい俟まって幼さが際立つ。

　どうも彼女と吟をここまで牽けん引いんしてきたらしい風太に、優しく微笑ほほえむ。

「『兄』のひとがんばったよ～☆　おかげで助かったよ～☆　吟ちゃんのかわりに、茜子が良い子良い子してあげるね～☆」

「うう……茜子ちゃんは良い子だなぁ――俺の『妹』にならないか……？」

「それはイヤ～☆☆」

「…………」

　などと謎なぞの会話をしている面々を眺め、あひるは首を傾かしげる。

「何してるのかしら、あの子たち……学校を休んだから、心配になって見にきたとか？　どうして『人魚島』の場所がわかったのかしら――」

「音おん忠ちゆうさんが、後をつけられたのかもしれませんね。ちょっと勘のいいひとなら、昔のと現在の地図を見比べて、『人魚島』の位置を特定できるかもしれませんし」

　久しぶりに声をだしたと思ったら、陀だ衣いが水平線を指さす。

「というか、茜あかね子こさんたちだけではないようですよ」

　彼の言葉どおりだった。

　あひるは驚きよう愕がくする。

　海の向こうから、いくつものボートが『人魚島』に向かって進んでくる。

　風ふう太たたちのように、泳いでくる猛も者さもいる。

　見覚えのある顔が多かった。

　クラスメイトや、お友達や、風紀委員の仲間や――。

（みんな……どうして？）

　あひるは目を白黒させて、その不可思議な光景を眺める。

『人魚島』始まって以来だろう、このように大人数が押し寄せてきたのは。

　みかんが動揺したように「何事じゃこれは……？」とつぶやいているし、『人魚』たちが何かしたわけでもないのだろう。

「考えたもんだね」

　音忠が、忌いまわしげにすぐそばにいる茜子を睨にらみつけた。

「こんな大挙して無関係な一般人がきたら、『人魚島』の秘密性が壊されてしまう。それを避けるために、『人魚』たちは彼らを追いだすために何でもする。金ちゃんを差しだせと言われたら、きっとそうするだろう……この方法なら、危険を冒さずに金ちゃんを救いだせる」

「べつに、あひるさんを助けたいわけじゃないよ」

　茜子も険悪な様子で、音忠に視線をぶつける。

「さっさと、どうでもいいことは終わらせて――にいちゃんに帰ってきてほしいだけだよ。あのひとたちは、てきとうに募集をかけたら集まってくれただけ。人数がいれば安心かなぁって、それだけだよ。そこまで深い理由はないよ」

「ふぅん、人気あるんだね金ちゃんは。意外だなぁ、みんな午後は暇とはいえ――これだけの人数が金ちゃんのために集まるなんてね。そういえば姉さんと逃避行しようとしたときにも、たくさんのひとが駆けつけたんだっけか……」

　音忠はあひるを眺めると、感心したようにつぶやいた。

「人魚島の位置は、どうやって特定したの？」

「砂浜にはたくさんひとがいるから、あんたがボートで進んでいった方向とかの目撃証言を集めて……」

　などと会話しているふたりのそばに、ようやく閏うるう高校の生徒たちは辿たどりつく。

　ボートを停泊し、あるいは砂浜に倒れこむようにして――歩み寄っていくあひるに気づくと、笑顔で手をふってくれる。

　たぶん詳しい事情は知らずに、茜あかね子こあたりに『あひるが怪しげな場所に囚とらわれてるから助けだそうよ！』などと募集をかけられて、『楽しそうだ！』と集まっただけなのだろう。

　ちょっとした恩返しや、好意で――閏うるう高校の生徒たちは、そんな良い子ばかりなのだ。

　あひるは胸が熱くなる。

　今すぐみんなに駆け寄って、あたしは大丈夫だよ、と宣言したい。

　心配かけてごめんなさいと。

　やっぱり、この幸せを忘れたくはない。

　人格を放棄し、何もかもを忘れて、『人魚の肉』で生きながらえたくはない。

　このまま歩いていく。進んでいく。生きていく。

　呼吸をして、恋をして、みんなと一緒に。

「やっぱり――」

　不意に、陀だ衣いがちいさくつぶやいた。

　あひるは、なぜだろうか、身体からだが凍りつくような気がした。

　こんな炎天下の、焼けつくような日差しのしたで。

「ぼくじゃなくても……」

「白しら鳥とりくん？」

　ちいさな彼がいつにも増して、潰つぶれてしまいそうなほど儚はかなかったので――あひるは胸騒ぎがして、そっと呼びかける。

　陀衣はこちらを見あげてきた。

　うつくしい、純粋な瞳ひとみ。

　そのすべてに恋い焦がれた。

　最初はただ可愛かわいらしい見た目に惹ひかれ、次第にその人柄を尊敬し、哀かなしみと孤独を埋めてくれたことに感謝した。

　彼と出会い、交流することで、あひるは恋に怯おびえ縮こまるだけだった人生を、前向きに廻まわしていくことができたのだ。

　彼の言葉が身に染みた。

　温かな気持ちを覚えている。

　触れているだけで胸がとろけるようだった。

　ともに重ねた時間は、何にも代え難い宝石のようだった。

　恋をしていた。この綺き麗れいな男の子に。

　できることなら、ずぅっと――この泡沫うたかたの幸せに溺おぼれていたかった。

「あひるさんは」

　だけど。

　本当はわかっていた。

『恋の病』という爆弾を抱えた自分の内側で、いつか破滅は炸さく裂れつする。

　でもそれは、遠い未来のことだと信じていたのに。

　いつのまにかたいせつに紡いでいた命綱は擦りきれて、重ねた嘘うそは引きはがされて、自分たちの関係には罅ひびがはいっていたのだ。

　必死で見ないふりをしてきたけど。

　心臓すら停止しそうな緊張感のなか、不意打ちのように、陀だ衣いが尋ねてきた。

「あひるさんは、ぼくのことが好きですか？」

　それは、不思議な余よ韻いんのある言葉だった。

　冗談ではない、大真ま面じ目めな態度だ。

　だけど何を今さら――ともいえる。

　あひるは何度も自分の気持ちを伝えた。

　伝えるごとに遠くなる気がした。

　陀衣はあひるが最初に告げた『嫌いだ』という言葉をいつまでも覚えて、自分をみにくいと思いこむ彼は何度『好きだ』と告げてもそれを信じない。

　その関係に甘えていた。

　それでいいや、と楽観している自分がいた。

　居心地のいいこの場所にだらだらと定住して、陀衣といつまでもこんなふうに、ささやかな幸せを噛かみしめて、破滅から目を逸そらして、生きていけると思っていた。

　どうせまた伝わらないんだろうなぁ、とあひるは苦笑して。

　深く考えることもなく、その言葉を口にした。

「うん。あたしは――白しら鳥とりくんのこと、大好き」

　どうして彼がそんな質問をしたのか。

　自分が呑のん気きに寝ているうちに、何があったのか。

　あひるはもっと冷静に、真剣に考えておくべきだったのに。

「そうですか」

　すべては遅く。

　何もかも、もはや決定的に切り替わっていた。

　淡い蜜みつ月げつは、もう終わっていたのだ。



「ぼくは、あひるさんのこと……嫌いです」



　何を言われたのか、わからなかった。

　ふつうに笑って、たまに怒ったりして、これまでそうしてきたように――笑顔で終わる会話のはずだった。

　あひるはそのために笑みを浮かべかけていたが、引きつったまま半端な表情で硬直して、陀衣を見据えることしかできなかった。

「え？」

　自分でも滑こつ稽けいだと思うほどに、反応が遅かった。

　胸が痛い。

　視界がちかちかと明滅して、何もかもが遠ざかるような感覚があった。

　今、何を言われた？

　立ちどまる。足が動かない。

　全身が震えている。

　陀だ衣いはそのままあひるを待たずに、前へ進んで、こちらを振りかえった。

　生き真ま面じ目めな、うつくしい表情だった。

　冗談では――ありえなかった。

「顔を見るだけで吐き気がするんです。声を聞くだけで苛いら々いらするんです。あなたのことが嫌いです。ずっと我慢してきましたけど、もう限界です」

　眉まゆひとつ動かさずに、陀衣は能面のような無表情で、ちいさく告げてきた。

「二度と、近づかないでください」

「ちょっと待ってよ……」

　竦すくんだ足を無理に動かして、あひるは叫んだ。

「待ってよ、ねぇ！　どういうこと……!?」

　我ながら、迷子みたいな表情だった。

「何で急にそんなこと言うの……!?　わからない、何言ってるかわからない!!　どういうことよ、説明してよ……!?」

　縋すがりつくように、彼に手を伸ばしたが。

　陀衣はするりと逃れて、哀かなしそうに告げてきた。

「説明しなかったのは、あなたのほうでしょう？」

　それだけ言い残すと、もはやあひるを見ずに、遠ざかっていく。

　あひるは動けない。

　足下が崩れるような感覚があった。

　陀衣の言葉の意味はわからなかった。

　けれど今、どうしようもなく何かが破は綻たんしたのだと――本能で悟った。

　嫌だ嫌だと胸中がこの現実を拒絶するが、目を閉じても、耳を塞ふさいでも意味はない。

　自分は何かを失敗して。

　こうして今、たいせつなものを喪うしなおうとしている。

　認めたくなくて、必死に陀衣を追いかけて――理不尽に足がもつれて、砂浜に倒れこむ。

　みかんが悲鳴をあげて駆け寄ってきた。

　遊ゆう菊ぎくや音おん忠ちゆうも、慌てて近づいてくる。

　陀衣だけが遠ざかる。

　あひるは涙目になって、呻うめくしかなかった。

「茜あかね子こさん」

　陀だ衣いは自分の分身のような『妹』の手を、そっと握りしめて。

　必死で震えを押し殺すように、潰つぶれたような声でつぶやいた。

「暇なときに、髪、切ってくれませんか？　せっかくお揃そろいですけど、ぼくも高校生になりましたし――こんな女の子みたいな髪型は、卒業しないといけません」

「にいちゃん……？」

　茜子は様子のおかしい『兄』と、身を起こしはしたが、行動することも声をだすこともできずに――見捨てられた子犬のように跪ひざまずいたあひるを眺める。

　そして音おん忠ちゆうを一いち瞥べつしてから、唇を噛かみしめて。

『兄』の手を強く握りかえした。

「わかった」

　潮しお騒さいがうつろに響くなか、ひとつの絆きずなに終止符が打たれる。

「茜子が、切り捨ててあげる」



    

  
    
      
12　イカロスの翼で





『人魚島』での事件から、一週間が経過した。

　哀かなしいほどに平和な閏うるう高校は、ひとつの噂うわさでもちきりだった。

「ねぇ、あれ――白しら鳥とりくん？」

「雰囲気変わったよね……」

「それよりも知ってる？　あひるちゃんと陀衣くんさぁ――」

　悪意のない会話が満ちあふれるなか、陀衣は廊下を歩いていく。

　その白い髪の毛は、肩のあたりでばっさりと切り落とされている。

　まだ男の子にしては長いほうだが、いきなり短くしすぎると違和感があるというので、このぐらいで落ちついた。

　少なくとも、ぱっと見て女の子だとはなかなか思いにくい。

　その所作も、雰囲気も、以前とは異なっていた。

　それが良い変化なのか悪い変化なのかは、誰だれにもまだわからない。

　声をひそめて囁ささやかれる言葉の群れを、陀衣は聞き流して、待ちあわせの場所へ向かう。

　途中、何人かが心配そうに声をかけてきたが、笑って応対した。

　その態度には、どこにも変わりがない。

　誰だれにでも優しく、善意に満ちあふれている。

　けれど以前のような臆おく病びようさや、自信のなさそうな態度はなりをひそめて――同時に、どこか寂しそうではあった。

　誰か親しいひとが亡くなったかのようだった。

「にいちゃん」

　目的地の一年七組の前で、茜あかね子こと合流。

『夏学』の期間中は離ればなれになるので、お互いの時間をなるべくつくるために、せめてお昼はいっしょに食べることに決めたのだ。

　どちらからともなく言いだしたことだが、ゆっくりと同じ時間を重ねて、ぎくしゃくしかけていた関係は元通りになっていた。

　否、以前よりも強固に。

　打ちのめされて、痛めつけられて、そのぶん成長する大樹のように。

　ふたりはまた、お互いのいちぶへと戻ったのだ。

「お待たせしました、茜子さん」

　陀だ衣いは髪を切ったが、茜子は以前と同じ髪型のままである。

　もはや慣れてしまって、他ほかの髪型も思いつかない。

　それに髪の毛を同じにしなくても、心は繋つながっていて、きっとどこにいても互いを見つけられる。

　この世に他に誰もいないかのように、陀衣と茜子はただ見つめあった。

　当たり前のように手を握る。

　茜子が小声でつぶやいた。

「ねぇ、にいちゃん――しばらく学校サボっちゃおっか」

　気楽な口調だったが、声は真剣だった。

「もう何だかちょっと茜子は疲れちゃったよ。にいちゃんがいないと、寂しくて、苦しいよ。久しぶりに甘えんぼになっていい？　おうちに帰ってさ、朝から晩までさ――ずぅっと、いちゃいちゃしよう？　嫌なことは忘れてさ……」

「それも、いいかもしれませんね――」

　陀衣もなんだか、くたびれてしまった。

　しばらく休んでいたい。

　わずかに羽根を休めて、傷を癒いやせば、また飛びたてるはずだった。

　この倦けん怠たい感かんも胸の空虚も、時間と愛いとしい『妹』が埋めてくれるはずだった。

「あ………」

　ふたり並んで当あて所どなく歩いていると、ばったりと、あひると出くわした。

　彼女はいつものように風紀委員の仕事をするつもりなのだろう、図書室へ向かっているようで、たくさんのファイルをひとりで運んでいた。

　以前の陀衣なら、手を伸ばして助けていた。

　それが、あひるのためになると思っていた。

　でもそれは、ちがっていた。

　すべては陀だ衣いの自己満足で、あひるは苦しみ、傷ついていくだけだった。

「…………」

　無言ですれちがった。

　茜あかね子こが泣きそうな顔で、『兄』の腕をぎゅっと抱きよせる。



＃　＃　＃



　夢中で走った。

　息を切らせて、過度な運動は厳禁なのに――知ったことではなかった。

　あひるは周りのみんなが驚くなか、気にせずに、図書室へと向かう。

　身体からだがばらばらに砕けてしまいそうだった。

　哀かなしくてもどかしくて、頭がどうにかなりそうだった。

　周囲の生徒たちが、小声で噂うわさ話ばなしをしている。

　どうしたのかな、あのふたり。

『恋人』なんでしょ？

　巧うまくいってないのかなぁ――とか、すべての言葉が胸を抉えぐる。

　先日までの、浮かれていた自分が無性に恥ずかしかった。

　そうだ、巧くなんていくわけがなかったのだ。

　何を夢見ていたんだろうか。

「うう……」

　あひるは唸うなった。

　涙がこぼれて、夏の日差しのなか舞った。

「うう、ううう……」

　呼吸が苦しくて、喘ぜん鳴めいしながら、図書室の奥にある倉庫に辿たどりついた。

　旧ふるい書架と書籍が置かれたこの場所は風紀委員が改築し、会議室のようになっている。

　あひるは毎日、ここで働いていた。

　最近は、陀衣が手伝ってくれることも多かった。

　いまは独りぼっちだ。

　扉を開いたら、崩れ落ちて、その場で蹲うずくまって泣きじゃくろう。

　そんなことを考えている自分が情けなくて、恥ずかしい。

　まだ格好をつけようとしている。

　何でもないって顔をしようとしている。

　何でもなくないのに。

　陀衣に嫌われてしまったのに。

　彼に見放されて、二度と触れあうことも、会話することもできないのに。

　彼の前でだけは、格好つけなくてもよかった。

　恥ずかしいところ、駄目なところ、すべて見られていた。

　その事実がどれだけ自分を救っていたか、あひるは切ないほどに自覚する。

　けれど絆きずなは断ち切れて、陀だ衣いは遠ざかってしまった。

　理由はわからない。

　だけど、予感はしていた。

　ずっとつづくわけがなかった。

　それでも今日だけは、明日までは、そう信じて――問題から目を逸そらして、彼に甘えて日々を積み重ねてきた。

　当たり前のように終わりがきた。

　ただ、それだけのことだ。



「泣いておるのか」



　扉を開くと、同時にしわがれた声が響いた。

　ぎょっとして、思わず抱きかかえたファイルを落としそうになる。

「あなた――」

　慌てて目元を擦こすって、あひるはその名を口にする。

「みかんちゃん」

　そこに死にぞこないの人魚姫、諏す訪わみかんが立ちつくしている。

『人魚島』ではほとんど水着姿だった彼女だが、さすがに現在は普段着だ。

　麦わら帽子をかぶった彼女は良いところのお嬢さんのようで、可愛かわいらしかった。

　まだ彼女が幼い、自分より年下の女の子であることを、あひるは実感する。

「ど、どうしたの？」

　扉を後ろ手に閉めて、とりあえずファイルを部屋の真ん中にある机に置く。

「『人魚島』からでていいの、あなた？」

「許可はとった」

　みかんは壁際の開け放たれた窓の枠に、幻影のように腰かける。

　橙だいだい色いろの髪の毛が、静かに羽ばたいた。

「忘れものを届けにきたぞ」

　みかんは囁ささやくと、肩からさげたポシェットからひとつの紙袋を取りだした。

　中身は、確認するまでもない。

　動揺し、あひるは受け取れない。

「あ、あたしは……」

「わかっておる」

　みかんは紙袋を無理やり押しつけると、足を引きずりながら出入り口へと向かう。

　役目だけ果たして、さっさと帰るつもりのようだ。

「けれど、この『人魚の肉』はもともと、そなたのために処方されたものじゃ。そなたは受け取る権利がある。だから、渡しておく。呑のむのも捨てるのもそなたの自由じゃ」

　そして彼女は恐る恐る、というように――あひるに歩み寄ってくる。

　そっと手をとって、項うな垂だれる。

「すまんかった」

　あひるには、よくわからなかったけど。

「儂わしのせいじゃ。儂の迂う闊かつな言葉が、そなたらの絆きずなを切り裂いた。『人魚の肉』を渡すことが、償いになるとは思えぬ。だが、儂がその薬を呑むわけにはいかぬ。儂が犯した罪の結果を、せめて見届けるまでは――儂は忘れぬ。死にぞこなって、生きてゆくぞ」

　それだけ告げると、彼女は身を翻ひるがえし、今度こそ帰っていく。

「どうしようもなく苦しくなったら、『人魚の肉』を呑むといい。儂が責任をもって、そなたを『人魚島』へとつれていく」

「あたしは」

　あひるは、声を振りしぼる。

　まだ気力はある。

　絶望の底に辿たどりついてはいない。

　いつか心が折れて、傷つき倒れ伏して、あるいは過酷な現実に打ちのめされて――すべて諦あきらめてしまうかもしれないけど。

　そのときは、今じゃない。

　まだ、がんばれる。

「あたしは忘れない」

　胸に手を当て、ぼろぼろになった恋心を再び燃やす。

「ぜったい忘れない。死んでも忘れない。ぜんぶ『なかったこと』になんてしない。白しら鳥とりくんのこと、その言葉、いっしょにすごした時間――すべて消し去って、あぶくのように消えてしまうのは嫌だから。あたしはまだ諦めない。苦しいけど、この恋は捨てない」

「そうか」

　みかんは哀かなしそうに頷うなずくと、にっこりと微笑ほほえんだ。

　それは無理をした、痛ましいものだったけれど――『人魚』たちの浮かべる不自然な至福の笑顔よりも、ずっとうつくしいものだった。

「ならば、せめて儂が見届けよう。そなたの行き着く果ては天国か地獄か――決して楽な生きかたではないが、儂は羨うらやましいよ、みにくいあひる。恋をして、羽ばたいて、うつくしい太陽を目指すがよい」

　頬ほおに涙を伝わせるあひるに、みかんは笑みを消して、神妙につぶやいた。

「たとえ愚かなイカロスのように、蝋ろうの翼が熱にとろけて、真っ逆さまに落ちてしまっても――儂わしだけは、そなたのことを覚えておくよ」



    

  
    
      



    

  
    
      　それだけ告げると人魚姫は、海を目指して帰っていく。

　御お伽とぎ噺ばなしは終わったのだ。



dead end...?



    

  
    
      
あとがき





▼こんにちは。日あ日き日らです。

『みにくいあひるの恋』略して『みに恋』第二弾、『死にぞこないの人魚姫』をお届けいたします。

　もしも『恋愛』が『病』だったとしたら、その『特効薬』は果たして何なのか――という思考実験（？）みたいなお話です。そういうの、ちくちく考えるのが好きです。

　あと日日日はよく童話をモチーフにするのですが、第一巻が『みにくいあひるの子』、今回は『人魚姫』となっています。

　うつくしい王子様に恋をして、あぶくになって消えてしまったお姫様の御お伽とぎ噺ばなしです。



▼『恋の病』や『人魚の肉』などの症状や効能がＲＰＧの魔法やアイテムみたいですが、実際、そういう感じで受けとめてもらえたら幸いです。

『みに恋』が科学が発達した現代社会を舞台にしている以上、『幽霊』やら『宇宙人』やら『魔法』やら『超能力』やらは『そのまんま』登場させるとリアリティを喪失します。

　少なくともこのお話には、常識をすっ飛ばして登場人物達を救う超常的な奇跡は発生しません。等身大の少年少女が『病』という理不尽に抗あらがえるのか、その不幸を突破するとしたら果たして何を理由として……？

　あれこれ考えていますが、現実をおおきく逸いつ脱だつするような超展開はないので、『どうなるんだろう』と想像しながら読んでみてくださいませ。たぶんよく考えたらあひるを救う『解決方法』つまり『恋の病の治療方法』が何パターンか思いつくでしょうし、そのうちいくつかは作中で登場するかもしれません（作中でちらっと登場した『ハッピーエンド』『テーマパーク』という名前がヒントですので、お楽しみにです）。



▼そういえば第一巻のアンケートの結果を担当さんに見せてもらったりしました。『みに恋』はけっこうこれまでとは一線を画す（そうかな？）作風だったので期待と不安、『どういう反応をされるだろう』みたいなどきどきがありましたが、面白い意見とかいっぱいもらえて楽しかったです。

　じつは第一巻の初稿（書きあげたばかりの原稿）で担当さんにあひるの評価が芳かんばしくなく（『で、あひるちゃんはどこが可愛かわいいの？』という言葉がトラウマになってます）、あれこれ泣きそうになりながら修正して現在のあひるになっているので心配していたのですが、今のところ彼女が人気第一位みたいで安あん堵どしてます。

　次点は陀だ衣いと茜あかね子こでしょうか。陀衣はいわゆる『男の娘こ』であまり一般的な主人公ではないし、茜子みたいな『お兄ちゃん大好きっ☆』みたいなキャラは意外と書いたことがなく四苦八苦していたので、嬉うれしいところです。

　あとどうでもいいですが第一巻のあとがきにほぼ冗談で書いた『昼ドラ展開』になぜだか『期待しています！』みたいな反応がおおくてびっくりました。

　僕は鬱うつ展開も好きなのですが、このお話に関しては僕が手をくだすまでもなく世界観からして不幸へと直結しているので、逆になるべく壊さないように、か細い希望を紡ぎながら幸せな結末へ向けて進んでいきたいと思います。

　次回は今のところ『夏学』の後半、映研の活動を中心に、あひると遊ゆう菊ぎくの過去も絡めつつちょっとアクロバティックな構成（？）のお話にできるよう考えてます。いろいろ伏線を敷いているので、それらが次々と起爆していく快感を味わっていただけたら。



▼謝辞です。忌き憚たんのない意見をくれて気をゆるめがちの日あ日き日らを叱しつ咤た激励してくれる担当の佐さ藤とうさん、どこか優しくてうつくしいイラストでこの世界を彩ってくれる絵師のみことあけみさんをはじめ、関係者の皆さまに感謝を。

　最後に、読者の皆さま。アンケートやお手紙などにいつもちからをいただいております。まぁ日日日は死なないかぎり書きつづけると思いますので、たまに見かけたら、暇なときにでもお手にとっていただけたらこれ以上の喜びはありません。

　御お伽とぎ噺ばなしの向こうにある、あひるたちの『現実』の行方ゆくえをどうかお見逃しなく。



日日日



    

  
    
      



    

  
    
      　著者

　日日日（あきら）

　　１９８６年生まれ。高校在学中に５つの新人賞を受賞してデビュー。

　　代表作に『蟲と眼球』シリーズ、『魔女の生徒会長』シリーズ（ＭＦ文庫Ｊ）『狂乱家族日記』シリーズ（ファミ通文庫）『アンダカの怪造学』シリーズ（角川スニーカー文庫）などがある。デビュー作『私の優しくない先輩』が２０１０年に実写映画化。

　　こないだ資料を買いに本屋さんに行ったら「仕事ばかりでいいの!?　漫画も読まない人生でいいの!?」と知らんお姉さんに説教をされました。

　　資料と漫画を買って帰りました。



　イラスト

　みことあけみ

　「ばけてろ」（角川スニーカー文庫）のイラストを担当。群馬県出身。

　　日々映画とラジオに癒されております。
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死にぞこないの人魚姫
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